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ものつくり大学 基本理念 
 
  1. ものづくりに直結する実技・実務教育の重視 
  2. 技能と科学・技術・経済・芸術・環境とを連結する教育・研究の重視 
  3. 時代と社会からの要請に適合する教育・研究の重視 
  4. 自発性・独創性・協調性をもった人間性豊かな教育の重視 
  5. ものづくり現場での統率力や起業力を養うマネジメント教育の重視 
  6. 技能・科学技術・社会経済のグローバル化に対応できる国際性の重視 
 
 

本学の目的および使命 
 
 高度な技能と技術を融合した実践的な技能工芸に関する教育及び研究を行い、加えて豊

かな社会性・創造性・倫理性を身につけた技能技術者を育成することを目的とし、あわせ

てものづくりに対する社会的評価の向上と世界の発展に貢献することを使命とする。 
 
 

ディプロマ・ポリシー（技能工芸学部） 
 

本学は建学の基本理念に則り、ものづくりに対する社会的評価の向上と世界に貢献する

ことを使命とし、高度なものづくりに対応できる基礎学力と専門的知識および高度な技能

技術を持ち合わせたテクノロジストを育成し社会に輩出することを目的にしている。 
特に、本学を卒業するテクノロジストには、ものづくりへの誇りと真摯さを身につけ、

自らに一流の仕事を要求し、常に基準を高く定め、ものづくりにアプローチすることが期

待されている。 
そのためにテクノロジストとして必要な基礎学力、専門的知識、技術技能に合わせ、以

下の能力を身につけ、卒業要件を満たした者に学位（技能工芸学）を授与する。 
 
① ものづくりを実践することから得られる創意工夫する力(現場力) 
② 課題を見出しチームで協力したり、リーダーとなって解決する力(課題設定･解決力、

マネジメント力) 
③ 困難に向き合い乗り越える力（耐力、胆力） 
④ 異文化など多様性を受容、尊重でき、科学技術、社会経済のグローバル化に対応で

きる力（協調力） 
⑤ 価値観の異なる相手とも双方向で真摯に学び合える力（コミュニケーション力） 
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ＡＡ．．履履修修要要項項  
（（両両学学科科共共通通  22002255 年年度度入入学学者者適適用用））  

  

  

  
  
  
  
  

    ※※履履修修要要項項はは入入学学時時かからら卒卒業業ままででのの修修学学規規定定

をを定定めめたたももののででああるるたためめ、、ここれれををししっっかかりり

とと熟熟読読ののううええ、、学学業業計計画画ををたたててててくくだだささいい。。  
  
  

－ 1 －



－ 2 －



3 
 

１．．基基本本事事項項                                 

 

 履修とは、「決められた学科・課程などを習い修めること（広辞苑）」を意味します。 

 

大学では学生が自ら履修計画を立て、履修登録を行い授業に出席し合格点以上の成績

をとることで、単位を修得します。履修登録をはじめとして各種申請や届出等について

は、学生本人の責任において定められた期限を厳守しなければなりません。 

※※ 学生生活全般に関わる各種申請、届出の詳細は、「ものつくり大学学生便覧 学生

生活ガイド」（Web）で確認してください。 

 

(1) 年間スケジュール    

毎年 4 月のガイダンスでの配布資料や「ものつくり大学学生便覧 学生生活ガイ

ド」（Web）、掲示などで確認できます。 

 

(2) 事務取扱時間 

  ① 事務窓口の取扱時間は次のとおりです。土・日・祝祭日や時間外の取扱いはでき 

ません。      

教務係 月～金曜日 9：00～17：30 

学科事務室 月～金曜日 8：45～17：30 

※ 入学試験日等、構内立入禁止となる場合、窓口業務は行いません。 

※ 祝祭日が授業日となる場合、窓口業務を行います。 

 

  ② 証明書自動発行機（大学本部棟 1 階学生ロビー）の稼動時間は次のとおりです。 

月～金曜日 9：00～17：30 

※ 事前に大学 HP 証明書オンライン申請サービスでの申請が必要です。 

※ 入学試験日等、構内立入禁止となる場合、利用できません。 

※ 祝祭日が授業日となる場合、証明書自動発行機は利用できます。 

   

(3) 掲示・連絡 

  ① 大学から学生への連絡は掲示等によって行います。掲示等を見なかったために生

じる不利益は学生本人の責任となります。 

休講、教室変更、ガイダンス開催日時、呼出し等、必ず各学科の掲示板、授業担  

   当教員からの指示を確認してください。遠隔授業に関する情報等は Google  

Classroom で行われる場合もあります。 

講義関連情報はポータルシステムの休講補講一覧からも見ることができます。 

 

  ② 授業の情報や履修に関する問い合わせは、電話では受け付けません。掲示を確認 

するほか、必要のあるときは、教務係窓口で相談してください。 
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(4) 教員への連絡 

学生から教員へ連絡や相談がある場合は、授業の前後やメール等によりアポイントを

とり、研究室を訪ねるか、オフィスアワー（教員が相談のために研究室在室とする時

間）を利用してください。教員のアドレスは、ポータルシステムから確認できます。 

非常勤講師の場合は個人研究室がありませんので、授業の前後にアポイントをとるよ

うにしてください。（非常勤講師が担当する授業には、常勤の窓口教員が配置されてい

ますので、窓口教員に相談することも可能です。） 

 

(5) ホームルーム 

  本学では、研究室に配属されるまでクラス担任制度を導入しており、クォータごとの

成績発表の時期に合わせてホームルームを実施します。ホームルームでは、履修や修

学に関することや学生生活について相談することができます。ホームルームの日程

は、年間スケジュールを参照してください。 

 

(6) 住所等の変更 

  学生・保証人の住所、連絡先等に変更があった場合は、速やかに所定の手続きを行っ

てください。 

 

(7) 自然災害等による JR 高崎線の運行停止や気象条件の悪化が予測される場合の授業

（試験を含む）の取り扱い 

①前日の午後の時点で、翌日の天候悪化、交

通機関の混乱など、授業への支障が予測さ

れる場合 

午後 4 時までに学内の掲示やホー

ムページで休講等の措置を周知 

②当日の午前 6 時の時点で高崎線が東京と高

崎の間で運行されていない場合 

1・2 時限を休講 

午前 6 時にホームページで周知 

③当日の午前 9 時現在において高崎線が東京

と高崎の間で運航されていない場合 

3 時限以降休講 

午前 9 時にホームページで周知 

遅刻は、各人が授業担当教員に事情を説明し授業担当教員の指示に従って出席の確認

を行ってください。電車の遅延による遅刻の場合、吹上駅等の遅延証明書は不要です。 

安全に配慮し、余裕をもった通学を心掛けてください。欠席や遅刻の扱いは、授業担

当教員が判断します。 

 

(8) 履修要項の適用 

本履修ガイド及び履修に関する規定は、入学年度のものを卒業まで適用します。 

但し、授業科目名や授業担当教員の変更、新規授業科目の開講等もありますので、、

ガイダンスへの出席及び掲示等で確認してください。 

 

(9) 学生証 

学生証は、ものつくり大学の学生であることを証明するものです。必ず携帯してくだ

さい。 

学生証は、学期末試験の受験・コンピュータ演習室等への入室・図書館・メディア情

報センター・通学定期の購入などで必要となります。 
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学生証は折り曲げたり、強い磁気等の傍において異常が発生したりしないように、丁

寧に保管してください。 

学生証の紛失、破損等をした場合は、速やかに再発行手続き（手数料 3,000 円）を教

務課窓口で行ってください。 
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２２．．学学籍籍                                   

 

(1) 在学期間 

本学の学部教育課程を修了するために必要な期間（修業年限）は 4 年であり、編入学

生等を除き、原則として、卒業までに 4 年以上の在学期間が必要です。また、編入学生

を除き在学可能な最長期間（在学年限）は 8 年間です。 

8 年間もしくは所定の在学年限を経過しても、卒業要件を満たさなかった場合は除籍

となります。なお、休学期間は在学年限に含めません。また、停学期間は修業年限に

含めませんが（1 ヶ月以下の停学はこの限りではない）、在学年限には含めます。 

 

(2) 留年 

進級時における留年制度はありません。4 年次終了時に卒業要件を満たさなかった場

合は、留年となります。卒業要件については、後述の「10．卒業要件」を参照してくだ

さい。 

 

(3) 休学 

病気、ケガ、その他やむを得ない理由により 2 ヶ月以上修学できない場合は、担任教

員に相談後、教務係窓口にて休学願を提出してください。 

休学期間が満了した場合は、自動的に復学となります。許可された休学期間の途中で

復学する場合は、担任教員に相談後、教務係窓口へ復学願を提出してください。 

休学中は、授業料等学生納付金を減免します。 

 

(4) 退学 

退学には、自主退学を希望し許可される場合と、懲戒処分により退学を命じられる場

合があります。 

退学を希望する場合は、担任教員に相談後、教務係窓口へ退学願を提出してくださ

い。退学許可日は各クォータ末日付けとなります。退学までの授業料等学生納付金は徴

収されます。 

 

(5) 除籍 

次の者は、除籍となります。 

① 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

② 在学可能な最長期間（8 年）を超えた者 

③ 休学可能な最長期間（通算 4 年）を超えてなお修学できない者 

④ 死亡または長期間にわたり行方不明の者 

⑤ 外国人留学生で在留資格を失効した者 

⑥ その他、①～⑤と同等の事由により、学長が除籍相当と判断した者 

 

(6) 停学 

  停学を命じられた場合は、停学期間中の授業科目の履修はできません。無期停学の場

合は解除日の翌日から復学、有期停学の場合は期間満了の翌日から復学となります。 
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(7) 再入学 

本学を自主退学した後に再度入学を希望する場合は、入学を希望する学期の 2 ヶ月前 

までに入試課窓口で所定の手続きを行ってください。 

出願できる学科は、在学時に所属していた学科に限ります。 

 

(8) 転学科 

転学科を希望する場合は、担任教員に相談の上、教務係窓口で所定の手続きを行っ

てください。 

転学科の許可は、原則年度初め（4 月）となります。 

 

(9) 外国人留学生 

大学は、在籍管理を徹底して行うことが義務付けられていることから、外国人留学生

は、毎毎月月、、決決めめらられれたた期期間間にに学学生生課課でで月月次次在在籍籍管管理理をを行行っっててくくだだささいい。  

  在留カードは、留学生としての身分を証明するものです。学生証と同様、必ず携帯し

てください。 
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３３．．授授業業                                    
 

本学では、クォータ（4 学期）制により、一つの授業科目が比較的短期間で完結しま

す。併せて、実習・実験・演習を取り入れた授業科目が多いことから、学生の積極的な授

業への参加が求められます。 

 授業科目の内容等は、後述の「B．C．カリキュラム」、及び web シラバスを必ず参照し

てください。 

 

(1) 授業期間 

  クォータ（4 学期）制により、授業を実施します。授業期間は年間スケジュールで確

認してください。 

  1 クォータは 7 週間で授業を 7 回実施し、引き続き 1 週間強の補講・補習週で構成さ

れています。補講・補習については後述の「(8) 補講・補習・補充授業等」を参照し

てください。 

※ 授業期間の他に、土日や夏季・学年末休業中に開講する集中講義があります。授

業開講日等は、掲示または時間割表を確認してください。 

 

(2) 授業時間 

授業時間は 1 時限（1 コマ）＝100 分とし、次のとおりです。 

 時限 時間 

1  9：00～10：40 

2 10：50～12：30 

昼休み 12：30～13：30 

3 13：30～15：10 

4 15：20～17：00 

5 17：10～18：50 

  ※ 5 時限目は、配当される授業のほか、補講・補習・補充授業、各種のガイダンス

等があります。 

 

(3) 授業時間割 

授業時間割表は、4 月のガイダンスで配布するほか、ホームページで公表します。 

 開講時間や教室の変更は、授業担当教員が指示を行うか、掲示等を行いますので、毎

日確認してください。 

 

(4) 振替授業日 

  クォータごとの授業回数が曜日によって不足する場合は、祝日を振り替えて授業を実

施します。祝日に授業が開講された場合は、平日が振替休業となります。詳しくは、

年間スケジュールを確認してください。 

 

(5) 休講 

  行事等による休講（入試や学園祭関係等）や、夏季休業、冬季休業、学年末休業は、

年間スケジュールを参照してください。 
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 授業担当教員が学会への出席や公務等で休講になる場合は、掲示等で連絡します。 

 休講の連絡がなく、授業開始時間から 20 分経過しても授業が行われない場合は、教

務係窓口で確認してください。 

 

(6) クラス 

授業は、学科別、クラス別またはコース別に実施します。クラスによって開講場所等

が異なりますので、所属するクラスで受講してください。 

授業によっては、開講前に行われるテストにより、能力別クラスとなる場合があり

ます。 

  

(7) 授業への出欠 
授業の出席はポータルシステムの学生出欠登録からワンタイムパスワードを入力し、

出席登録を行います。授業には必ずスマートフォン等を持参してください。また、遠隔

授業の出席は Google Classroom を活用するなど、科目ごとに出席の取り方が異なる場

合があるので注意してください。 

学生本人の都合や体調不良等で欠席する場合の電話連絡は不要です。 

やむを得ない理由で欠席した場合は、教務係窓口にて手続きをすることにより「欠席

届」を授業担当教員に提出することができます。但し、学生本人の都合や体調不良等で

欠席する場合を除きます。 

感染症（COVID-19 やノロウイルス等）や重篤な疾病等の場合は、学生課

（kosei@iot.ac.jp）への連絡が必要です。 

欠席理由 欠席届の配布及び提出先 

忌引き（3 親等以内） 教務係窓口 

（会葬礼状を添付し提出） 

2 週間以上の長期欠席（疾病、入院等） 教務係窓口 

（診断書や必要な療養日数等が明記さ

れた診断書を添付し提出） 

インフルエンザ、COVID-19、ノロウイルス

等の感染症 

就職活動 
就職・インターンシップ係窓口 

企業主催のインターンシップ 

遅刻は、各人が授業担当教員に事情を説明し授業担当教員の指示に従って出席の確認

を行ってください。電車の遅延による遅刻の場合、吹上駅等の遅延証明書は不要です。 

安全に配慮し、余裕をもった通学を心掛けてください。欠席や遅刻の扱いは、授業担

当教員が判断します。 

 

(8) 補講・補習・補充授業等 

時間割で公表された授業以外に補講・補習・補充授業を実施することがあります。 

① 補講は、休講等によって授業回数が不足した場合に実施する授業です。 

② 補習は、受講学生の習熟度をさらに深め、単位修得を支援する授業です。受講に

ついては授業担当教員から指導があります。 

③ 補充は、不合格となった学生を対象に翌学期以降に受講学生の単位修得を支援す

るために実施する授業です。受講については授業担当教員から指導があります。  

補講・補習・補充授業は、原則として 5 限目や第 8 週（補講・補習週）に実施さ

れます。詳細な実施方法については、授業担当教員から事前に告知があります。 
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４４．．単単位位制制とと科科目目区区分分                        
 

(1) 単位制 

履修登録した授業科目の授業に出席し、かつ合格点以上の成績をとることで、科目の

定める単位を修得することができます。通常、4 年以上在学し、修得単位が卒業要件を

満たした場合に卒業が認められます。 

 

(2) 単位数の基準  

各授業科目の単位数は、授業の形態によって授業の総時間数と予習・復習などの自習

時間（時間外学修）の合計学修時間数を基準としています。1 単位の修得に必要な学修

時間数は次のとおりです。 

   授業 自習 参考 

①講義･演習 15 時間 30 時間 1 ｺﾏ授業 1 ｸｫｰﾀ履修＝1 単位 

②実験･実習 30 時間 15 時間 2 ｺﾏ授業 1 ｸｫｰﾀ履修＝1 単位 

③講義および実習 30 時間 37.5 時間 2 ｺﾏ授業 1 ｸｫｰﾀ履修＝1.5 単位 

 

 

(3) 科目区分 

  授業科目の区分は、授業の実施形態による二つの形態区分と、履修上の分類による三

つの履修区分があり、学科ごとに指定されています。 

科目区分 

形態区分 
教養科目 

専門科目 

履修区分 

必修科目 

  卒業要件として必ず履修し、原則として当該年度に単位を修得しな

ければならない科目です。単位を修得できなかった場合は、再履修

して単位を修得する必要があります。 

選択必修科目 

  指定された一群の授業科目の中から選択して履修し、卒業要件とし

て定められた単位数以上を修得する必要のある科目です。 

選択科目 

  開講授業科目の中から、自由に選択して履修でき、合格した場合は

卒業要件としての総単位数に算入されます。不合格の場合、再履修

するか否かは任意です。 

 

(4) ナンバリング 

  授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程

の体系性を明示する仕組みのことです。 

 

本学では次のとおり表記しています。 

所所属属学学科科ななどどのの属属性性      科科目目配配当当        順順序序・・カカリリキキュュララムムツツリリーーととのの関関連連 

（第 1 区分） ― （第 2 区分） ― （第３区分） 
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履修希望科目の受講のために、履修しておくことが望ましい又は修得が要件となる

場合があります。 

履修計画を立てる際に、必ず、カリキュラムツリーと共にナンバリングを参考にし

てください。ナンバリングについては、後述の「B．カリキュラム」を参照してくださ

い。 

 

  第第１１区区分分：：所所属属学学科科ななどどのの属属性性  

【1 桁目】学科等 ：大学院(G)、情報メカトロニクス学科(M)、建設学科(B)  

【2 桁目】学年  ：1 年～4 年、大学院１,2 年 (１～) 

【3 桁目】コース等：情報メカトロニクス（A/R/M/P）、建設（T/S/F/D）、 

共通 C（教養教育・コース配属前：1 年次から２年次２Q まで） 

 

第第 22 区区分分：：科科目目配配当当  

【4 桁目】履修区分：必修（1）選択必修(2)選択(３) 

【5 桁目】科目区分：教養科目 (1) 専門科目(2)  IS(3) 

【6 桁目】授業形態：講義（1）演習（2）講義および演習（3） 

            実験実習（4）講義および実験（実習）（5） 

      

第第 33 区区分分：：順順序序・・カカリリキキュュララムムツツリリーーととのの関関連連付付けけ  

【7 桁目】  分野 ：a b c d・・・ 

【８・9 桁目】コード：０１～ 
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５５．．履履修修                             

 

大学での授業は、学生各自が自主的に履修計画を立て、指定された期間内に所定の手

続きを行って履修登録をしなければなりません。 

原則として、所属する年次に配当された授業科目、所属するクラスの授業科目を履修

します。それ以外の場合は後述の「(8) 所属年次以外の授業科目の履修」「(9) 他クラ

ス・他コースの授業科目の履修」を参照してください。 

履修の手続きは、ものつくり大学ポータルシステム（以下ポータルシステム）を利用

して行います。 

 

(1) 履修登録期間 

  履修登録は、指定された期間内に行わなければなりません。指指定定さされれたた期期間間以以外外はは

登登録録ででききまませせんん。 

  本学では、次年度の授業科目の履修登録を前年度に実施しています。この登録で、実

習などの定員が設けられている科目の登録者を調整します。 

  履修登録期間は、掲示板等で履修・成績スケジュールを確認してください。 

 

(2) 履修登録方法 

各自、指定された履修登録期間内に、ポータルシステムにより、履修科目を登録して

ください。入力方法や入力すべき履修期間の日程等の詳細は、事前に掲示等を行いま

す。 

履修登録期間を過ぎた場合は受理しませんので、注意してください。また、休学中あ

るいは長期欠席等により履修登録できない場合には、担任教員または教務係に相談して

ください。 

  1 年次の第 1 クォータに履修すべき授業科目は、すべて登録されているため登録作業

は不要です。第 2 クォータの授業科目から各自で登録することになります。このため

のガイダンスの日程は、別途掲示等でお知らせします。 

 

(3) 履修登録結果の確認 

  履修登録した結果を確認するための履修登録・変更期間があります。指定の期間内に

ポータルシステムで登録結果を確認し、登録ミスがある場合は必ず履修変更の手続き

をしてください。 

 

(4) 履修登録変更 

履修登録の変更を希望する場合は、履修登録・変更期間に、ポータルシステムより行

ってください。履履修修変変更更期期間間をを過過ぎぎたた場場合合はは変変更更ででききまませせんん。。  

授業担当教員の承認が必要な場合は、メールにて履修申請を行った後、教務係窓口に

て手続きを行ってください。 

計画的に行動し期限内に手続きを完了してください。 
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(5) 履修削除 

  授業に出席してみて、授業の内容が学びたい内容と違う、授業の内容が難しくついて

いけないなど、受講目的が達成されない場合に履修を削除することができます。授業

を履修せず履修削除を行わない場合、ＧＰＡ（「9. (5) ＧＰＡ制度について」を参

照）が下がってしまいますが、履修削除をすることでそれを回避できます。履修修正

期間にポータルシステムより履修削除を行い、ＧＰＡが下がることがないようにして

ください。 

 

(6) 履修上限（ＣＡＰ制） 

  ＣＡＰ制とは、単位の過剰登録を防ぐため、1 年間に履修登録できる単位の上限を設

ける制度です。この制度は、大学の授業の時間数に加え、一定時間数の予習、復習を

することで十分な学修に必要な時間を確保するための措置です。 

本学では、年間の履修登録上限を 48 単位までとしています。但し、留学生日本語

Ⅰ.Ⅱ、集中講義科目、通年科目は上限単位数に含みません。 

年度終了時点の通算ＧＰＡが 3.5 以上の優秀学生は、必要手続きを経て上限 50 単位

までの履修登録が可能となります。 

  単位を修得しないことを前提に聴講を希望する場合には、事前に授業担当教員に相談

してください。 

 

(7) 重複履修 

下表のとおり、重複して履修することはできません。重複した科目は全て無効となり

登録されないため、単位は修得できません。 

  重複履修の禁止 

① 同じ曜日・時限に 2 科目

以上の授業科目を重複履

修 

履修登録・変更期間内に手続きをする必要があり

ます。 

② 同一科目を、他クラス・

他の時限等で重複履修 

履修登録・変更期間内に手続きをする必要があり

ます。所属クラスでの履修が優先です。 

③ 単位修得済みの授業科目

を再履修 

単位修得済みの授業科目は再履修できません。既

に修得した単位の取り消しや変更もできません。 

 

(8) 所属年次以外の授業科目の履修 

  所属年次以外の科目を履修できる場合は、次のとおりです。但し、履修は当該科目が

配置されている年次の学生が優先されるため、定員制科目等は受講できないことがあ

ります。 

配当年次以外の科目の履修 

①上級年次科

目 

所属年次よりも上級年次に配当されている科目を履修する場合

は、メールで授業担当教員の承認を得て、教務係窓口に印刷し

たメールのやり取りを提出することで履修することができま

す。 

②下級年次科

目 

履修登録手続きをすることで履修することができます。 
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(9) 他クラス・他コースの授業科目の履修 

授業科目によっては履修状況などを踏まえ、メールで授業担当教員の承認を得た場

合、他のクラスの授業科目を履修することが可能です。 

  定員制限のある科目ではクラス・コースの所属学生が優先のため、他クラス・他コー

スの学生は受講できないことがあります。 

 基礎課程において許可なく他クラスの授業科目を履修登録してもクラス間違いとな

り無効となります。 

クラス指定のある授業科目の場合は、正しく履修登録し、指定されたクラスで受講し

てください。他クラスの授業に出席しても単位は修得できません。 

 

(10) 集中講義等 

授業科目により、集中講義（夏期講座、春期講座）として開講する場合があります。 

集中講義は、履修登録方法、開講時期、成績評価の時期等が異なりますので、注意

してください。詳細は、授業担当教員から説明があるか、事前に掲示を行います。 

 

(11) 他学科授業科目 

原則として、所属する学科の授業科目を履修します。他学科科目を履修する場合は、

履修登録・変更期間内にメールで授業担当教員の了承を得て、教務係窓口に印刷したメ

ールのやり取りを提出することで履修が可能です。 

 他学科の授業科目を履修した場合、その学科での履修区分に関わらず、すべて選択

科目として取扱います。 

 他学科科目の修得単位は、16 単位まで卒業要件として総単位数に算入することがで

きます。但し、転学科によって転向した学科で単位認定された場合は、この限りでは

ありません。 

 所属学科の学生が優先のため、定員制科目等は受講できないことがあります。 

  

(12) 放送大学 

  放送大学の授業科目の受講を希望する学生は、教務係窓口にて放送大学特別聴講学生

の申請を行うことができます。事前に掲示を行いますので、注意してください。 

 本学にて指定の期間内に申請した場合、放送大学への入学金が免除されます。 

 

(13) 協定大学が提供する授業科目 

協定大学が提供する授業科目を受講し単位を修得すると、本学の単位として認定しま

す。授業科目や開講時期、募集は事前に掲示を行いますので、希望する学生は申し込ん

でください。 

入学金、授業料は免除されますが、教材費等が徴収される場合があります。 

 

(14) カリキュラム年度と新規科目等 

入学年度のカリキュラムが、卒業まで適用されます。但し、授業展開の都合や関係省

庁の指導通達によって、カリキュラム変更や科目名称変更、新規科目開講、予定科目開

講取止めなどが生じる場合もあります。学生各自は、折々のガイダンスなどで公表され

る授業科目新旧対応について十分注意して、履修に不備がないようにしてください。 
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特に、必修科目及び選択必修科目は、入学年度に指定された科目を履修することが卒

業要件にも関係することになりますので、留意のうえ授業履修計画をたててください。 

 

(15) ルーブリック 

  ルーブリックとは、「学生の学修到達状況を評価するための評価基準」のことです。

ルーブリックに基づき、学生が何を学修するのかを示す「評価項目」と、学生が到達

している具体的な段階を示す「評価基準」（目標到達点および基準到達点）の表形式

における評価指標を用います。 

授業で利用するルーブリック表は、Google Classroom を利用する方法や用紙を利用

する方法などがあります。授業担当の先生から、授業開始時にルーブリックの提示が

ありますので、学生各自でルーブリック表の「評価基準」（目標到達点および基準到

達点）をよく理解して、授業に取り組む必要があります。学生はルーブリックへの自

己評価を行い教員に提出し、それに対し教員が評価し学生へ返却します。 

 

ルーブリックを実施する科目は、「卒業研究および制作」と両学科で指定されてい

る授業科目が該当します。 

  

－ 14 －
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６６．．イインンタターーンンシシッッププ                         

本学では、ものづくりに関連する現業での実務体験を行う目的で、2 年次に基礎インタ

ーンシップ（40 日）、4 年次に専門インターンシップ（20 日・40 日）を開講していま

す。 

 

(1) インターンシップの種類 

情情報報メメカカトトロロニニククスス学学科科  

  2 年次に選択科目である基礎インターンシップを履修します。 

 4 年次では選択科目として専門インターンシップが配当されています。 

学年 区分 科目名 

2 年次 
基礎インターンシップ 

（選択/40 日） 
基礎インターンシップ 

４年次 
専門インターンシップ 

（選択/20 日または 40 日） 

専門インターンシップⅠ（20 日） 

専門インターンシップⅡ（40 日） 

 

  建建設設学学科科  

2 年次に必修科目である基礎インターンシップとして、一般基礎インターンシップ、

建築士基礎インターンシップあるいは測量基礎インターンシップのいずれかから選択

し、履修します。 

4 年次では選択科目である専門インターンシップとして、一般専門インターンシッ

プ、建築士専門インターンシップ及び測量専門インターンシップが配当されています。 

学年 区分 科目名 

 

2 年次 
基礎インターンシップ 

（必修/40 日） 

一般基礎インターンシップ 

建築士基礎インターンシップ 

測量基礎インターンシップ 

 

4 年次 
専門インターンシップ 

（選択/40 日） 

一般専門インターンシップ 

建築士専門インターンシップ 

測量専門インターンシップ 

  

(2) インターンシップの履修条件 

インターンシップを履修するには、基本的な社会常識を身に着けていること、真摯な

態度で授業に取り組んでいることが前提であり、履修するためには以下の①～③の条件

を満たすことが必要です。 

① 1 年次に実施されるインターンシップ説明会に出席すること 

② 1 年次 3Ｑ終了時で 20 単位以上修得または 1 年次 4Ｑ終了時で 25 単位以上修得

していること 

③ 学生のための「学生教育研究災害傷害保険」および「学研災付帯学生生活総合保

険」に加入していること 

また、各学科の履修条件は次のとおりです。 
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 情情報報メメカカトトロロニニククスス学学科科  

① 基礎インターンシップ（2 年次 2Ｑ）  

   担当教員と面談し、承認を得ることが必要です（面談結果によっては研修先を

変更する場合があります）。また、安全・衛生および技能技術に関する基本的な素

養を身につけておくことが求められるため、「安全衛生」を履修していることが望

ましいです。 
 

  ② 専門インターンシップ（4 年次 1Ｑ～3Ｑの間） 

将来の進路、「卒業研究および制作」の状況等に基づいて所属研究室の指導教員

と相談の上、履修します。したがって、インターンシップ先は原則として指導教

員の指示により決定されます。なお、「基礎インターンシップ」を修得しているこ

とが専門インターンシップの履修条件となります。 
 

  ③ インターンシップの成果発表 
   インターンシップに関わる各種報告書とともに、履修成果の口頭発表とポスター

発表を義務付けています。 
 

 建建設設学学科科  

    ① 基礎インターンシップ（2 年次 2Ｑ）  
建設現場、事務所、工場等での実習環境において、安全・衛生および技能技術に

関する基本的な素養を身につけておくことが求められるため、「安全衛生」を履修

していることが望ましいです。 
 

  ② 専門インターンシップ（4 年次 1Ｑ～3Ｑの間） 

履修に関しては所属研究室の指導教員の指導を参考とし、就職活動や「卒業研究

および制作」の計画を踏まえ、選択の有無を定めてください。なお、これまでの授

業で建設に関連した知識を一通り修得し、且つ、「基礎インターンシップ」を修得

していることが専門インターンシップ履修の条件となります。 
  

－ 16 －
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① 基礎インターンシップ（2 年次 2Ｑ）  

   担当教員と面談し、承認を得ることが必要です（面談結果によっては研修先を

変更する場合があります）。また、安全・衛生および技能技術に関する基本的な素
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   インターンシップに関わる各種報告書とともに、履修成果の口頭発表とポスター

発表を義務付けています。 
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    ① 基礎インターンシップ（2 年次 2Ｑ）  
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－ 17 －
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７７．．主主専専攻攻ココーースス選選択択とと研研究究室室配配属属（（卒卒業業研研究究

おおよよびび制制作作）） 

 
主専攻とは、全学生を対象に特定分野の専門知識と技術・技能の修得を目的に、応用

課程に置かれた４コースから選択した一つのコースを指します。 

 「卒業研究および制作」は、授業科目等で学修した知識や技能技術をもとに、各自が自

立したテクノロジストになるために、教員の個別指導を受けながら研究や設計・制作を実

施するものです。 

 

(1) 主専攻コース配属 

コース配属は主専攻を決定するもので履修登録と関連します。研究室配属は卒業研究

テーマを決定するもので履修登録とは関連していません。選択したコースに配置される

授業科目を「卒業までに 13 単位以上」修得することが必須要件となります。主専攻コ

ースの配属は 2 年 3Ｑからですが、1Ｑおよび基礎インターンシップ終了時に希望調査

を行い、学科内選考を経て夏季休業中に配属先コースを決定します。 

 

(2) 研究室配属 

研究室選択は主専攻コースの研究室（卒業研究テーマ）を優先することが望ましい

ですが、他研究室を選択することも可能です。3 年次 1Ｑ～2Ｑに希望調査を行い、学

科内選考を経て配属先研究室を決定します。 

各学科の配属条件は下記の通りです。 

 

 情情報報メメカカトトロロニニククスス学学科科  

① 2 年次 4Ｑ終了時で 55 単位以上修得していること。  

  ② ①を満たしていない場合、90 単位修得時点で順次配属となります。 
 

 建建設設学学科科  

    ① 2 年次 4Ｑ終了時で 60 単位以上修得していること。 
  ② ①を満たしていない場合、3 年次 4Ｑ終了時で 90 単位以上修得していること。 
  ③ ②を満たしていない場合、翌年度 4Ｑ終了時で 60 単位以上修得していること。 

以降、同様の手順で配属となります。 
 

(3) 副専攻 

  副専攻とは、主専攻とは異なるコースから 1 つを選び、幅広い専門知識や技術・技能

の修得を目指す制度です。 

希望する学生は、4 年次 2Ｑ終了時点で副専攻の認定申請を行い、申請者のうち「卒

業までに 10 単位以上の副専攻科目を修得した学生」は、副専攻の修了が認められま

す。 
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(4) 主専攻・副専攻の証明書等への表記について 

主専攻は、卒業証明書・成績証明書に記載されます。副専攻は、個別認定された場

合に卒業証明書・成績証明書に追記されます。 

 

(5) 卒業研究および制作（必修） 

  ① 発表条件 

       4 年次 2Ｑ終了時で 100 単位以上修得している場合、4Ｑで卒業研究および制作の

発表が可能です。4Ｑ以外のクォータ卒業の場合、発表の 2 クォータ前の時点で

100 単位以上修得している必要があります。但し、早期卒業が見込まれる場合にあ

っては、その限りではありません。 

② 実施方法等 

      「卒業研究および制作」の受講にあたって、研究等の進め方や提出物などの詳細

は、各研究室の指導教員の指導に従ってください。 

  ③ 成績判定 

    各学科の定める基準に基づいて、合否が判定されます。 

  

－ 18 －
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８８．．試試験験                                    
 

(1) 試験の受験資格 

  試験を受験するためには、受験する授業科目を履修登録していることが必要です。 

 ※ 授業科目によっては、授業への出席状況により受験資格を得られない場合がありま

す。授業への出席と成績評価との関連性については、後述の「9．成績評価及び単位

の認定」を参照してください。 

 

(2) 試験の方法 

試験の方法は、授業科目により異なります。詳細は、授業担当教員からの説明や web

シラバス等を参照してください。 

試験方法の例は、次のとおりです。 

  試験方法の例 

例 1 筆記試験 

例 2 実技試験、実験成果 

例 3 授業態度、レポート、課題・作品、報告書等 

例 4 研修態度、日報、研修報告、研修成果等 

例 5 論文、作品、計画、実験報告、発表等 

 

(3) 試験の実施時間等 

試験の実施については授業の中で随時行う場合・開講クォータの最終授業時間内に行

う場合・開講クォータの授業とは別の日程（補講・補習週を含む）に試験を行う場合が

あり、事前に授業担当教員から指示や掲示をします。 

試験の実施時間や教室等は、通常の時間割とは異なることがありますので注意してく

ださい。 

 

(4) 入退室・遅刻 

  試験室への入退室に関する注意事項は、次のとおりです。 

  試験室への入退室に関する注意事項 

① 試験開始後 

30 分以上経過 

入室できません。 

（受験できません。） 

② 試験開始後 

40 分まで 

退室できません。 

（40 分以降は、退室可能。） 

③ 急病など 試験監督の許可を得た後に指示に従い退室することが

できます。 

 ※ 途中退室した場合は、再入室できません。 

※ 途中退出する場合は、退室前に試験問題及び答案用紙を提出しなければなりませ

ん。 

 

 

 

 

－ 20 －
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(5) 受験上の心得 

受験者は、試験に際して次の事項を必ず守ってください。守れない場合は、受験を許

可しません。また、不正行為とみなすことがあります。 

受験上の心得 

①学生証を机上に置き、提示すること。 

②答案用紙は、解答の有無にかかわらず、提出すること。 

③筆記用具及び許可された物品以外は、机上に置かないこと。 

④試験時間中に物品等の貸し借りをしないこと。 

⑤不正行為もしくは不正行為を疑われることをしないこと。 

⑥試験監督者の指示に従うこと。 

  ※ 上記のほか、次の事項を守ってください。 

  ・携帯電話等は電源を切り、鞄の中などにしまってください。 

  ・鞄は机の下に置くなど、指示された場所に置いてください。 

※ 学生証は、教務係窓口にて手続きをすれば再発行できますが、即日発行はできませ

ん。 再発行には 3 週間程度かかりますので、再発行の必要がある場合は、試験受験に

間に合うよう速やかに手続きを行ってください。  

 

(6) 不正行為の取扱い 

試験において不正行為を行った場合は、懲戒処分となります。対象となる試験は、筆

記試験に限らず、実技試験、レポート、課題・作品、報告書、論文など、成績評価に関

わる全ての試験が含まれます。 

懲戒は、不正行為の軽重により、訓告、停学、退学の処分があります。処分内容は、

次のとおりです。 

不正行為に対する懲戒処分 

訓告 ・不正行為を行った科目の成績が無効となります。 

停学 

・不正行為を行った科目が開講されたクォータで履修登録し

た全ての科目の成績が無効となります。 

・停学中は、授業を履修することはできません。 

退学 

・不正行為を行った科目が開講されたクォータで履修登録し

た全ての科目の成績が無効となります。 

・退学（再入学はできません） 

※ 停学期間は、修業年限には含みませんが、在学年限には含めます。卒業には、停

学期間を除いて 4 年以上の在学が必要となるため、通常の学生と同じ 4 年間で卒業

することはできません。 
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８８．．試試験験                                    
 

(1) 試験の受験資格 

  試験を受験するためには、受験する授業科目を履修登録していることが必要です。 

 ※ 授業科目によっては、授業への出席状況により受験資格を得られない場合がありま

す。授業への出席と成績評価との関連性については、後述の「9．成績評価及び単位

の認定」を参照してください。 

 

(2) 試験の方法 

試験の方法は、授業科目により異なります。詳細は、授業担当教員からの説明や web

シラバス等を参照してください。 

試験方法の例は、次のとおりです。 

  試験方法の例 

例 1 筆記試験 

例 2 実技試験、実験成果 

例 3 授業態度、レポート、課題・作品、報告書等 

例 4 研修態度、日報、研修報告、研修成果等 

例 5 論文、作品、計画、実験報告、発表等 

 

(3) 試験の実施時間等 

試験の実施については授業の中で随時行う場合・開講クォータの最終授業時間内に行

う場合・開講クォータの授業とは別の日程（補講・補習週を含む）に試験を行う場合が

あり、事前に授業担当教員から指示や掲示をします。 

試験の実施時間や教室等は、通常の時間割とは異なることがありますので注意してく

ださい。 

 

(4) 入退室・遅刻 

  試験室への入退室に関する注意事項は、次のとおりです。 

  試験室への入退室に関する注意事項 

① 試験開始後 

30 分以上経過 

入室できません。 

（受験できません。） 

② 試験開始後 

40 分まで 

退室できません。 

（40 分以降は、退室可能。） 

③ 急病など 試験監督の許可を得た後に指示に従い退室することが

できます。 

 ※ 途中退室した場合は、再入室できません。 

※ 途中退出する場合は、退室前に試験問題及び答案用紙を提出しなければなりませ

ん。 
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９．．成成績績評評価価及及びび単単位位のの認認定定                  
 

本学では一つの科目が 1 クォータで７回の授業構成となっているため、1 回の授業の重

みは大きく、授業はすべて出席することが当たり前であり、何回まで休んでよいというも

のではありません。病気や忌引きであっても、欠席すれば学修に支障をきたすこととなり

ますので、欠席した授業の内容の把握や質問など、自ら学ぶことが必要となります。 

なお、授業出席は成績評価を受けるための前提条件であり、授業に全て出席したから

といって、合格点となる基準到達点以上の評点に満たなければ単位を修得することはでき

ません。試験方法は授業科目によって異なりますので留意してください。 

 

(1) 成績評価の区分 

成績評価は、到達目標に示される「目標到達点」「基準到達点」 により行われ、目

標到達点、基準到達点と成績評価の関係は次のとおりです。評価が「Ｃ：合格」以上

の場合に所定の単位を修得できます。 

 

目目標標到到達達点点：：授授業業でで扱扱ううすすべべててのの内内容容((授授業業ののねねららいい))をを示示すす目目標標  

基基準準到到達達点点：：授授業業をを履履修修すするる学学生生がが最最低低限限、、身身ににつつけけるる内内容容をを示示すす目目標標  

 

評価 評点 内容 区分 

Ｓ 100～90 点 目標到達点を越えている。 

合格 

Ａ 89～80 点 目標到達点を達成している。 

Ｂ 79～70 点 目標到達点に挑戦している段階である。 

Ｃ 69～60 点 基準到達点を達成している。 

Ｎ なし※ 
他大学や他機関等で修得した成績を認定したも

の。 

Ｅ 59 点以下 基準到達点を達成できていない。 不合格 

※ 科目認定には、所定の手続きが必要です。教務係窓口に問い合わせてください。 

※ 各科目の成績評価は、シラバスに掲載していますので必ず確認をしてください。 

 

(2) 成績の取扱い 

 集中講義科目、通年科目、インターンシップ、卒業研究および制作を除き、通常の授

業科目はクォータごとに成績を評価します。 

成績評価の結果は、クォータごとに通知しますので、各自成績を確認してください。 

 

(3) 成績発表 

  各自のポータルシステムから成績を閲覧できます。ポータルシステムへの公開日は、

掲示でお知らせしますので確認してください。 
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(4) 成績質問申請 

成績評価の内容について質疑のある場合は、指定された期間（成績質問申請期間）内

に、所定の用紙（成績に関する質問申請書）に必要事項を記入し、教務係窓口に提出し

てください。 

成績質問申請期間に質問申請できる対象は、当該クォータの成績に限られます。過去

の成績に関する質問は受け付けません。成績質問申請期間を過ぎた場合は、成績に関す

る質問は受け付けません。 

※ 質問申請する際には、次の事項を念頭に入れてください。 

① 授業への出席は、成績の評価を受けるための前提条件であり、授業に全て出席したか

らといって、合格点以上の評点に満たなければ単位を修得することはできません。 

② 課題、レポートなどの提出物は、提出すればよい訳ではなく、期限内に提出されたも

のに限り成績評価の対象とし、その内容を評価するものです。 

  ③ 質問申請は、、成績評価結果への疑問を解決することが趣旨です。質問申請したから

といって、成績が変更になるとは限りません。 

 

(5) ＧＰＡ制度について  

ＧＰＡ（Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ Ａｖｅｒａｇｅ）とは成績評価（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅ）にそれぞれＧＰ（Ｇｒａｄｅ 

Ｐｏｉｎｔ）を定め、それに各単位数を掛けた値の合計を履修登録単位合計で割った平均値で

あり、総合的な成績指標です。したがって、不合格科目が多いとＧＰＡの値が低くなります。  

ＧＰＡは、席次の決定のほか学内での選考（早期卒業、奨学生、コース配属、就職の推薦

等）に使用され、成績証明書には通算ＧＰＡが表示されます。 

各成績評価に対するＧＰ（Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ）は次のとおりです。但し、単位認定した科目「Ｎ」

はＧＰＡの算出には含まれません。 

          

○成績評価ＧＰ 

成績評価 ＧＰ 

 

 

合格 

Ｓ ４ 

Ａ ３ 

Ｂ ２ 

Ｃ １ 

Ｎ － 

不合格 Ｅ ０ 

 

(6) ＧＰＡの算出方法 

  各年度のＧＰＡ 

   「当該年度（当該クォータまで）に履修した科目のＧＰ×単位」の合計 

    当該年度（当該クォータまで）に履修登録した単位数の合計 

 

  通算ＧＰＡ 

   「今まで履修した科目のＧＰ×単位」の合計 

    今までに履修登録した単位数の合計 

※ 成績通知書には、「各年度のＧＰＡ」、「通算ＧＰＡ」の２種類が表示されます。

※ 成績証明書には、通算ＧＰＡが表示されます。 

＝ 

＝ 
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(7) 成績の席次 

成績に基づき、各学生の席次を確定します。席次を知りたい場合は、教務係窓口で学

生証を提示してください。なお、申請は、学生本人に限ります。 

※ 席次の算出方法は、通算ＧＰＡにより各学科各学年の順位付けを行います。 

 

(8) 学修指導 

各クォータのＧＰＡや修得単位数が一定基準を満たしていない場合は、担任教員によ

る面談を行います。また、年間ＧＰＡが 0.5 未満の場合は学修指導を行います。指導後

も学修への取り組みが改善されない場合は、退学勧告を受ける可能性もあります。した

がって、履修登録した科目で受講しない場合は履修登録・変更期間や履修修正期間を活

用して、削除を行ってください。 

 

(9) 追試 

不合格となった学生を対象に翌学期以降に受講学生の単位修得を支援するため、補充

授業を実施し、単位認定のための追試験を実施することがあります。 

 

(10) 他大学等で履修した単位の認定 

他大学等において修得した単位がある場合、その科目と本学の授業科目を対応させる

などして、単位の認定を行うことがあります。 

単位認定を希望する学生は、所定の用紙（既修得単位認定願または技能試験合格者単

位認定願）に必要書類を添付して教務係窓口に提出してください。 

単位認定の主な対象は、次のとおりです。 

主な単位認定の対象 

① 他大学（外国の大学を含む）、短大での修得単位※ 

② 高等専門学校、専修学校（専門課程）等での修得単位※ 

③ 文部科学省認定の技能資格の合格（英検等） 

④ ③に準じる技能資格（検定試験）の合格 

⑤ 本学の科目等履修生として修得した単位 ※ 

⑥ 本学の高大連携制度に基づき入学前に本学で履修した単位 ※ 

※ 原則として入学前に修得しているものが認定の対象となります。 

 

※ 英語科目の単位認定基準は次のとおりです。 

授業科目 単位 英検 TOEIC TOEFL iBT IEFLTS CEFR(ﾚﾍﾞﾙ) 

英語Ⅰ(教養共通) 2 
2 級 

550 61-68 5 B1 

英語Ⅱ(教養共通) 2 600 69-75 
5.5 

B2 

英語Ⅲ(教養共通) 2 凖 1 級 700 76- B3 

 

授業科目 単位 英検 TOEIC TOEFL iBT IEFLTS CEFR(ﾚﾍﾞﾙ) 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 
2 級 

500 52-68 4.5 B1 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 1 550 61-68 5 B2 
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(11) 放送大学で履修した単位の認定 

放送大学の授業科目の履修を希望する学生は、所定の用紙（特別聴講学生出願票

等）にて教務係窓口で申請してください（期間外の受付は行っておりませんので、必

ず掲示を確認してください）。 

本学より特別聴講学生として申請し、放送大学への入学が認められた場合は、放送

大学への入学金が免除されます。 

また、放送大学の特別聴講学生として修得した単位は、卒業研究を除く科目に限り

10 単位を限度として、本学で修得した単位と同等のものとして認定され、卒業に必要

な単位数に含めることができます。但し、これらの放送大学の科目は、本学の授業科

目に代えることはできません。  

－ 25 －
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10．．卒卒業業要要件件                     

 

卒業のためには、編入学生等を除き、通常 4 年以上在学して 4 年間の教育課程（修業

年限）を修了し、かつ、必要な単位を修得しなければなりません。 

卒業が認められると、学士（技能工芸学）の学位が授与されます。 

  

(1) 卒業要件 

各学科が指定する必修科目（「卒業研究および制作」を含む）のすべての単位、及び

選択必修科目の中から指定する単位数を含め、合計 124 単位以上の修得が必要です。 

 

  情報メカトロニクス学科卒業要件 

区  分 単位数 

教養科目 
必修科目 4.5 単位 

選択必修科目 8.5 単位以上 

基礎インターンシップ（選択） 8 単位 

専門共通科目 必修科目 18 単位 

専門科目 主専攻科目 13 単位以上 

卒業研究および制作（必修） 12 単位 

その他選択科目 60 単位以上 

合  計 124 単位以上 

   

建設学科卒業要件 

区  分 単位数 

教養科目 
必修科目 4.5 単位 

選択必修科目 8.5 単位以上 

基礎インターンシップ（必修） 8 単位 

専門共通科目 必修科目 18 単位 

専門科目 
必修科目 1.5 単位 

主専攻科目 13 単位以上 

卒業研究および制作（必修） 12 単位 

その他選択科目 58.5 単位以上 

合  計 124 単位以上 

 

(2) 卒業見込証明書 

卒業見込証明書は、4 年次の 4 月末日頃から発行します。発行に必要な単位数は、

100 単位以上です。発行開始日の詳細等については、掲示を行いますので確認してくだ

さい。 

※ 授業料等未納者については、証明書の発行はできません。 

 

(3) 卒業の時期 

4 年次終了時に卒業要件を満たすことができず留年した学生は、4 年間の修業年限経

過以降、「卒業研究および制作」を含むすべての卒業要件を満了したクォータの末日付

けでの卒業となります。 
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(4) 早期卒業 

通常、卒業には 4 年以上の在学が必要ですが、次の事項を全て満たした学生は、3 年

次 4 クォータ終了時以降に早期卒業できる可能性があります。 

  ① 学則に定める教育課程を履修し、卒業に必要な単位数以上を修得していること。 

  ② 本学大学に 3 年以上在学していること。 

  ③ 在学期間の通算ＧＰＡが 3.5 以上であること。 

※ 早期卒業に伴う申請要件などの詳細は、教務係窓口で確認してください。 
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ＢＢ．．カカリリキキュュララムム  
（（情情報報メメカカトトロロニニククスス学学科科  22002255 年年度度入入学学者者適適用用））  

  

  

ⅠⅠ．．カカリリキキュュララムム（（教教育育課課程程））  
ⅡⅡ．．授授業業科科目目  

  
  

  
    ※※授授業業にに関関ししててはは毎毎年年、、一一部部変変更更がが生生じじるるここととがが

ああるるたためめ、、ＷＷＥＥＢＢシシララババススににてて常常にに最最新新情情報報をを

入入手手ののううええ、、履履修修計計画画をを作作成成ししててくくだだささいい。。  
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ⅠⅠ．．カカリリキキュュララムム（（教教育育課課程程））  
 

 

 

Ⅰ-1．ディプロマ・ポリシー        ･･･････････････････ 33 

Ⅰ-2．カリキュラム・ポリシー        ･･･････････････････ 34 

Ⅰ-3．応用課程のコース            ･･･････････････････ 35 
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ⅠⅠ--11．．デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（学学位位授授与与のの方方針針））          

 

 高度なものづくりに対応できるテクノロジストを育成するため、情報メカトロニクス学科が定め

た以下の能力を身につけ、卒業要件として定める専門的な学修を体得し、その基準を満たした者に学

位を授与する。 

 

① 製造関連分野（AI・情報システム、ロボットシステム、機械デザイン、生産システム）に関わる

基礎的学力、専門的知識、技術技能の他、実践的な場面で創意工夫ができる現場力を有すること。 

② 学修課程のなかでチームが一丸となる協調性を持ち、また、リーダーとしての課題設定と解決の

ためのマネジメント力、困難を乗り越えられる耐力と胆力を有すること。 

③ 多様化する製造関連業界の一員となるため、異文化などの受容と尊重が行え、更に進化する科学

技術や社会経済のグローバル化にも対応できる能力を有すること。 

④ 実社会が要求する専門的知識と技術技能に加え、社会性や倫理性を持って価値観の違う相手と

の双方向コミュニケーションが図れる能力を有すること。 
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③ 多様化する製造関連業界の一員となるため、異文化などの受容と尊重が行え、更に進化する科学

技術や社会経済のグローバル化にも対応できる能力を有すること。 

④ 実社会が要求する専門的知識と技術技能に加え、社会性や倫理性を持って価値観の違う相手と

の双方向コミュニケーションが図れる能力を有すること。 
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ⅠⅠ--22．．カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程のの内内容容・・方方法法のの方方針針））  
 
 本学の「基本理念」と「ディプロマ・ポリシー」に掲げる、高度なものづくりに対応できるテクノ

ロジストを育成するため、情報メカトロニクス学科では以下の方針に基づいてカリキュラムを編成

します。 
 
① 入学から卒業までの教育課程を三段階に分け、4 学期制（quarter 制度）の下で 1 年 1 

学期から 2 年 2 学期までを「基礎課程」、2年 3 学期から 3年 4 学期までを「応用課程」、 

そして 4 年 1 学期から 4年 4 学期までを「専門研究課程」として、段階的に高度な実践 

力が身に付く科目配当とする。 

② 基礎課程では、製造関連分野（AI・情報システム、ロボットシステム、機械デザイン、 

生産システム）に関わる基礎的な専門知識を、講義と実験・実習を通して幅広く学び、そ 

れを踏まえて基礎課程を総括する長期の基礎インターンシップで実務を体験し、学修者 

が目標とする将来像を明らかとする。 

③ 応用課程では、学修者が到達目標に掲げる将来像をより確かなものとするため、4 コー 

スの中から主専攻を定めてより高度な専門知識を、講義と実験・実習を通して幅広く学ぶ 

ものとするが、その他のコース科目についても履修することは可能で、創意工夫が行える 

総合的な実践力を身に付ける。 

④ 専門研究課程では、所属する研究室教員の指導を受け、情報メカトロニクス学科教育課 

程の集大成として、卒業研究という課題設定に対して主体性と協調性を持ち、1年間を通 

して実施した専門的研究成果を明らかとし、即戦力として社会に貢献できる技術・技能を 

確立させる。 

⑤ 上掲の基礎課程から専門研究課程の段階を通じ、テクノロジスト育成に必要不可欠なる 

教養科目を配当する。基礎課程は初年次教育として、メディアリテラシーやデータサイエ 

ンスまた外国語も含め、アカデミックスキルを中心として学ぶ。応用課程では、人文・社会 

科学さらに自然科学を学び、専門研究課程では本学設立に寄与した梅原猛とピーター・ドラ 
ッカーの思想的営為を理解し、卒業後を見据え社会に巣立つテクノロジストとしての社会性 
・倫理性を身に付ける。 
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ⅠⅠ--33．．応応用用課課程程ののココーースス                                
 
応用課程（2 年次 3 クォータ～3 年次 4 クォータ）では、各専門分野の技能技術および専門知識

の修得を目的とした 4つのコースを設置しています。各コースの履修方法等については、事前にガ

イダンスまたは掲示を行います。 

応用課程に置かれるコースは、AI・情報システムコース（AI）、ロボットシステムコース（RS）、

機械デザインコース（MD）、生産システムコース（PS）の 4 コースです。 

配当される各授業科目の内容等については、ＷＥＢシラバスを参照してください。 

各コースのエデュケーショナル・ポリシーは以下の通りです。 

 

1)  AI・情報システムコース（AI） 

① 目標とする学修成果 

現代社会は、AI、IoT、データサイエンスの発展により、種々の現象を検知・解析・推測し、

物ごとを効率的に動かす技術が進歩しています。これに伴い、自動運転や介護補助・遠隔医療

など、人の生活をより一層便利にするシステムや工業・農業・建設機械など、広範囲でシステ

ムの自動化が進むでしょう。このため、当コースでは各種機械の最新の自動化技術を理解する

ため、AI やデータサイエンス、IoT を相乗した ICT などを実践的な学修方法で修得し、AI・情

報システムのスペシャリストとして、AI・IoT・データサイエンスを駆使した、これからの多

様なデジタル社会を先導できるテクノロジストを育成します。  

② 授業科目編成 

基礎課程では ICT 基礎・応用により、情報をデジタルデータとして扱う方法とソフトウェア

開発技術の基礎的知識を身に付けます。また、機械や電気のものづくり技術と、すぐれたデザ

インを創出する技法についても修得します。基礎インターンシップ後の応用課程からは、人の

身体・感覚・心などの仕組みを学ぶとともに、センサやマイクロコンピュータ・通信など、ヒ

ューマンインタフェースの要素技術を修得します。さらに、より高度なインタフェース構築の

ために、CG や AI 技術も学んで理解を深めます。 

このように、総合的に AI・情報システムが学べる授業科目編成となります。 

 

2) ロボットシステムコース（RS） 

① 目標とする学修成果 

    ロボット開発はグローバルな視点から見ても、ハードウェア関連技術とソフトウェア関連

技術の両輪となる専門的知識を備え、常に点検評価と創意工夫によってさらなる向上意欲を

備えた現場力重視の技術者が求められています。このため、当コースではハードウェア関連技

術となる 3D 設計・自動制御技術・ロボット技術・センシング技術・オペレーション技術など

に加え、ソフトウェア関連技術としてロボット言語・組込みシステム、C/Python プログラミ

ングなどを実践的な学修方法で修得し、ロボットシステム分野のスペシャリストとして、未来

の豊かな人間社会を支える、ロボットや自動化システムの設計・開発などを担うことができる

テクノロジストを育成します。 

② 授業科目編成 

基礎課程では ICT 応用および演習を通じて、プログラム作成の基礎を修得します。さらにメ

カトロニクス技術の要素技術修得をめざし、機械システム・センサ技術・メカトロニクスなど

を学び、ロボットシステムの基礎を理解します。基礎インターンシップ後の応用課程からは、
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ロボット開発者または自動化システム開発者をめざして、自動制御、組込みシステム、ロボッ

ト技術、知能化技術なども学修し、各種の技術を統合できる開発力を身に付けます。 

このように、総合的にロボットシステムが学べる授業科目編成となります。 

 

 3) 機械デザインコース（MD） 

  ① 目標とする学修成果 

    人間の生活をより豊かなものとするため、これからのものづくりには「もの」が実現できる 

ことだけでなく、それを使う人や環境との調和の視点を大切にして様々な機械を設計・製作す

ることが求められています。このため、当コースでは機械要素・機械力学・材料工学・加工プ

ロセスなど機械の設計・製作に必要な知識や技術を実践的な学修方法で修得し、機械デザイン

分野のスペシャリストとして、多様な機械使用の環境のなかで現代社会や人々が求めるニー

ズを逸早く理解し、それを様々なアイデアによって形にできるテクノロジストを育成します。 

② 授業科目編成 

    基礎課程では興味・得意分野を見つけながら、機械製図、機械設計製図などを通じて機械設

計の基礎を学びます。さらに 3 次元 CAD、機械設計スキルを修得します。基礎インターンシッ 

プ後の応用課程からは、高度な機械製作のための専門的課題に取り組み、また、CAD や CAM を

用いた製図技術も学び、洗練されたデザイン力を身に付けます。 

    このように、総合的に機械デザインが学べる授業科目編成となります。 

 

 4) 生産システムコース（PS） 

① 目標とする学修成果 

安全性と高効率を備えた生産技術は重要であり、生産工程設計・製造ライン設計・品質管理・

生産管理などの手法を理解しておかなければなりません。また、効率的なものづくりとそのた

めの環境整備と改善手法は企業にとって重要であり、その能力が必要となります。また実際の

製造現場で使用される最新鋭の機器や測定機器の取り扱いを理解し、活用できなくてはなり

ません。当コースでは機械加工技術と生産工程を提案する技術と共に、現場管理・マネジメン

ト力を修得し、生産システムのスペシャリストとして、生産現場の最前線でリーダーを担える

テクノロジストを育成します。  

② 授業科目編成 

基礎課程では基本的な機械加工技術をベースに、生産工程設計・製造ライン設計・品質管理・

生産管理などの基礎を学びます。また、様々な基礎的学習を通して、機械工作・機械加工およ

び測定のスキルも身に付け、伝統的な技法についても学びます。基礎インターンシップ後の応

用課程からは、現代のものづくりで使用される最新鋭の機器を用いて、第一線の現場で即戦力

となりうる技術を修得します。さらには実践的なトヨタ生産方式をはじめとするものづくり

のマネジメントについても、理解を深めます。 

このように、総合的に生産システムが学べる授業科目編成となります。  
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学年

課程

安全衛生 1
データリテラシー
・AI基礎

1 英語Ⅰ 2 英語Ⅱ 2 英語Ⅲ 2 SDGs-A 1 SDGs-B 1

ICT基礎および実習Ⅰ 1.5
ものつくり・ひとつくり総合
講義A

2
スポーツ・
コミュニケーション

1 デザイン思考 1 救命衛生法 1 留学生日本語Ⅱ 1

留学生日本語Ⅰ 2 創作実習A（夏期集中） 1 ICT基礎および実習Ⅱ 1.5

創作実習B（夏期集中） 1

1 社会人基礎力育成講座Ⅱ 1

2 2

基礎数学Ⅰ 1 基礎数学Ⅱ 1 基礎数学Ⅲ 1 基礎数学Ⅳ 1 基礎物理Ⅳ 1 生産管理 1 品質管理 1

工学基礎および実験 1.5 基礎物理Ⅰ 1 基礎物理Ⅱ 1 基礎物理Ⅲ 1 機械システムとメカニズム 1 基礎数値解析 1 ICT応用および実習 1.5

機械スケッチ演習 1 基礎物理実験 1 基礎化学 1 基礎材料学 1 ものづくり実務概論 1 工業数学 1 材料強度 1

測定基礎実習 0.5 ものづくり数理工学 1 機械工学概論 1 電気工学概論 1 工業材料A 1 材料力学Ⅱ 1 統計的データ解析 1

ビジネス
コミュニケーションⅠ

1
ビジネス
コミュニケーションⅡ

1 ものづくり技術概論 1 プロダクトデザイン 1 工業材料B 1 熱・流体力学の基礎 1

設計技法 1

ライティング 1

（AI・情報システムコース科目）

ネットワークの仕組 1 半導体 1

Webデザインおよび実習 1.5
CGプログラミングおよび
実習

1.5

データサイエンス
および実習

1.5 Python基礎および実習 1.5
JavaScript基礎および実
習

1.5
データマイニング基礎
および実習

1.5 基礎数値解析 1 デジタル回路および実習 1.5

ICT応用および実習 1.5

統計的データ解析 1

（ロボットシステムコース科目）

電気電子回路および
実験

1.5
アナログ回路および
実習

1.5

電気電子技術 1
制御設計基礎および
実習

1.5

ロボット機構基礎
および実習

1.5
デジタルファブリケーショ
ンおよび実習

1.5
数値解析基礎および
演習

2
基礎電気工学および
実験

1.5 デジタル回路および実習 1.5 制御技術および実験 1.5

（機械デザインコース科目）

実践機械製図および
製作Ⅰ

1.5
実践機械製図および
製作Ⅱ

1.5

機械力学および実験 1.5 2次元CAD実習Ⅱ 1

基礎機械製図
および実習

1.5 2次元CADおよび実習Ⅰ 1.5 3次元CADおよび実習Ⅰ 1.5
材料力学Ⅰおよび
実験

1.5 鋳造基礎実習 1 電気電子回路および実験 1.5

基礎数値解析 1 制御技術および実験 1.5

（生産システムコース科目）

鋳造基礎実習 1 材料評価および実験 1.5

3次元CAD実習Ⅱ 1 変形加工および実習 1.5

手仕上げ加工および実習 1.5 機械加工基礎および実習 1.5
NCプログラム基礎および
実習

1.5
溶接基礎・板金基礎およ
び実習

1.5 生産管理 1 自動車生産技術 1

工業材料B 1 品質管理 1

材料強度 1

専門共通科目と重複し記載

主専攻科目として単位認定

コ
ー

ス
別
専
門
科
目

（
主
に
実
技
系

）

基
礎
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ

社会人基礎力育成講座Ⅱ

専門共通科目
（講義系）

フレッシュマンゼミ プロジェクト実習

基礎課程 　　　　　　　　　　　　　　応用課程　　　　　　　　　　　　　　

教養
科目

8

社会人基礎力育成講座Ⅰ

１年１Ｑ １年２Ｑ １年３Ｑ １年４Ｑ ２年１Ｑ ２年２Ｑ ２年３Ｑ ２年４Ｑ

 

ⅡⅡ--11．．授授業業科科目目配配当当表表                                  
開講される学期が変更される場合がありますので、各年度の時間割で確認してください。 

  
2025_II-1_授業科目配当表_情報メカトロニクス学科.xlsx の表が入ります  
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ものつくり・ひとつくり
総合講義B

1 言語と文化 1 日本文化論 1 文明と社会 1
梅原猛で学ぶ
学問と世界

1
Druckerで学ぶ
マネジメント

1

1 1

3 8

産業構造論 1 エネルギー工学 1
テクニカルコミュニケー
ション

1 感性工学 1

ユーザ工学 1 生体工学 1 製品開発計画 1 伝熱工学 1

音響工学 1 マイクロデバイス 1 人間工学 1

信頼性工学 1 生命科学概論 1

熱力学 1
実践に役立つ知財
活用戦略

1

流体力学 1

デジタルメディア
デザインおよび実習

1.5 IoT技術および実験 1.5
組込みシステム基礎
および実習

1.5
組込みシステム応用
および実習

1.5

センサ技術および
実験

1.5
Javaプログラミング
および演習

2
インタフェース技術
および実習

1.5 IoT応用技術および実習 1.5

C言語および実習 1.5 メカトロ二クスおよび実験 1.5 AI技術および演習 2

知能化技術 1 画像処理および実習 1.5

ロボット技術および
実験Ⅰ

1.5
ロボット技術および
実験Ⅱ

1.5
ロボット技術および
実験 III

1.5
ロボット技術および実験
IV

1.5

センサ技術および実験 1.5 メカトロ二クスおよび実験 1.5
組込みシステム基礎
および実習

1.5
組込みシステム応用
および実習

1.5

アクチュエータおよび
実験

1.5
Javaプログラミング
および演習

2 画像処理および実習 1.5

C言語および実習 1.5 自動制御および実験 1.5

IoT技術および実験 1.5

強度設計および演習 2 自動化技術および実験 1.5 CAD/CAMおよび実習 1.5 CAE応用および演習 2

センサ技術および実験 1.5 機械要素応用 1 生産機械 1 2

ユーザ工学 1
ＣＡＤ設計製図
および実習

1.5
工業デザインプロセス
および実習

1.5

CAE基礎および演習 2

信頼性工学 1

精密計測および実験 1.5 NC機械加工実習 1 CAD/CAMおよび実習 1.5
生産システム学および演
習

2

機械工作法Ａ 1 樹脂成形加工および実習 1.5 研削加工および実習 1.5

機械工作実験Ａ 1 鋳造技術および実習 1.5 トヨタ生産方式実践演習 1

機械工作実験B 1 信頼性工学 1 製品開発計画 1

機械工作法B 1 鍛造加工および実習 1.5

産業構造論 1

専門インターンシップⅠ 4

専門インターンシップⅡ 8

注 必修科⽬

3次元CADおよびDTPD演
習

卒業研究および制作 12

社会人基礎力育成講座Ⅲ 社会人基礎力育成講座Ⅳ

創造プロジェクト Lゼミ

４年４Ｑ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応用課程 専門研究課程

３年２Ｑ ３年３Ｑ ３年４Ｑ ４年１Ｑ ４年２Ｑ ４年３Ｑ３年１Ｑ

30

30

30

31.5

先端NC機械加工および実習 1.5
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ⅡⅡ--22．．授授業業科科目目一一覧覧                                    
開講される学期が変更される場合がありますので、各年度の時間割で確認してください。 

  
  
  
  

2023_II-2_授業科目一覧_情報メカトロニクス学科.xlsx の表が入ります  

  
 
 
  

必修 選択必修

◎ 安全衛生 1 1 1
◎ ICT基礎および実習Ⅰ 1 2 1.5

留学生日本語Ⅰ 1 2 2
◎ データリテラシー・AI基礎 1 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅰ 1 1 1
ものつくり・ひとつくり総合講義A 1 2 2
創作実習A(夏期) 1 2 1
創作実習B(夏期) 1 2 1
英語Ⅰ 1 2 2
スポーツ・コミュニケーション 1 1 1
ICT基礎および実習Ⅱ 1 2 1.5
英語Ⅱ 1 2 2
デザイン思考 1 1 1
英語Ⅲ 2 2 2

◎ 社会人基礎力育成講座Ⅱ 2 1 1
救命衛生法 2 1 1
留学生日本語Ⅱ 2 1 1
SDGs-A 2 1 1
SDGs-B 2 1 1
ものつくり・ひとつくり総合講義B 3 1 1
社会人基礎力育成講座Ⅲ 3 1 1
言語と文化 3 1 1
日本文化論 3 1 1
文明と社会 3 1 1
梅原猛で学ぶ学問と世界 4 1 1
社会人基礎力育成講座Ⅳ 4 1 1
Druckerで学ぶマネジメント 4 1 1

◎ 必修科目

単　位　数
授業科目名

時間数
（コマ数）

配当年次

教
養
科
目
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必修 選択

◎ フレッシュマンゼミ 1 4 2
◎ 工学基礎および実験 1 2 1.5
◎ 測定基礎実習 1 1 0.5

基礎数学Ⅰ 1 1 1
機械スケッチ演習 1 1 1
ビジネスコミュニケーションⅠ 1 1 1
基礎数学Ⅱ 1 1 1
基礎物理Ⅰ 1 1 1
基礎物理実験 1 2 1
ものづくり数理工学 1 1 1
ビジネスコミュニケーションⅡ 1 1 1
基礎数学Ⅲ 1 1 1
基礎物理Ⅱ 1 1 1
基礎化学 1 1 1
機械工学概論 1 1 1

◎ ものづくり技術概論 1 1 1
設計技法 1 1 1
ライティング 1 1 1
基礎数学Ⅳ 1 1 1
基礎物理Ⅲ 1 1 1
基礎材料学 1 1 1
電気工学概論 1 1 1
プロダクトデザイン 1 1 1
工業数学 2 1 1
基礎物理Ⅳ 2 1 1
機械システムとメカニズム 2 1 1
ものづくり実務概論 2 1 1
工業材料A 2 1 1

◎ プロジェクト実習 2 2 2
生産管理 2 1 1
材料力学Ⅱ 2 1 1
工業材料B 2 1 1
基礎数値解析 2 1 1
品質管理 2 1 1
ICT応用および実習 2 2 1.5
材料強度 2 1 1
熱・流体力学の基礎 2 1 1
統計的データ解析 2 1 1
音響工学 3 1 1
産業構造論 3 1 1
ユーザ工学 3 1 1
熱力学 3 1 1
エネルギー工学 3 1 1
生体工学 3 1 1
マイクロデバイス 3 1 1
信頼性工学 3 1 1

◎ 創造プロジェクト 3 6 3
テクニカルコミュニケーション 3 1 1
流体力学 3 1 1
人間工学 3 1 1
生命科学概論 3 1 1
実践に役立つ知財活用戦略 3 1 1
製品開発計画 3 1 1
伝熱工学 3 1 1
感性工学 3 1 1

◎ Lゼミ 4 8 8

専
門
共
通
科
目

授業科目名 配当年次
時間数
（コマ数）

単　位　数
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必修 選択 AI RS MD PS

データサイエンスおよび実習 1 2 1.5 △△ △△
手仕上げ加工および実習 1 2 1.5 △△ △△
機械加工基礎および実習 1 2 1.5 △△ △△
NCプログラム基礎および実習 1 2 1.5 △△ △△
溶接基礎・板金基礎および実習 1 2 1.5 △△ △△
ロボット機構基礎および実習 1 2 1.5 △△
基礎機械製図および実習 1 2 1.5 △△ △△
Python基礎および実習 1 2 1.5 △△ △△
デジタルファブリケーションおよび実習 1 2 1.5 △△ △△
2次元CADおよび実習Ⅰ 1 2 1.5 △△ △△
JavaScript基礎および実習 1 2 1.5 △△ △△
数値解析基礎および演習 1 2 2 △△ △△
3次元ＣＡＤおよび実習Ⅰ 1 2 1.5 △△ △△
データマイニング基礎および実習 2 2 1.5 △△ △△
基礎電気工学および実験 2 2 1.5 △△ △△ △△
材料力学Ⅰおよび実験 2 2 1.5 △△ △△
ネットワークの仕組 2 1 1 ○○
Ｗebデザインおよび実習 2 2 1.5 ○○
デジタル回路および実習 2 2 1.5 ○○ ○○
電気電子技術 2 1 1 ○○
実践機械製図および製作Ⅰ 2 2 1.5 ○○
機械力学および実験 2 2 1.5 ○○
鋳造基礎実習 2 2 1 ○○ ○○
3次元ＣＡＤ実習Ⅱ 2 2 1 ○○
半導体 2 1 1 ○○
CGプログラミングおよび実習 2 2 1.5 ○○
アナログ回路および実習 2 2 1.5 ○○
電気電子回路および実験 2 2 1.5 ○○ ○○
制御設計基礎および実習 2 2 1.5 ○○
制御技術および実験 2 2 1.5 ○○ ○○
2次元CAD実習Ⅱ 2 2 1 ○○
実践機械製図および製作Ⅱ 2 2 1.5 ○○
材料評価および実験 2 2 1.5 ○○
変形加工および実習 2 2 1.5 ○○
自動車生産技術 2 1 1 ○○
基礎インターンシップ 2 40日 8 ○○ ○○ ○○ ○○

専
門
科
目

コース
授業科目名 配当年次

時間数
（コマ数）

単　位　数

－ 42 －



必修 選択 AI RS MD PS

コース
授業科目名 配当年次

時間数
（コマ数）

単　位　数

 デジタルメディアデザインおよび実習 3 2 1.5 ○○
C言語および実習 3 2 1.5 ○○ ○○
知能化技術 3 1 1 ○○
ロボット技術および実験Ⅰ 3 2 1.5 ○○
センサ技術および実験 3 2 1.5 ○○ ○○ ○○
アクチュエータおよび実験 3 2 1.5 ○○
強度設計および演習 3 2 2 ○○
精密計測および実験 3 2 1.5 ○○
機械工作法Ａ 3 1 1 ○○
機械工作法Ｂ 3 1 1 ○○
機械工作実験 3 2 1 ○○
機械工作法B 3 1 1 ○○
Javaプログラミングおよび演習 3 2 2 ○○ ○○
メカトロ二クスおよび実験 3 2 1.5 ○○ ○○
IoT技術および実験 3 2 1.5 ○○ ○○
ロボット技術および実験Ⅱ 3 2 1.5 ○○
自動制御および実験 3 2 1.5 ○○
自動化技術および実験 3 2 1.5 ○○
機械要素応用 3 1 1 ○○
ＣＡＤ設計製図および実習 3 2 1.5 ○○
CAE基礎および演習 3 2 2 ○○
NC機械加工実習 3 2 1 ○○
鋳造技術および実習 3 2 1.5 ○○
樹脂成形加工および実習 3 2 1.5 ○○
組込みシステム基礎および実習 3 2 1.5 ○○ ○○
インタフェース技術および実習 3 2 1.5 ○○
ロボット技術および実験 III 3 2 1.5 ○○
CAD/CAMおよび実習 3 2 1.5 ○○ ○○
生産機械 3 1 1 ○○
研削加工および実習 3 2 1.5 ○○
鍛造加工および実習 3 2 1.5 ○○
トヨタ生産方式実践演習 3 1 1 ○○
組込みシステム応用および実習 3 2 1.5 ○○ ○○
IoT応用技術および実習 3 2 1.5 ○○
画像処理および実習 3 2 1.5 ○○ ○○
AI技術および演習 3 2 2 ○○
ロボット技術および実験 Ⅳ 3 2 1.5 ○○
工業デザインプロセスおよび実習 3 2 1.5 ○○
CAE応用および演習 3 2 2 ○○

 3次元CADおよびDTPD演習 3 2 2 ○○
生産システム学および演習 3 2 2 ○○
先端NC機械加工及び実習 4 2 1.5 〇〇

専門インターンシップⅠ
※ 4 20日 4 ○○ ○○ ○○ ○○

専門インターンシップⅡ
※ 4 40日 8 ○○ ○○ ○○ ○○

◎ 卒業研究および制作 4 4Q分 12 ○○ ○○ ○○ ○○
※ 専門インターンシップはⅠ，Ⅱのいずれかを履修

専
門
科
目
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１学年第１Ｑ １学年第２Ｑ １学年第３Ｑ １学年第４Ｑ ２学年第１Ｑ ２学年第２Ｑ ２学年第３Ｑ ２学年第４Ｑ

基礎インターンシップ(8)

ビジネスコミュニ
ケーションⅠ(1)

ビジネスコミュニ
ケーションⅡ(1) ライティング(1)

ICT応⽤および実習(1.5)

Webデザインおよび実習
(1.5)

CGプログラミング
および実習(1.5)

データサイエンス
および実習(1.5)

Python基礎
および実習(1.5)

JavaScript基礎
および実習(1.5)

データマイニング基礎
および実習(1.5) ネットワークの仕組(1)

半導体(1)

デジタル回路および
実習(1.5)

デジタル回路および
実習(1.5)

電気⼯学概論(1) 基礎電気⼯学および実験
(1.5) 電気電⼦技術(1) アナログ回路および

実習(1.5)
電気電⼦回路
および実験(1.5)

制御設計基礎および
実習(1.5)

制御技術および
実験(1.5)
電気電⼦回路
および実験(1.5)
制御技術および
実験(1.5)

ロボット機構基礎
および実習(1.5)

基礎数学Ⅰ(1) 基礎数学Ⅱ(1) 基礎数学Ⅲ(1) 基礎数学Ⅳ(1) 基礎数値解析(1) 統計的データ解析(1)

ものづくり数理⼯学(1) 数値解析基礎
および演習(2) ⼯業数学(1)

⼯学基礎および実験(1.5) 基礎物理Ⅰ(1) 基礎物理Ⅱ(1) 基礎物理Ⅲ(1) 基礎物理Ⅳ(1) 機械⼒学および
実験(1.5) 熱・流体⼒学の基礎(1)

基礎物理実験(1) 基礎化学(1)

材料⼒学Ⅰおよび
実験(1.5) 材料⼒学Ⅱ(1) 材料強度(1)

機械スケッチ演習(1) 基礎機械製図
および実習(1.5) 設計技法(1) プロダクトデザイン(1) 機械システムと

メカニズム(1)
実践機械製図

および製作Ⅰ(1.5)
実践機械製図

および製作Ⅱ(1.5)
2次元CADおよび実習Ⅰ

(1.5)
3次元CADおよび実習Ⅰ

(1.5) 3次元CAD実習Ⅱ(1) 2次元CAD実習Ⅱ(1)

デジタルファブリケーシ
ョンおよび実習(1.5)

基礎材料学(1) ⼯業材料A(1) ⼯業材料B(1) 材料評価および実験(1.5)

ものづくり技術概論(1) ものづくり実務概論(1) ⽣産管理(1) 品質管理(1)

機械⼯学概論(1) ⾃動⾞⽣産技術(1)

測定基礎実習(0.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および
実習(1.5) 鋳造基礎実習(1) 変形加⼯および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および
実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5) 鋳造基礎実習(1)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および
実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および
実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

⽣産システム

r

機械加⼯

s

データサイエンス

ｊ

物理
k

熱・流体⼒学
m

材料⼒学

ｎ

CAD/CAE/CAM

p

材料
ｑ

情報
e

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
f

ロボット

i

分野

ゼミ
a

英語
b

感性⼯学

c

ICTおよびデザイン

d

フレッシュマンゼミ(2) プロジェクト実習(2)

 

ⅡⅡ--33．．カカリリキキュュララムムツツリリーー                            
この図は、情報メカトロニクス学科で開講される授業科目間の関連を学習内容の連続性に基づいて示しています。図から、

上級年次の科目を選択するうえで履修しておくことが望ましい科目が分かりますので、履修の計画を立てる際の参考にして

ください。なお、専門コースと科目の関係については授業科目一覧または授業科目配当表で確認してください。 

 
 
 
 
2023_II-3_カリキュラムツリー_情報メカトロニクス学科.xlsx の表が入ります 
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３学年第１Ｑ ３学年第２Ｑ ３学年第３Ｑ ３学年第４Ｑ ４学年第１Ｑ ４学年第２Ｑ ４学年第３Ｑ ４学年第４Ｑ

：必修科目

専⾨共通科⽬

⾳響⼯学(1) ⽣体⼯学(1) ⼈間⼯学(1) 感性⼯学(1)

⽣命科学概論(1)

IoT技術および実験(1.5) IoT応⽤技術および実習
(1.5)

デジタルメディアデザインおよ
び実習(1.5) IoT技術および実験(1.5) 画像処理および

実習(1.5)
画像処理および
実習(1.5)

C⾔語および実習(1.5) Javaプログラミング
および演習(2)

C⾔語および実習(1.5) Javaプログラミング
および演習(2)

センサ技術および
実験(1.5)

組込みシステム基礎
および実習(1.5)

組込みシステム応⽤
および実習(1.5)

知能化技術(1) メカトロ⼆クスおよび
実験(1.5)

インタフェース技術
および実習(1.5) AI技術および演習(2)

アクチュエータおよび
実験(1.5)

メカトロ⼆クスおよび
実験(1.5)

組込みシステム基礎
および実習(1.5)

組込みシステム応⽤
および実習(1.5)

センサ技術および
実験(1.5) ⾃動制御および実験(1.5)

センサ技術および
実験(1.5)

⾃動化技術および実験
(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅰ(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅱ(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅲ(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅳ(1.5)

熱⼒学(1) 流体⼒学(1) 伝熱⼯学(1)

強度設計および演習(2)

ユーザ⼯学(1) CAE基礎および
演習(2)

CAD/CAMおよび
実習(1.5)

CAE応⽤および
演習(2)

機械要素応⽤(1) CAD/CAMおよび
実習(1.5)

3次元CADおよびDTPD演
習(2)

CAD設計製図
および実習(1.5)

⼯業デザインプロセスおよび
実習(1.5)

エネルギー⼯学(1)

マイクロデバイス(1)

⽣産機械(1)

産業構造論(1) 信頼性⼯学(1) 製品開発計画(1) ⽣産システム学
および演習(2)

テクニカルコミュニケーション
(1)

実践に役⽴つ知財活⽤戦
略(1)

トヨタ⽣産⽅式実践演習
(1)

精密計測および実験(1.5) NC機械加⼯実習(1) 研削加⼯および
実習(1.5)

先進NC機械加⼯
および実習(1.5)

機械⼯作法A(1) 鋳造技術および実習
(1.5)

鍛造加⼯および
実習(1.5)

機械⼯作法B(1) 樹脂成形加⼯
および実習(1.5)

機械⼯作実験A(1)

機械⼯作実験B(1)

創造プロジェクト(3) 卒業研究および制作(12)

Lゼミ(8)

専⾨インターンシップⅠ(4)　　　専⾨インターンシップⅡ(8)

AI・情報システムコース

ロボットシステムコース

機械デザインコース

⽣産システムコース
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ⅡⅡ--44．．カカリリキキュュララムムママッッププ                            
この図は、情報メカトロニクス学科で開講される授業科目とディプロマ・ポリシーとの関係性を示しています。各科目につ

いて、学生が卒業までに身につけるべき能力のどの項目と関連するのかを示しています。履修の計画を立てる際の参考にし

てください。 

 
 
 
 
 
2023_II-4_カリキュラムマップ_情報メカトロニクス学科.xlsx の表が入ります 

  

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ものづくり技術概論(1) JavaScript基礎
および実習(1.5) ものづくり実務概論(1) 基礎インターンシップ(8)

⼯学基礎および実験(1.5) ロボット機構基礎
および実習(1.5)

Python基礎
および実習(1.5)

数値解析基礎
および演習(2) 基礎物理Ⅳ(1) ⼯業数学(1) ICT応⽤および実習(1.5)

測定基礎実習(0.5) 基礎物理実験(1) 基礎化学(1) 基礎材料学(1) ⼯業材料A(1) 材料⼒学Ⅱ(1) 熱・流体⼒学の基礎(1)

基礎数学Ⅰ(1) 基礎数学Ⅱ(1) 基礎数学Ⅲ(1) 基礎数学Ⅳ(1) 機械システムと
メカニズム(1) ⽣産管理(1) 品質管理(1)

データサイエンス
および実習(1.5) ものづくり数理⼯学(1) 設計技法(1) 電気⼯学概論(1) データマイニング基礎

および実習(1.5) ⼯業材料B(1) 統計的データ解析(1)

機械スケッチ演習(1) 基礎物理Ⅰ(1) 基礎物理Ⅱ(1) プロダクトデザイン(1) 材料⼒学Ⅰおよび
実験(1.5) 基礎数値解析(1) CGプログラミング

および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5) 基礎物理Ⅲ(1) 基礎電気⼯学および実験

(1.5) ネットワークの仕組(1) アナログ回路および
実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5) 電気電⼦技術(1) 半導体(1)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

電気電⼦回路
および実験(1.5)

制御設計基礎および
実習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および実
習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および実
習(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および実
習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

デジタル回路および
実習(1.5)

制御技術および
実験(1.5)

基礎機械製図
および実習(1.5)

2次元CADおよび実習Ⅰ
(1.5)

溶接基礎・板⾦基礎および実
習(1.5)

機械⼒学および
実験(1.5)

実践機械製図
および製作Ⅱ(1.5)

デジタルファブリケーシ
ョンおよび実習(1.5)

3次元CADおよび実習Ⅰ
(1.5)

実践機械製図
および製作Ⅰ(1.5) 2次元CAD実習Ⅱ(1)

機械⼯学概論(1) 3次元CAD実習Ⅱ(1) 材料評価および実験(1.5)

鋳造基礎実習(1) 材料強度(1)

⾃動⾞⽣産技術(1)

変形加⼯および実習(1.5)

設計技法(1) 電気⼯学概論(1) データマイニング基礎
および実習(1.5)

測定基礎実習(0.5) 基礎物理実験(1) ⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

基礎電気⼯学および実験
(1.5)

Webデザイン
および実習(1.5) ICT応⽤および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

⼿仕上げ加⼯
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

材料⼒学Ⅰおよび
実験(1.5)

電気電⼦回路
および実験(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

機械加⼯基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5) ⼯業材料A(1) ⼯業材料B(1) アナログ回路および

実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

NCプログラム基礎
および実習(1.5)

数値解析基礎
および演習(2) ⽣産管理(1) 制御設計基礎および

実習(1.5)

デジタル回路および
実習(1.5) 材料評価および実験(1.5)

鋳造基礎実習(1)

機械⼒学および
実験(1.5)

ビジネス
コミュニケーションⅠ(1)

ビジネス
コミュニケーションⅡ(1) ものづくり技術概論(1) ものづくり実務概論(1) 基礎インターンシップ(8) ICT応⽤および実習(1.5)

⾃動⾞⽣産技術(1)

熱・流体⼒学の基礎(1)

プロダクトデザイン(1) 基礎インターンシップ(8) プロジェクト実習(2)

ビジネス
コミュニケーションⅠ(1)

ビジネス
コミュニケーションⅡ(1) ⽣産管理(1) ICT応⽤および実習(1.5)

基礎物理実験(1) CGプログラミング
および実習(1.5)

統計的データ解析(1)

品質管理(1)

⾃動⾞⽣産技術(1)

DP

授業科目名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1年 ２年

① 製造関連分野（機械デザイン、ロ
ボットシステム、AI・情報システム、生
産システム）に関わる基礎的学力、専
門的知識、技術技能の他、実践的な
場面で創意工夫ができる現場力を有
すること。

フレッシュマンゼミ(2) プロジェクト実習(2)

③ 多様化する製造関連業界の一員と
なるため、異文化などの受容と尊重が
行え、更に進化する科学技術や社会
経済のグローバル化にも対応できる
能力を有すること。

② 学修課程のなかでチームが一丸と
なる協調性を持ち、また、リーダーとし
ての課題設定と解決のためのマネジ
メント力、困難を乗り越えられる耐力と
胆力を有すること。

フレッシュマンゼミ(2) プロジェクト実習(2)

④ 実社会が要求する専門的知識と技
術技能に加え、社会性や倫理性を
持って価値観の違う相手との双方向
コミュニケーションが図れる能力を有
すること。

フレッシュマンゼミ(2)
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

⾳響⼯学(1) ⽣体⼯学(1) ⽣命科学概論(1) 伝熱⼯学(1)

ユーザ⼯学(1) 熱⼒学(1) 流体⼒学(1) 感性⼯学(1)

知能化技術(1) 信頼性⼯学(1) ⼈間⼯学(1) 組込みシステム応⽤
および実習(1.5)

デジタルメディアデザインおよび
実習(1.5) マイクロデバイス(1) 実践に役⽴つ知財活⽤戦略

(1)
画像処理および

実習(1.5)
先端NC機械加工

および実習(1.5)

C⾔語および実習(1.5) IoT技術および実験(1.5) 組込みシステム基礎
および実習(1.5) AI技術および演習(2)

センサ技術および
実験(1.5)

Javaプログラミング
および演習(2)

インタフェース技術
および実習(1.5) 画像処理および実習(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅰ(1.5)

メカトロ⼆クスおよび
実験(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅲ(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅳ(1.5)

精密計測および実験(1.5) ロボット技術
および実験Ⅱ(1.5)

CAD/CAMおよび
実習(1.5)

3次元CADおよび
DTPD演習(2)

機械⼯作法A(1) ⾃動制御および実験(1.5) ⽣産機械(1) CAE応⽤および
演習(2)

機械⼯作実験(1) ⾃動化技術および実験(1.5) トヨタ⽣産⽅式実践演習(1) ⼯業デザインプロセスおよび実
習(1.5)

機械⼯作法B(1) CAD設計製図
および実習(1.5)

研削加⼯および
実習(1.5)

⽣産システム学
および演習(2)

CAE基礎および
演習(2)

鍛造加⼯および
実習(1.5)

NC機械加⼯実習(1) 製品開発計画(1)

樹脂成形加⼯
および実習(1.5)

鋳造技術および実習 (1.5)

アクチュエータおよび
実験(1.5)

メカトロ⼆クスおよび
実験(1.5)

ロボット技術
および実験Ⅰ(1.5) NC機械加⼯実習(1) トヨタ⽣産⽅式実践演習(1) AI技術および演習(2)

精密計測および実験(1.5) 鋳造技術および実習 (1.5) 研削加⼯および
実習(1.5)

機械⼯作実験A(1) 鍛造加⼯および
実習(1.5)

機械⼯作実験B(1) 製品開発計画(1)

機械⼯作法B(1)

産業構造論(1) CAE基礎および
演習(2)

熱⼒学(1) 流体⼒学(1) IoT応⽤技術および実習
(1.5)

⽣命科学概論(1) ⽣産システム学
および演習(2)

⽣産機械(1) 伝熱⼯学(1)

⼯業デザインプロセスおよび実
習(1.5)

強度設計および演習(2) ⽣体⼯学(1) テクニカルコミュニケーション(1) IoT応⽤技術および実習
(1.5)

ユーザ⼯学(1) ロボット技術
および実験Ⅱ(1.5) ⽣命科学概論(1)

産業構造論(1) ⾃動化技術および実験(1.5) インタフェース技術
および実習(1.5)

精密計測および実験(1.5) 機械要素応⽤(1) 実践に役⽴つ知財活⽤戦略
(1)

機械⼯作法A(1) エネルギー⼯学(1) トヨタ⽣産⽅式実践演習(1)

知能化技術(1) IoT技術および実験(1.5)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業科目名

３年 ４年

卒業研究および制作(12)

Ｌゼミ(8)

専⾨インターンシップⅠ(4)　　　専⾨インターンシップⅡ(8)

創造プロジェクト(3) 卒業研究および制作(12)

Ｌゼミ(8)

専⾨インターンシップⅠ(4)　　　専⾨インターンシップⅡ(8)

創造プロジェクト(3) 卒業研究および制作(12)

卒業研究および制作(12)

Ｌゼミ(8)

専⾨インターンシップⅠ(4)　　　専⾨インターンシップⅡ(8)
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ⅡⅡ--55．．ナナンンババリリンンググ                                  
この表は、情報メカトロニクス学科で開講される授業科目に番号を付して分類することで、学修の段階や順序等を示してい

ます。カリキュラムツリーとあわせて、履修の計画を立てる際の参考にしてください。 

 
 
 
 
 
2023_II-5_ナンバリング_情報メカトロニクス学科.xlsx の表が入ります 

 
 

灰⾊：必修科⽬  
第3区分

履修区分 科目区分 授業形態

必修：1 教養：1

選択必修：2 専門：2

選択：3 IS：3

フレッシュマンゼミ M 1 C 1 2 5 a01
プロジェクト実習 M 2 C 1 2 5 a02
創造プロジェクト M 3 C 1 2 5 a03
Lゼミ M 4 C 1 2 1 a04
基礎インターンシップ M 2 C 3 3 4 a11
専⾨インターンシップⅠ※ M 4 C 3 3 4 a12
専⾨インターンシップⅡ※ M 4 C 3 3 4 a13
ビジネスコミュニケーションⅠ M 1 C 3 2 1 b01
ビジネスコミュニケーションⅡ M 1 C 3 2 1 b02
ライティング M 1 C 3 2 1 b03
⾳響⼯学 M 3 C 3 2 1 c01
⼈間⼯学 M 3 C 3 2 1 c02
⽣命科学概論 M 3 C 3 2 1 c03
感性⼯学 M 3 C 3 2 1 c04
⽣体⼯学 M 3 C 3 2 1 c05
Ｗebデザインおよび実習 M 2 A 2 2 5 d01
ICT応⽤および実習 M 2 C 3 2 5 d02
CGプログラミングおよび実習 M 2 M 2 2 5 d03
画像処理および実習 M 3 A R 2 2 5 d04

 デジタルメディアデザインおよび実習 M 3 A 2 2 5 d05
IoT技術および実験 M 3 A R 2 2 5 d11
IoT応⽤技術および実習 M 3 A 2 2 5 d12
データサイエンスおよび実習 M 1 A 3 2 5 e01
Python基礎および実習 M 1 A 3 2 5 e02
JavaScript基礎および実習 M 1 A 3 2 5 e03
データマイニング基礎および実習 M 2 A 3 2 5 e04
ネットワークの仕組 M 2 A 2 2 1 e05
C⾔語および実習 M 3 Ａ R 2 2 5 e06
Javaプログラミングおよび演習 M 3 A R 2 2 3 e07
電気⼯学概論 M 1 C 3 2 1 f01
基礎電気⼯学および実験 M 2 R 3 2 5 f02
電気電⼦技術 M 2 R 2 2 1 f03
デジタル回路および実習 M 2 A 2 2 5 f04
半導体 M 2 Ａ 2 2 1 f05
電気電⼦回路および実験 M 2 R M 2 2 5 f07
アナログ回路および実習 M 2 R 2 2 5 f08
制御設計基礎および実習 M 2 R 2 2 5 f09
制御技術および実験 M 2 R M 2 2 5 f10
アクチュエータおよび実験 M 3 R 2 2 5 f11
センサ技術および実験 M 3 R M  A 2 2 5 f12
メカトロ⼆クスおよび実験 M 3 A R 2 2 5 f13
知能化技術 M 3 A 2 2 1 f14
⾃動化技術および実験 M 3 M 2 2 5 f14
⾃動制御および実験 M 3 R 2 2 5 f16
組込みシステム基礎および実習 M 3 A R 2 2 5 f18

授業科目の名称 学科 学年

コース

分野
コード

第1区分 第2区分

共通C
　

 AI 　：A     ロボ：R
機械：M    生産：P

講義：1
演習：2

講義演習：3
実習実験：4
講義実習：5
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灰⾊：必修科⽬  
第3区分

履修区分 科目区分 授業形態

必修：1 教養：1

選択必修：2 専門：2

選択：3 IS：3

授業科目の名称 学科 学年

コース

分野
コード

第1区分 第2区分

共通C
　

 AI 　：A     ロボ：R
機械：M    生産：P

講義：1
演習：2

講義演習：3
実習実験：4
講義実習：5

インタフェース技術および実習 M 3 A 2 2 5 f19
組込みシステム応⽤および実習 M 3 A R 2 2 5 f20
AI技術および演習 M 3 A 2 2 3 f21
ロボット機構基礎および実習 M 1 R 3 2 5 i01
ロボット技術および実験Ⅰ M 3 R 2 2 5 i11
ロボット技術および実験Ⅱ M 3 R 2 2 5 i12
ロボット技術および実験 III M 3 R 2 2 5 i13
ロボット技術および実験 Ⅳ M 3 R 2 2 5 i14
基礎数学Ⅰ M 1 C 3 2 1 j01
基礎数学Ⅱ M 1 C 3 2 1 j02
ものづくり数理⼯学 M 1 C 3 2 1 j03
基礎数学Ⅲ M 1 C 3 2 1 j04
基礎数学Ⅳ M 1 C 3 2 1 j05
数値解析基礎および演習 M 1 R 3 2 3 j06
⼯業数学 M 2 C 3 2 1 j07
基礎数値解析 M 2 C 3 2 1 j08
統計的データ解析 M 2 C 3 2 1 j09
⼯学基礎および実験 M 1 C 1 2 5 k01
基礎物理Ⅰ M 1 C 3 2 1 k02
基礎物理実験 M 1 C 3 2 1 k03
基礎物理Ⅱ M 1 C 3 2 1 k04
基礎物理Ⅲ M 1 C 3 2 1 k05
基礎物理Ⅳ M 2 C 3 2 1 k06
基礎化学 M 1 C 3 2 1 k11
熱・流体⼒学の基礎⼒学の基礎 M 2 C 3 2 1 m01
熱⼒学 M 3 C 3 2 1 m02
伝熱⼯学 M 3 C 3 2 1 m04
流体⼒学 M 3 C 3 2 1 m05
機械⼒学および実験 M 2 M 2 2 5 m11
材料⼒学Ⅰおよび実験 M 2 M 3 2 5 n01
材料⼒学Ⅱ M 2 C 3 2 1 n02
材料強度 M 2 C 3 2 1 n03
強度設計および演習 M 3 M 2 2 3 n04
機械スケッチ演習 M 1 C 3 2 2 p01
基礎機械製図および実習 M 1 M 2 2 5 p02
2次元ＣＡＤおよび実習Ⅰ M 1 M 2 2 5 p03
3次元ＣＡＤおよび実習Ⅰ M 1 M 3 2 5 p04
実践機械製図および製作Ⅰ M 2 M 2 2 5 p05
実践機械製図および製作Ⅱ M 2 M 2 2 5 p06
3次元ＣＡＤ実習Ⅱ M 2 P 2 2 4 p07
2次元ＣＡＤ実習Ⅱ M 2 M 2 2 4 p08
ＣＡＤ設計製図および実習 M 3 M 2 2 5 p09
ＣＡＤ/ＣＡMおよび実習 M 3 M P 2 2 5 p10
3次元ＣＡＤおよびＤＴＰＤ演習 M 3 M 2 2 3 p11
設計技法 M 1 C 3 2 1 p20
デジタルファブリケーションおよび実習 M 1 R 3 2 5 p21
プロダクトデザイン M 1 C 3 2 1 p22
機械システムとメカニズム M 2 C 3 2 1 p23
ユーザ⼯学 M 3 C 3 2 1 p24
機械要素応⽤ M 3 M 2 2 1 p25
エネルギー⼯学 M 3 C 3 2 1 p26
マイクロデバイス M 3 C 3 2 1 p27

－ 49 －



灰⾊：必修科⽬  
第3区分

履修区分 科目区分 授業形態

必修：1 教養：1

選択必修：2 専門：2

選択：3 IS：3

授業科目の名称 学科 学年

コース

分野
コード

第1区分 第2区分

共通C
　

 AI 　：A     ロボ：R
機械：M    生産：P

講義：1
演習：2

講義演習：3
実習実験：4
講義実習：5

CAE基礎および演習 M 3 M 2 2 3 p28
⼯業デザインプロセスおよび実習 M 3 M 2 2 5 p29
CAE応⽤および演習 M 3 M 2 2 3 p30
基礎材料学 M 1 C 3 2 1 q01
⼯業材料A M 2 C 3 2 1 q02
⼯業材料B M 2 C 3 2 1 q03
材料評価および実験 M 2 P 2 2 5 q04
ものづくり技術概論 M 1 C 1 2 1 r01
機械⼯学概論 M 1 C 3 2 1 r02
ものづくり実務概論 M 2 C 3 2 1 r03
⽣産管理 M 2 C 3 2 1 r04
品質管理 M 2 C 3 2 1 r05
⾃動⾞⽣産技術 M 2 P 2 2 1 r06
信頼性⼯学 M 3 C 3 2 1 r07
産業構造論 M 3 C 3 2 1 r08
テクニカルコミュニケーション M 3 C 3 2 1 r09
⽣産機械 M 3 M 2 2 1 r10
実践に役⽴つ知財活⽤戦略 M 3 C 3 2 1 r11
トヨタ⽣産⽅式実践演習 M 3 P 2 2 3 r12
製品開発計画 M 3 C 3 2 1 r13
⽣産システム学および演習 M 3 P 2 2 3 r14
測定基礎実習 M 1 C 1 2 4 s01
⼿仕上げ加⼯および実習 M 1 M P 3 2 5 s02
機械加⼯基礎および実習 M 1 M P 3 2 5 s03
NCプログラム基礎および実習 M 1 M P 3 2 5 s04
溶接基礎・板⾦基礎および実習 M 1 M 2 2 5 s05
鋳造基礎実習 M 2 M P 2 2 4 s06
変形加⼯および実習 M 2 P 2 2 5 s07
精密計測および実験 M 3 P 2 2 5 s08
鋳造技術および実習 M 3 P 2 2 5 s09
鍛造加⼯および実習 M 3 P 2 2 5 s10
樹脂成形加⼯および実習 M 3 P 2 2 5 s11
研削加⼯および実習 M 3 P 2 2 5 s12
機械⼯作法Ａ M 3 P 2 2 1 s21
機械⼯作法B M 3 P 2 2 1 s22
機械⼯作実験A M 3 P 2 2 4 s23
機械⼯作実験B M 3 P 2 2 4 s24
NC機械加⼯実習 M 3 P 2 2 4 s25
先進NC機械加⼯および実習 M 4 P 2 2 1 s26
ものつくり・ひとつくり総合講義A M 1 C 2 1 1 u01
ものつくり・ひとつくり総合講義B M 3 C 2 1 1 u02
スポーツ・コミュニケーション M 1 C 2 1 1 u11
社会⼈基礎⼒育成講座Ⅰ M 1 C 2 1 1 u21
社会⼈基礎⼒育成講座Ⅱ M 2 C 1 1 1 u22
社会⼈基礎⼒育成講座Ⅲ M 3 C 2 1 1 u23
社会⼈基礎⼒育成講座Ⅳ M 4 C 2 1 1 u24
安全衛⽣ M 1 C 1 1 1 t01
救命衛⽣法 M 2 C 2 1 1 t02
創作実習A(夏期) M 1 C 2 1 4 t11
創作実習B(夏期) M 1 C 2 1 4 t12

－ 50 －



灰⾊：必修科⽬  
第3区分

履修区分 科目区分 授業形態

必修：1 教養：1

選択必修：2 専門：2

選択：3 IS：3

授業科目の名称 学科 学年

コース

分野
コード

第1区分 第2区分

共通C
　

 AI 　：A     ロボ：R
機械：M    生産：P

講義：1
演習：2

講義演習：3
実習実験：4
講義実習：5

ICT基礎および実習Ⅰ M 1 C 1 1 5 t21
データリテラシー・AI基礎 M 1 C 1 1 5 t22
ICT基礎および実習Ⅱ M 1 C 2 1 5 t23
デザイン思考 M 1 C 2 1 1 t31
英語Ⅰ M 1 C 2 1 1 v01
英語Ⅱ M 1 C 2 1 1 v02
英語Ⅲ M 2 C 2 1 1 v03
SDGs-A M 2 C 2 1 1 v11
SDGs-B M 2 C 2 1 1 v12
⾔語と⽂化 M 3 C 2 1 1 v21
⽇本⽂化論 M 3 C 2 1 1 v31
梅原猛で学ぶ学問と世界 M 4 C 2 1 1 v32
⽂明と社会 M 3 C 2 1 1 v41
Druckerで学ぶマネジメント M 4 C 2 1 1 v42
留学⽣⽇本語Ⅰ M 1 C 2 1 1 v51
留学⽣⽇本語Ⅱ M 2 C 2 1 1 v52
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CC．．カカリリキキュュララムム  
（（建建設設学学科科  22002255 年年度度入入学学者者適適用用））  

  

  

ⅠⅠ．．カカリリキキュュララムム（（教教育育課課程程））  
ⅡⅡ．．授授業業科科目目  
ⅢⅢ．．資資格格関関連連指指定定科科目目  

  
  
  
※※授授業業にに関関ししててはは毎毎年年、、一一部部変変更更がが生生じじるるここととががああ

るるたためめ、、ＷＷＥＥＢＢシシララババススににてて常常にに最最新新情情報報をを入入手手

ののううええ、、履履修修計計画画をを作作成成ししててくくだだささいい。。  
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ⅠⅠ．．カカリリキキュュララムム（（教教育育課課程程））  
 
 

 

Ⅰ-1．ディプロマ・ポリシー       ･･････････････････ 57 

Ⅰ-2．カリキュラム・ポリシー      ･･････････････････ 58 

Ⅰ-3．応用課程のコース         ･･････････････････ 59 

Ⅰ-4．測量士補取得のためのＧＳコース  ･･････････････････ 61 

Ⅰ-5．取得可能な資格          ･･････････････････ 62  
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ⅠⅠ--11．．デディィププロロママ・・ポポリリシシーー((学学位位授授与与のの方方針針))                
 

高度なものづくりに対応できるテクノロジストを育成するため、建設学科が定めた以下の能力を

身につけ、卒業要件として定める専門的な学修を体得し、その基準を満たした者に学位を授与する。 

 

① 建設関連分野（木造建築、都市・建築、仕上・インテリア、建築デザイン）に関わる基礎 

的学力、専門的知識、技術技能の他、実践的な場面で創意工夫ができる現場力を有すること。 

 

② 学修課程のなかでチームが一丸となる協調性を持ち、また、リーダーとしての課題設定と 

解決のためのマネジメント力、困難を乗り越えられる耐力と胆力を有すること。 

 

③ 多様化する建設関連業界の一員となるため、異文化などの受容と尊重が行え、更に進化す 

る科学技術や社会経済のグローバル化にも対応できる能力を有すること。 

 

④ 実社会が要求する専門的知識と技術技能に加え、社会性や倫理性を持って価値観の違う相 

手との双方向コミュニケーションが図れる能力を有すること。 
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ⅠⅠ--22．．カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー((教教育育課課程程のの内内容容・・方方法法のの方方針針))    

 

本学の「基本理念」と「ディプロマ・ポリシー」に掲げる、高度なものづくりに対応できるテクノ

ロジストを育成するため、建設学科では以下の方針に基づいてカリキュラムを編成する。 

 

① 入学から卒業までの教育課程を三段階に分け、4 学期制（quarter 制度）の下で１年１学期から 

2 年 2 学期までを「基礎課程」、2 年 3 学期から 3 年 4 学期までを「応用課程」、そして 4 

年 1 学期から 4 年 4 学期までを「専門研究課程」として、段階的に高度な実践力が身に付く

科目配当とする。 

② 基礎課程では、建設関連分野（木造建築、都市・建築、仕上・インテリア、建築デザイン）に関 

わる基礎的な専門知識を、講義と実験・実習を通して幅広く学び、それを踏まえて基礎課程を総

括する長期の基礎インターンシップで実務を体験し、学修者が目標とする将来像を明らかとす

る。 

③ 応用課程では、学修者が到達目標に掲げる将来像をより確かなものとするため、4 コースの中か

ら主専攻を定めてより高度な専門知識を、講義と実験・実習を通して幅広く学ぶものとするが、

その他のコース科目についても履修することは可能で、創意工夫が行える総合的な実践力を身

に付ける。 

④ 専門研究課程では、所属する研究室教員の指導を受け、建設学科教育課程の集大成として、卒業

研究という課題設定に対して主体性と協調性を持ち、1 年間を通して実施した専門的研究成果を

明らかとし、即戦力として社会に貢献できる技術・技能を確立させる。 

⑤ 上掲の基礎課程から専門研究課程の段階を通じ、テクノロジスト育成に必要不可欠なる教養科

目を配当する。基礎課程は初年次教育として、メディアリテラシーやデータサイエンスまた外国

語も含め、アカデミックスキルを中心として学ぶ。応用課程では、人文・社会科学さらに自然科

学を学び、専門研究課程では本学設立に寄与した梅原猛とピーター・ドラッカーの思想的営為を

理解し、卒業後を見据え社会に巣立つテクノロジストとしての社会性・倫理性を身に付ける。 
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ⅠⅠ--33．．応応用用課課程程ののココーースス                                                  
 応用課程（2 年次 3 クォータ～3 年次 4 クォータ）では、各専門分野の技能技術および専門 

知識の修得を目的とした 4 つのコースを設置しています。各コースの履修方法等については、 

事前にガイダンスまたは掲示を行います。 

応用課程に置かれるコースは、木造建築コース（T）、都市・建築コース（S）、仕上・インテ 

リアコース（F）、建築デザインコース（D）の 4 コースです。 

配当される各授業科目の内容等については、ＷＥＢシラバスを参照してください。 

 各コースのエデュケーション・ポリシーは以下の通りです。 

 

1) 木造建築コース（T コース） 

① 目標とする学修成果 

  古代から現代まで脈々と受け継がれてきた木造建築技術。それは伝統構法を始めとし、木  

 造軸組や枠組構法の他、耐震面にも優れた新構法、そして近年では大規模な都市木造を可  

能とするハイブリット構法などが創出されています。このように、木を活かした建築は今後 

さらなる発展が見込まれていますが、当コースでは実践的な授業を通して専門的な技術・技 

能と知識を修得することで、木造建築のスペシャリストとして、戸建住宅・木造集合住宅・ 

大規模な木造公共建築や社寺建築の他、現代まで継承されてきた歴史的建造物の保存修理 

事業などにも従事できるテクノロジストを育成していきます。 

② 授業科目編成 

  基礎課程では木材特性などを理解するため、まずは各種大工道具の取り扱い方から始まり、墨

付け・木材加工・継手仕口の接合手法を学んでいきます。その後、徐々に高度となる課題をこな

すことで、木組みの一連の流れを理解するようにします。基礎インターンシップ後の応用課程か

らは、実践的な伝統構法や軸組構法による木造建築の課題に取り組み、設計・積算・仮設計画・

原寸図制作・木材加工・組立を段階的に進め、実物大の建築をチームで完成させます。また、構

造特性の理解を深める目的から、構造設計や構造実験も併せて実施し、木材樹種や人工木材との

所定断面強度の違いも理解を深めるようにします。 

このように、総合的に木造建築が学べる授業科目編成となります。 

    

2) 都市・建築コース（Sコース） 

① 目標とする学修成果 

   イギリスの産業革命が契機となり創出された新建材の鉄と鉄筋コンクリート。生産技術の進

化により、世界で初めて 18 世紀後期に鋳鉄製アーチ橋が実現化し、さらに 19 世紀後期には鉄筋

コンクリート造の建物も出現しました。これら新建材の特徴は自由な造形美と広い空間の確保

に加え、災害にも強いという特性がありますが、正に都市を構成する建築物・構築物の主流とな

っています。当コースでは実践的な授業を通して専門的な技術・技能と知識を修得することで、

都市・建築のスペシャリストとして、大規模な集合住宅・商業施設・公共建築や医療・学校建築

の他、社会基盤となるインフラ構造物の建設事業や都市計画などにも従事できるテクノロジス

トを育成していきます。 

② 授業科目編成 

   基礎課程では鉄筋やコンクリート特性などを理解するため、まずは調合や材料の強度測定試

験から始まり、鋼材溶接・型枠・配筋・コンクリート打設・養生手法を学んでいきます。一方、

建設現場で必須となる各種足場の計画・組立・解体も学び、建設計画の一連の流れを理解するよ

－ 59 －



 

うにします。基礎インターンシップ後の応用課程からは、実践的な鉄筋コンクリート構造物や鋼

構造物の課題に取り組み、それらの材料特性・構造性能・維持管理技術を修得し、さらに新たな

ハイブリット構法や耐震技術なども学んで理解を深めます。また、都市や社会基盤の維持保全・

整備についても学修し、災害に強く暮らし易い国土の創生に関する専門的知識も身に付けます。 

このように、総合的に都市・建築が学べる授業科目編成となります。 

 

3) 仕上・インテリアコース（F コース） 

① 目標とする学修成果 

  建築を風雨などから守りその美を知らしめる仕上・インテリア技術。仏教伝来に伴って造立さ

れたわが国の古代寺院建築も木部を朱塗りとすることで、建築装飾と防腐の役目を持たせてい

ました。このように、建築保全と装飾美の追求は豊かな人間生活には欠かせないもので、古今東

西の永遠の課題である一方、大いなる可能性が秘められた分野でもあると言えます。当コースで

は実践的な授業を通して専門的な技術・技能と知識を修得することで、仕上・インテリアのスペ

シャリストとして、あらゆる建築物の内外装の他、家具製作やランドスケープ整備事業などにも

従事できるテクノロジストを育成していきます。 

② 授業科目編成 

   基礎課程では建築躯体を風雨から守る仕上素材特性などを理解するため、まずは各種塗料調

合や塗装施工技術から始まり、屋根防水・外装タイルおよび左官仕上・鉄筋コンクリート構造物

外装仕上げ・鋼構造物外装仕上げ手法を学んでいきます。このような課題をこなすことで、仕上

技術の一連の流れを理解するようにします。基礎インターンシップ後の応用課程からは、実践的

な各種建築物のインテリア計画と設計演習の他、湿式工法・乾式工法・塗装工法を修得し、さら

に豊かな人間生活を実現するための家具製作も学んで理解を深めます。また、人間生活と自然と

の共生を意図したランドスケープ・デザインについても学修し、地域固有の自然と文化継承に関

する専門的知識も身に付けます。 

   このように、総合的に仕上・インテリアが学べる授業科目編成となります。 

 

4) 建築デザインコース（D コース） 

① 目標とする学修成果 

  安全性・機能性・耐久性・意匠性と豊かな人間生活をデザインする設計技術。建築行為そのも

のは、目的用途や規模形状・地域特性・経済性を踏まえ、地域社会と共生可能な環境にも優しい

建築物を創出しなければなりません。つまり、すべてにおいて洗練された建築造りが今、求めら

れているのです。当コースでは実践的な授業を通して専門的な技術・技能と知識を修得すること

で、環境・建築デザインのスペシャリストとして、戸建住宅・集合住宅・商業施設・公共建築や

医療・学校建築の他、地球規模の環境問題などにも従事できるテクノロジストを育成していきま

す。 

② 授業科目編成 

  基礎課程では建築設計意図の有効な伝達手段となるドローイング手法などを理解するため、

まずは手描きによる作図図法やトレース・模型製作から始まり、木造住宅や低層の鉄筋コンクリ

ート造建物の設計技術を学んでいきます。このような課題をこなすことで、建築設計の一連の流

れを理解するようにします。基礎インターンシップ後の応用課程からは、コンピュータを駆使し

た作図技法を修得する他、実践的な課題として仮定建設用地の現地視察調査・法令確認・エスキ

ス・作図・プレゼンテーションなどで設計の理解を深めます。また、環境設計や各種設備設計な

どについても学修し、幅広い設計知識を身に付けます。 

このように、総合的に環境・建築デザインが学べる授業科目編成となります。 

－ 60 －



 

ⅠⅠ--44．．測測量量士士補補取取得得ののたためめののＧＧＳＳココーースス                      
 

 測量士補資格取得のためのＧＳコース（Geographical Surveyor's Course）を設置しています。 

ＧＳコースを修了した場合、卒業後に測量士補の登録を行うことができます。 

ＧＳコースの履修は定員制のため希望者から選抜となりますので、掲示等を確認してください。 

 

ＧＳコースを修了するためには、「測量基礎および実習」、「測量Ⅰ・Ⅱ」、「測量および実習Ⅰ・Ⅱ」

の 5 科目を履修し合格するとともに、指定されたＧＳコースの必修科目 27.5 単位を取得し、かつ、

指定された選択科目の中から 2.5 単位以上の単位数を取得する必要があります。 

指定授業科目については、後述の「Ⅲ.資格関連指定科目」のうち「測量士補の資格取得に必要な

単位」を参照してください。 

 

なお、前述の「測量Ⅰ・Ⅱ」、「測量および実習Ⅰ・Ⅱ」については、再履修を除き、配当年次以外

の学生は履修できません（履修変更も不可）。 

また、2 年次に「測量基礎インターンシップ」に行く必要があります。 
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ⅠⅠ--55．．取取得得可可能能なな資資格格                              
 

建設学科では、在学中または卒業後に下表の通り様々な建設関連資格の取得(受験資格含む)が可

能です。それぞれの資格における指定科目等の条件設定については、｢Ⅲ．資格関連指定科目｣または

｢ＷＥＢシラバス｣を参照して下さい。 

卒業（または在学）時に取得あるいは受験資格を得られる主な資格 

技術士補 技術士第一次試験受験資格 合格者は技術士補に登録可 

アーク溶接特別教育 
所定の授業（構造基礎および実習Ⅳ）を履修し、所定の成

績で合格した者に修了証交付 

建築積算士補 
所定の授業（建設積算Ⅰ）を履修し、所定の成績で合格し

た者は資格取得 

測量士補 
所定の授業（ＧＳコース）を履修し単位を修得した者は卒

業時に登録 

一級建築士 

大学で認定を受けた指定科目を所定単位以上修得して受

験資格 資格登録は、取得単位数により異なる 二級建築士 

木造建築士 

本学のカリキュラムを履修することで受験に有利となる主な資格 

基本情報技術者 
2～3 年次で受験準備 ものづくりの現場でのＩＴ化に貢

献する資格 

玉掛け技能 

小型移動クレーン運転技能、

フォークリフト運転技能等 

学内掲示により、指定期間に短期講習申込・受講 

（費用別途） 

三級または二級技能検定 

（建築大工、造園、左官、 

家具製作、とび等） 

学内掲示により、特別講習の日程に合わせて申込・研修参

加・受験（費用別途） 

商業施設士補 
大学で認定を受けた指定科目を 34 単位以上修得し、商業

施設士補資格講習会を受講修了すること（費用別途） 

実務経験を重ねることによって受験資格が得られる主な資格 

技術士 
技術士補または第一次試験合格後、4 年の実務経験で第二

次試験の受験資格 合格者は技術士に登録 

測量士 測量士補として実務経験 1 年で資格取得 

二級施工管理技士 

（土木、建築、管工事、造園、

建設機械） 

実務経験 1年で受験資格 

一級施工管理技士 

（土木、建築、管工事、造園、

建設機械） 

実務経験 3年で受験資格 

建築設備士 実務経験 2年で受験資格 
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授業科目配当表（2025年度入学生）

学年

学期

課程
8

安全衛⽣ 1 ものつくり・ひとつく
り総合講義A

2 英語Ⅰ 2 英語Ⅱ 2 英語Ⅲ 2 SDGs-A 1 SDGs-B 1

ICT基礎および実習Ⅰ 1.5
データリテラシー・AI
基礎

1 スポーツ・コミュニケー
ション

1 デザイン思考 1 救命衛⽣法 1 留学⽣⽇本語Ⅱ 1

留学⽣⽇本語Ⅰ 2 ICT基礎および実習Ⅱ 1.5

1 創作実習A（夏期） 1

1 社会⼈基礎⼒育成講座Ⅱ 1

Fゼミ Fゼミ 2 基礎ゼミ 2

基礎数学Ⅰ 1 基礎数学Ⅱ 1 構造⼒学Ⅰ 1 構造⼒学Ⅱ 1 材料⼒学Ⅰ 1 材料⼒学Ⅱ 1 応⽤⼒学 1

構⼯法Ⅰ 1 構⼯法Ⅱ 1 建設概論 1 ⽊質材料および⽊材乾燥 1 建築施⼯ 1 建築環境⼯学Ａ 1 建築設備⼯学A 1

測量基礎および実習 1.5 安全⼯学 1 建築計画Ⅰ 1 社会基盤 1 仕上材料学 1 建築環境⼯学Ｂ 1 建築⽣産 1

⽊材基礎 1 地盤⼯学 1 ⼯程計画Ⅰ 1 測量Ⅰ 1 測量Ⅱ 1

都市計画 1 建設CADおよび実習Ｉ 1.5 測量および実習Ⅰ 1.5 測量および実習Ⅱ 1.5

住宅論 1 ⽊割と規矩 1

⽊造応⽤および実習Ⅰ 1.5

⽊造基礎および実習Ⅰ 1.5 ⽊造基礎および実習Ⅱ 1.5 ⽊造基礎および実習Ⅲ 1.5 ⽊造基礎および実習Ⅳ 1.5 ⽊造基礎および実習Ⅴ 1.5 ⽊造応⽤および実習Ⅱ 1.5

1.5 鋼構造 1

構造基礎および実習Ⅰ 1.5 構造基礎および実習Ⅱ 1.5 構造基礎および実習Ⅲ 1.5 構造基礎および実習Ⅳ 1.5 構造基礎および実習Ⅴ 1.5

1.5

1.5

湿式仕上技能および
実習

1.5 乾式仕上技能および
実習

1.5

仕上基礎および実習Ⅰ 1.5 仕上基礎および実習Ⅱ 1.5 仕上基礎および実習Ⅲ 1.5 仕上基礎および実習Ⅳ 1.5 仕上基礎および実習Ⅴ 1.5

⼈間⼯学 1 インテリア計画 1

環境設計および実習A 1.5

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 建築計画Ⅱ 1

1.5 1.5

１年 2年

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

基礎課程        応⽤課程        

３Ｑ ４Ｑ

教養
科⽬

基
礎
イ
ン
タ
�
ン
シ
�
プ
︵

⼀
般
・
建
築
⼠
・
測
量
︶

創作実習B（夏期） 1

社会⼈基礎⼒育成講座Ⅰ 社会⼈基礎⼒育成講座Ⅱ

専
⾨
共
通
科
⽬

︵
講
義
系
︶

基礎ゼミ

（木造建築コース関連科目） （木造建築コース）

基礎設計製図および
実習Ⅴ 建

築
Ｄ
系

イ
ン
テ
リ
ア
系

建
築
系

基礎設計製図および
実習Ⅰ

基礎設計製図および
実習Ⅱ

基礎設計製図および
実習Ⅲ

基礎設計製図および
実習Ⅳ

建築応⽤設計および
実習Ⅰ

建築応⽤設計および
実習Ⅱ

環
境
系

（建築デザインコース）

（仕上・インテリア関連科目）

仕
上
系

（仕上・インテリアコース）

コ
�
ス
別
専
⾨
科
⽬

︵
主
に
実
技
系
︶

（建築デザイン関連科目）

鋼構造物応⽤および
実習

伝統構法構造物および
実習Ⅰ

伝統構法構造物および
実習Ⅱ

（都市・建築コース関連科目）

都
市
系

（都市・建築コース）

 

ⅡⅡ--11．．授授業業科科目目配配当当表表（（22002255 年年度度入入学学生生））                              
開講される学期が変更される場合がありますので、各年度の時間割で確認してください。 
  
B_Ⅱ.1 授業科目配当表(2025 建設学科）.xlsx の表が入ります 
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ものつくり・ひとつくり総
合講義B

1 ⾔語と⽂化 1 ⽇本⽂化論 1 ⽂明と社会 1 1 1

1 1

2 8

⽇本建築史 1 ⻄洋建築史 1 近現代建築史 1 保全・保存修復学 1

建築設備⼯学B 1 建築法規Ⅱ 1 建設積算Ⅰ 1 建設積算Ⅱ 1

建築法規Ⅰ 1 建築法規Ⅲ 1

⼯程計画Ⅱ 1

1.5 1.5 1.5
⽊造軸組⼯法 1

⽊造応⽤および実習Ⅲ 1.5 ⽊造応⽤および実習Ⅴ 1.5 ⽊造応⽤および実習Ⅶ 1.5

⽊造応⽤および実習Ⅳ 1.5 ⽊造応⽤および実習Ⅵ 1.5 ⽊造応⽤および実習Ⅷ 1.5

⽊質構造新⼯法 1 ⽊質構造および実験Ⅰ 1.5 ⽊質構造および実験Ⅱ 1.5

⽊質構造設計演習Ⅰ 1 ⽊質構造設計演習Ⅱ 1

⾃然・都市 1 建設マネジメント 1
1.5 ⽔理・⼟質⼯学 1 RC構造物診断および実習 1.5

⽔防⼯学 1

1.5 1.5 1.5

RC施⼯ 1 建築構法 1 地震防災⼯学 1
鉄筋コンクリート構造 1 新耐震設計法および演習 2

1.5 1.5

造園・ガーデニング技法 1
仕上げ・下地・乾式・湿
式

1 外装仕上および実習I 1.5

ランドスケープ設計およ
び実習I

1.5
ランドスケープ設計およ
び実習II

1.5 外装仕上および実習II 1.5

⽊材⼯学 1 ⽊材加⼯法 1 家具技能および実習Ⅱ 1.5 家具技能および実習Ⅳ 1.5

1.5 家具技能および実習Ⅰ 1.5 家具技能および実習Ⅲ 1.5 家具技能および実習Ⅴ 1.5

環境設計および実習B 1.5 1.5 建築設備および実習 1.5 1.5

建築設備設計および実習I 1.5

建設CADおよび実習Ⅱ 1.5 建設CADおよび実習Ⅲ 1.5

1.5 1.5 1.5 1.5

景観計画 1 建築観察学 1
ユニバーサルデザイン設
計および実習

1.5

注 必修科⽬

３年 ４年

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

                   応⽤課程 専⾨研究課程

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

鉄筋コンクリート構造物
設計および実習

梅原猛で学ぶ
      学問と世界

Druckerで学ぶ
      マネジメント

社会⼈基礎⼒育成講座Ⅲ 社会⼈基礎⼒育成講座Ⅳ

応⽤ゼミ Lゼミ

卒業研究および制作

⽊造住宅設計および
実習Ⅱ

⽊造住宅設計および
実習Ⅰ

⽊造住宅設計および
実習Ⅲ

専⾨インターンシップ（⼀般・建築⼠・測量）          8

建築応⽤設計および実習Ⅲ 建築応⽤設計および実習
Ⅳ

建築応⽤設計および実習
Ⅴ

12

RC構造物応⽤および
実習Ⅰ

RC構造物応⽤および
実習Ⅱ

建築応⽤設計および実習
Ⅵ

インテリア設計および実習

建築設備設計および
実習II

環境調査測定および
 実習

構造物強度設計および
実習

都市インフラおよび実習

地盤調査⼟質実験
および実習
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授業科目一覧

必修 選択 選択必修

ICT基礎および実習I 1 2 1.5

安全衛生 1 1 1

データリテラシー・AI基礎 1 1 1

留学生日本語Ⅰ 1 2 2

ものつくり・ひとつくり総合講義A 1 2 2

留学生日本語Ⅱ 2 1 1

スポーツ・コミュニケーション 1 1 1

ICT基礎および実習II 1 2 1.5

英語Ⅰ 1 2 2

英語Ⅱ 1 2 2

デザイン思考 1 1 1

創作実習A 1 1 1

創作実習B 1 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅰ 1 1 1

Fゼミ 1 2 2

構造力学Ⅰ 1 1 1 ⑤ ◎ A-5

建築計画Ⅰ 1 1 1 ②

基礎数学Ⅰ 1 1 1 ◎

基礎数学Ⅱ 1 1 1 ◎

建設概論 1 1 1

構造力学Ⅱ 1 1 1 ⑤ ◎ A-5

地盤工学 1 1 1 ◎

安全工学 1 1 1 ⑩ A-3

構工法Ⅰ 1 1 1 ⑥

構工法Ⅱ 1 1 1 ⑥ A-4

社会基盤 1 1 1 ⑧ △

木材基礎 1 1 1 ⑦ A-4

測量基礎および実習 1 2 1.5 ⑩ ◎ A-5

都市計画 1 1 1 ⑩ ◎ A-3

木質材料および木材乾燥 1 1 1 ⑦ A-4

基礎設計製図および実習Ⅲ 1 2 1.5 ① B-1

木造基礎および実習Ⅰ 1 2 1.5 A-5

木造基礎および実習Ⅱ 1 2 1.5 ⑧ A-5

木造基礎および実習Ⅲ 1 2 1.5 ⑩ A-5

木造基礎および実習Ⅳ 1 2 1.5 A-5

構造基礎および実習Ⅰ 1 2 1.5 ⑧ A-5

構造基礎および実習Ⅱ 1 2 1.5 ⑦ A-5

構造基礎および実習Ⅲ 1 2 1.5 ⑧ A-5

構造基礎および実習Ⅳ 1 2 1.5 ⑧

基礎設計製図および実習Ⅰ 1 2 1.5 ⑩ B-1

基礎設計製図および実習Ⅱ 1 2 1.5 ① B-1

基礎設計製図および実習Ⅳ 1 2 1.5 ① B-1

仕上基礎および実習I 1 2 1.5

仕上基礎および実習Ⅱ 1 2 1.5 ⑧

仕上基礎および実習Ⅲ 1 2 1.5 ⑧

仕上基礎および実習Ⅳ 1 2 1.5 ⑧

社会人基礎力育成講座Ⅱ 2 1 1

英語Ⅲ 2 2 2

救命衛生法 2 1 1

SDGs-A 2 1 1

SDGs-B 2 1 1

留学生日本語Ⅱ 2 3 1

商業施設士補

教
養
科
目

専
門
共
通
科
目

専
門
科
目

授業科目の名称
（正式名称案）

配当年次

教
養
科
目

時間数
単位数

建築士
測量士補
◎必修
△選択

 

ⅡⅡ--22．．授授業業科科目目一一覧覧                                                
開講される学期が変更される場合がありますので、各年度の時間割で確認してください。 
  
B_Ⅱ.2 授業科目一覧表（2025 建設学科）.xls の表が入ります 
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授業科目一覧

必修 選択 選択必修
商業施設士補

授業科目の名称
（正式名称案）

配当年次 時間数
単位数

建築士
測量士補
◎必修
△選択

基礎ゼミ 2 2 2

建築環境工学Ａ 2 1 1 ③

材料力学Ⅰ 2 1 1 ⑤ ◎

材料力学Ⅱ 2 1 1 ⑤ △ A-5

工程計画Ⅰ 2 1 1 ⑧ A-4

仕上材料学 2 1 1 ⑦ A-5

建築施工 2 1 1

建築設備工学A 2 1 1 ④

建築環境工学Ｂ 2 1 1 ③ A-3

応用力学 2 1 1 ⑤ △

建設ＣＡＤおよび実習Ⅰ 2 2 1.5 ① B-1

測量Ⅰ 2 1 1 ⑩ ◎

測量Ⅱ 2 1 1 ◎

建築生産 2 1 1 ⑧

測量および実習Ⅰ 2 2 1.5 ⑩ ◎

測量および実習Ⅱ 2 2 1.5 ◎

一般基礎インターンシップ 2 40日 8

建築士基礎インターンシップ 2 40日 8 ⑩

測量基礎インターンシップ 2 40日 8 ◎

木造基礎および実習Ⅴ 2 2 1.5 ⑩

構造基礎および実習Ⅴ 2 2 1.5 ⑧

基礎設計製図および実習Ⅴ 2 2 1.5 ①

鋼構造物応用および実習 2 2 1.5 ⑧

建築応用設計および実習Ⅰ 2 2 1.5 ① B-1

建築応用設計および実習Ⅱ 2 2 1.5 ① B-1

仕上基礎および実習Ⅴ 2 2 1.5 ⑧ A-5

人間工学 2 1 1 ② A-3

建築計画Ⅱ 2 1 1 ②

インテリア計画 2 1 1 ② A-3

鋼構造 2 1 1 ⑥ △ A-4

木割と規矩 2 1 1 ⑩

住宅論 2 1 1 ②

木造応用および実習Ⅰ 2 2 1.5 ⑧ A-5

木造応用および実習Ⅱ 2 2 1.5 ⑧ A-5

伝統構法構造物および実習Ⅰ 2 2 1.5 ⑩ A-5

伝統構法構造物および実習Ⅱ 2 2 1.5 ⑩ A-5

湿式仕上技能および実習 2 2 1.5 ⑧ A-5

乾式仕上技能および実習 2 2 1.5 ⑧ A-5

環境設計および実習A 2 2 1.5 ③

ものつくり・ひとつくり総合講義B 3 1 1

言語と文化 3 1 1

日本文化論 3 1 1 A-1

文明と社会 3 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅲ 3 1 1

応用ゼミ 3 2 2

建築法規Ⅰ 3 1 1 ⑨

工程計画Ⅱ 3 1 1 ⑧ A-4

建築法規Ⅱ 3 1 1 ⑨ A-4

建築法規Ⅲ 3 1 1 ⑨ A-4

西洋建築史 3 1 1 ② A-3

建築設備工学B 3 1 1 ④ A-3

建設積算Ⅰ 3 1 1 ⑧ A-4

建設積算Ⅱ 3 1 1 ⑧ A-4

日本建築史 3 1 1 ② A-3

近現代建築史 3 1 1 ② A-3

保全・保存修復学 3 1 1 ②

専
門
科
目

教
養
科
目

専
門
共
通
科
目

専
門
共
通
科
目
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授業科目一覧

必修 選択 選択必修
商業施設士補

授業科目の名称
（正式名称案）

配当年次 時間数
単位数

建築士
測量士補
◎必修
△選択

建設ＣＡＤおよび実習Ⅱ 3 2 1.5 ① B-1

建設ＣＡＤおよび実習Ⅲ 3 2 1.5 ⑩ B-1

インテリア設計および実習 3 2 1.5 ① B-1

ユニバーサルデザイン設計および実習 3 2 1.5

木造軸組工法 3 1 1 ⑥

木材工学 3 1 1 ⑦ A-4

鉄筋コンクリート構造 3 1 1 ⑥ △ A-4

建築観察学 3 1 1 ②

仕上げ・下地・乾式・湿式 3 1 1 ⑦ A-5

木質構造新工法 3 1 1 ⑥ A-5

木材加工法 3 1 1

水理・土質工学 3 1 1 ⑤ ◎

水防工学 3 1 1 △

ＲＣ施工 3 1 1 ⑧ A-5

自然・都市 3 1 1 ◎ A-3

ランドスケープ設計および実習Ⅰ 3 2 1.5 ⑩ B-1

造園・ガーデニング技法 3 1 1 ⑩

木質構造設計演習Ⅰ 3 1 1 ⑥ B-1

木質構造設計演習Ⅱ 3 1 1 ⑥ B-1

建築構法 3 1 1 ⑩ A-4

景観計画 3 1 1 ② A-3

地震防災工学 3 1 1 ⑤

木造応用および実習Ⅲ 3 2 1.5 ⑧ A-5

木造応用および実習Ⅳ 3 2 1.5 ⑧ A-5

木造応用および実習Ⅴ 3 2 1.5 ⑧ A-5

木造応用および実習Ⅵ 3 2 1.5 ⑧ A-5

木造応用および実習Ⅶ 3 2 1.5 ⑧ A-5

木造応用および実習Ⅷ 3 2 1.5 ⑧ A-5

木質構造および実験Ⅰ 3 2 1.5 ⑦ A-5

木質構造および実験Ⅱ 3 2 1.5 ⑥ A-5

構造物強度設計および実習 3 2 1.5 ◎

鉄筋コンクリート構造物設計および実習 3 2 1.5

地盤調査土質実験および実習 3 2 1.5 ⑩ ◎ A-5

RC構造物応用および実習Ⅰ 3 2 1.5 ⑧ A-5

RC構造物応用および実習Ⅱ 3 2 1.5 ⑧ A-5

都市インフラおよび実習 3 2 1.5 △

木造住宅設計および実習Ⅰ 3 2 1.5 ① B-1

木造住宅設計および実習Ⅱ 3 2 1.5 ① B-1

木造住宅設計および実習Ⅲ 3 2 1.5 ① B-1

建築応用設計および実習Ⅲ 3 2 1.5 ① B-1

建築応用設計および実習Ⅳ 3 2 1.5 ① B-1

建築応用設計および実習Ⅴ 3 2 1.5 ① B-1

建築応用設計および実習Ⅵ 3 2 1.5 ① B-1

建築設備および実習 3 2 1.5 ⑩ A-5

環境設計および実習B 3 2 1.5 ④

環境調査測定および実習 3 2 1.5 ③

家具技能および実習Ⅰ 3 2 1.5 A-5

家具技能および実習Ⅱ 3 2 1.5 A-5

家具技能および実習Ⅲ 3 2 1.5 A-5

家具技能および実習Ⅳ 3 2 1.5 A-5

家具技能および実習Ⅴ 3 2 1.5 A-5

RC構造物診断および実習 3 2 1.5 ⑧

建築設備設計および実習I 3 2 1.5 ④

建築設備設計および実習II 3 2 1.5 ④

新耐震設計法および演習 3 2 2 ⑤

ランドスケープ設計および実習Ⅱ 3 2 1.5 ⑩

外装仕上および実習Ⅰ 3 2 1.5 ⑧

外装仕上および実習Ⅱ 3 2 1.5 ⑧

建設マネジメント 3 1 1 ⑧ ◎ A-1

専
門
科
目

専
門
科
目
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授業科目一覧

必修 選択 選択必修
商業施設士補

授業科目の名称
（正式名称案）

配当年次 時間数
単位数

建築士
測量士補
◎必修
△選択

梅原猛で学ぶ学問と世界 4 1 1

Druckerで学ぶマネジメント 4 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅳ 4 1 1

Lゼミ 4 2 8

卒業研究および制作 4 4Q分 12

一般専門インターンシップ 4 40日 8

建築士専門インターンシップ 4 40日 8 ⑩

測量専門インターンシップ 4 40日 8 △

教
養
科
目

専門共通科目

専
門
科
目
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ⅡⅡ--33．．カカリリキキュュララムムツツリリーー                                          
この図は、建設学科で開講される授業科目間の関連を学習内容の連続性に基づいて示しています。図から、上級年次の科目を選択す

るうえで履修しておくことが望ましい科目が分かりますので、履修の計画を立てる際の参考にしてください。なお、専門コースと科

目の関係については授業科目一覧または授業科目配当表で確認してください。 
  
B_Ⅱ.3 カリキュラムツリー（2025）.xlsx の表が入ります 
    １学年第１Ｑ １学年第２Ｑ １学年第３Ｑ １学年第４Ｑ ２学年第１Ｑ ２学年第２Ｑ ２学年第３Ｑ

ゼゼミミ Fゼミ Fゼミ 基礎ゼミ

建建築築計計画画 建設概論 住宅論

建築計画Ⅰ 建築計画Ⅱ

人間工学

設設計計製製図図
基礎設計製図および実習

Ⅰ
基礎設計製図および実習

Ⅱ
基礎設計製図および実習

Ⅲ
基礎設計製図および実習

Ⅳ
基礎設計製図および実習

Ⅴ
建築応用設計および実習

Ⅰ

イインンテテリリアア

CCAADD 建設CADおよび実習Ｉ

環環境境設設備備 建築環境工学Ａ

建築環境工学Ｂ

構構造造材材料料力力学学 基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅱ 構造力学Ⅰ 構造力学Ⅱ 材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ

建建築築生生産産 構工法Ⅰ 構工法Ⅱ 建築施工

安全工学 工程計画Ⅰ

木木造造 木造基礎および実習Ⅰ 木造基礎および実習Ⅱ 木造基礎および実習Ⅲ 木造基礎および実習Ⅳ 木造基礎および実習Ⅴ

木木材材・・家家具具 木材基礎 木質材料および木材乾燥

建建築築仕仕上上げげ 仕上基礎および実習Ⅰ 仕上基礎および実習Ⅱ 仕上基礎および実習Ⅲ 仕上基礎および実習Ⅳ 仕上基礎および実習Ⅴ 湿式仕上技能および実習

仕上材料学

一一般般構構造造 構造基礎および実習Ⅰ 構造基礎および実習Ⅱ 構造基礎および実習Ⅲ 構造基礎および実習Ⅳ 構造基礎および実習Ⅴ
伝統構法構造物および実

習Ⅰ

伝統構法構造物および実
習Ⅱ

鋼構造物応用および実習

社社会会基基盤盤 測量基礎および実習 地盤工学 測量Ⅰ

社会基盤 測量および実習Ⅰ

都市計画

基礎ゼミ　　　　　　　　a

分野

b

c

d

e

f

m

n

p

q

g

h

i

j

k
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２学年第４Ｑ ３学年第１Ｑ ３学年第２Ｑ ３学年第３Ｑ ３学年第４Ｑ ４学年第１Ｑ ４学年第２Ｑ ４学年第３Ｑ ４学年第４Ｑ

日本建築史 西洋建築史 近現代建築史 保全・保存修復学

景観計画 建築観察学

建築応用設計および実習
Ⅱ

建築応用設計および実習
Ⅲ

建築応用設計および実習
Ⅳ

建築応用設計および実習
Ⅴ

建築応用設計および実習
Ⅵ

ユニバーサルデザイン
設計および実習

インテリア計画 インテリア設計および実習

建設CADおよび実習Ⅱ 建設CADおよび実習Ⅲ

建築設備工学A 建築設備工学B 建築設備設計および実習I
建築設備設計および実習

II

環境設計および実習A 環境設計および実習B 環境調査測定および実習 建築設備および実習

建建築築法法規規 建築法規Ⅰ 建築法規Ⅱ 建築法規Ⅲ

応用力学 新耐震設計法および演習 地震防災工学

建築生産 建設積算Ⅰ 建設積算Ⅱ

工程計画Ⅱ 建築構法

木造応用および実習Ⅰ 木造応用および実習Ⅲ 木造応用および実習Ⅴ 木造応用および実習Ⅶ

木造応用および実習Ⅱ 木造応用および実習Ⅳ 木造応用および実習Ⅵ 木造応用および実習Ⅷ

木割と規矩 木造軸組工法
木造住宅設計および実習

Ⅰ
木造住宅設計および実習

Ⅱ
木造住宅設計および実習

Ⅲ

木質構造新工法 木質構造設計演習Ⅰ 木質構造設計演習Ⅱ

木質構造および実験Ⅰ 木質構造および実験Ⅱ

木材工学 木材加工法 家具技能および実習Ⅱ 家具技能および実習Ⅳ

家具技能および実習Ⅰ 家具技能および実習Ⅲ 家具技能および実習Ⅴ

乾式仕上技能および実習 仕上げ・下地・乾式・湿式 外装仕上および実習I

外装仕上および実習II

RC構造物応用および実
習Ⅰ

RC構造物応用および実
習Ⅱ

RC施工

鋼構造 鉄筋コンクリート構造

測量Ⅱ
地盤調査土質実験および

実習
構造物強度設計および実

習
建設マネジメント

測量および実習Ⅱ 都市インフラおよび実習 水理・土質工学
RC構造物診断および実

習

水防工学
鉄筋コンクリート構造物

設計および実習

自然・都市

造造園園 造園・ガーデニング技法
ランドスケープ設計

および実習I
ランドスケープ設計

および実習II

　　　　　　基礎ゼミ 応用ゼミ Lゼミ
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

木造基礎および実習Ⅰ 基礎設計製図および実習Ⅱ 構造力学Ⅰ 木造基礎および実習Ⅳ 基礎ゼミ 一般基礎インターンシップ

測量基礎および実習 構造基礎および実習Ⅱ 建築計画Ⅰ 社会基盤 仕上材料学 建築士基礎インターンシップ 建築環境工学Ａ

基礎数学Ⅰ 安全工学 基礎設計製図および実習Ⅲ 地盤工学 木造基礎および実習Ⅴ 測量基礎インターンシップ 建築環境工学Ｂ

構工法Ⅰ 仕上基礎および実習Ⅱ 木造基礎および実習Ⅲ 構造力学Ⅱ 建築施工 鋼構造物応用および実習

構造基礎および実習Ⅰ 構工法Ⅱ 建設概論 基礎設計製図および実習Ⅳ 材料力学Ⅰ 建築応用設計および実習Ⅰ

基礎設計製図および実習Ⅰ 木造基礎および実習Ⅱ 構造基礎および実習Ⅲ 構造基礎および実習Ⅳ 工程計画Ⅰ 測量および実習Ⅰ

仕上基礎および実習Ⅰ 木材基礎 仕上基礎および実習Ⅲ 仕上基礎および実習Ⅳ 建設CADおよび実習Ⅰ 人間工学

基礎数学Ⅱ 都市計画 構造基礎および実習Ⅴ 建築計画Ⅱ

木質材料および木材乾燥 仕上基礎および実習Ⅴ 住宅論

伝統構法構造物および実習Ⅰ

伝統構法構造物および実習Ⅱ

測量Ⅰ

材料力学Ⅱ

Ｆゼミ 木造基礎および実習Ⅱ 構造基礎および実習Ⅲ Ｆゼミ 基礎ゼミ 一般基礎インターンシップ

木造基礎および実習Ⅰ 構造基礎および実習Ⅱ 仕上基礎および実習Ⅲ 仕上基礎および実習Ⅳ 木造基礎および実習Ⅴ 建築士基礎インターンシップ 鋼構造物応用および実習

測量基礎および実習 安全工学 木造基礎および実習Ⅲ 木造基礎および実習Ⅳ 工程計画Ⅰ 測量基礎インターンシップ 建築応用設計および実習Ⅰ

構工法Ⅰ 基礎設計製図および実習Ⅴ 伝統構法構造物および実習Ⅰ

構造基礎および実習Ⅰ 伝統構法構造物および実習Ⅱ

仕上基礎および実習Ⅰ 湿式仕上技能および実習

測量Ⅰ

測量基礎および実習 構工法Ⅱ 建築計画Ⅰ 社会基盤 基礎ゼミ 一般基礎インターンシップ

構工法Ⅰ 安全工学 建設概論 仕上基礎および実習Ⅳ 工程計画Ⅰ 建築士基礎インターンシップ 建築環境工学Ａ

仕上基礎および実習Ⅰ 基礎設計製図および実習Ⅴ 測量基礎インターンシップ 建築環境工学Ｂ

構造基礎および実習Ⅴ 建築応用設計および実習Ⅰ

人間工学

住宅論

伝統構法構造物および実習Ⅰ

伝統構法構造物および実習Ⅱ

Ｆゼミ 建設概論 Ｆゼミ 基礎ゼミ 一般基礎インターンシップ

構造基礎および実習Ⅳ 木造基礎および実習Ⅴ 建築士基礎インターンシップ 建築応用設計および実習Ⅰ

構造基礎および実習Ⅴ 人間工学

住宅論

ディプロマ・ポリシー
（DP）

1年 ２年

① 建設関連分野（木造建
築、都市・建築、仕上・インテ
リア、建築デザイン）に関わ
る基礎的学力、専門的知
識、技術技能の他、実践的
な場面で創意工夫ができる
現場力を有すること。

基礎ゼミ　　　　　　　　

② 学修課程のなかでチーム
が一丸となる協調性を持ち、
また、リーダーとしての課題
設定と解決のためのマネジ
メント力、困難を乗り越えら
れる耐力と胆力を有するこ
と。

基礎ゼミ　　　　　　　　

③ 多様化する建設関連業
界の一員となるため、異文
化などの受容と尊重が行
え、更に進化する科学技術
や社会経済のグローバル化
にも対応できる能力を有す
ること。

基礎ゼミ　　　　　　　　

④ 実社会が要求する専門
的知識と技術技能に加え、
社会性や倫理性を持って価
値観の違う相手との双方向
コミュニケーションが図れる
能力を有すること。

基礎ゼミ　　　　　　　　

 

ⅡⅡ--44．．カカリリキキュュララムムママッッププ                                          
この図は、建設学科で開講される授業科目とディプロマ・ポリシーとの関係性を示しています。各科目について、学生が卒業までに

身につけるべき能力のどの項目と関連するのかを示しています。履修の計画を立てる際の参考にしてください。 
  
B_Ⅱ.4 カリキュラムマップ(2025 建設学科).xlsx の表が入ります 
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4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

建築法規Ⅰ 木材加工法

建築生産 工程計画Ⅱ
ランドスケープ設計および実習

Ⅰ
建築法規Ⅲ 建設積算Ⅱ

測量Ⅱ 建設CADおよび実習Ⅱ 西洋建築史 木造応用および実習Ⅶ 木質構造および実験Ⅱ

応用力学 日本建築史 景観計画 木造応用および実習Ⅷ RC構造物診断および実習

建築応用設計および実習Ⅱ インテリア設計および実習 家具技能および実習Ⅰ 木造住宅設計および実習Ⅱ 家具技能および実習Ⅳ

インテリア計画 鉄筋コンクリート構造 水理・土質工学 建築応用設計および実習Ⅴ 家具技能および実習Ⅴ

測量および実習Ⅱ 建築設備工学B 水防工学 建築設備設計および実習Ⅰ
ユニバーサルデザイン設計お

よび実習

建築設備工学A RC施工 建設CADおよび実習Ⅲ 建築構法 保全・保存修復学

鋼構造 木造応用および実習Ⅲ 建築法規Ⅱ 仕上げ・下地・乾式・湿式 地震防災工学

木割と規矩 木造応用および実習Ⅳ 木造応用および実習Ⅴ 建設積算Ⅰ
鉄筋コンクリート構造物設計お

よび実習

木造応用および実習Ⅰ 地盤調査土質実験および実習 木造応用および実習Ⅵ 近現代建築史 木造住宅設計および実習Ⅲ

木造応用および実習Ⅱ RC構造物応用および実習Ⅰ RC構造物応用および実習Ⅱ 木質構造および実験Ⅰ 建築応用設計および実習Ⅵ

乾式仕上技能および実習 都市インフラおよび実習 木造住宅設計および実習Ⅰ 家具技能および実習Ⅱ 建築設備設計および実習Ⅱ

環境設計および実習A 建築応用設計および実習Ⅲ 建築応用設計および実習Ⅳ 家具技能および実習Ⅲ 外装仕上および実習Ⅰ

環境設計および実習B 環境調査測定および実習 建築観察学 外装仕上および実習Ⅱ

木造軸組工法 木質構造新工法 新耐震設計法および演習 木質構造設計演習Ⅱ

木材工学 自然・都市 木質構造設計演習Ⅰ

造園・ガーデニング技法
ランドスケープ設計および実習

Ⅱ

工程計画Ⅱ
ランドスケープ設計および実習

Ⅰ

建築生産 木造応用および実習Ⅲ 景観計画 木造応用および実習Ⅶ 木質構造および実験Ⅱ

建築応用設計および実習Ⅱ 木造応用および実習Ⅳ 家具技能および実習Ⅰ 木造応用および実習Ⅷ RC構造物診断および実習

測量および実習Ⅱ RC構造物応用および実習Ⅰ 木造応用および実習Ⅴ 建築応用設計および実習Ⅴ 家具技能および実習Ⅳ

乾式仕上技能および実習 木造軸組工法 木造応用および実習Ⅵ 建築設備および実習 家具技能および実習Ⅴ

木造応用および実習Ⅰ 建築応用設計および実習Ⅲ 構造物強度設計および実習 建築構法 外装仕上および実習Ⅰ

木造応用および実習Ⅱ RC構造物応用および実習Ⅱ 建設積算Ⅰ 外装仕上および実習Ⅱ

建築応用設計および実習Ⅳ 木質構造および実験Ⅰ

ランドスケープ設計および実習
Ⅱ

家具技能および実習Ⅱ

家具技能および実習Ⅲ

日本建築史 西洋建築史

建築生産 工程計画Ⅱ 景観計画 建築構法 建設マネジメント

測量Ⅱ 構造物強度設計および実習 建設積算Ⅰ
ユニバーサルデザイン設計お

よび実習

建築応用設計および実習Ⅱ 建築応用設計および実習Ⅳ 近現代建築史 保全・保存修復学

測量および実習Ⅱ 建築応用設計および実習Ⅵ

木割と規矩 外装仕上および実習Ⅰ

鋼構造 外装仕上および実習Ⅱ

建設CADおよび実習Ⅱ 景観計画

建築応用設計および実習Ⅱ インテリア設計および実習 家具技能および実習Ⅰ 木造応用および実習Ⅶ 建設マネジメント

鋼構造 鉄筋コンクリート構造 建設CADおよび実習Ⅲ 木造応用および実習Ⅷ 建設積算Ⅱ

環境設計および実習A 木造応用および実習Ⅲ 木造応用および実習Ⅴ 木造住宅設計および実習Ⅱ RC構造物診断および実習

木造応用および実習Ⅰ 木造応用および実習Ⅳ 木造応用および実習Ⅵ 建築応用設計および実習Ⅴ 木造住宅設計および実習Ⅲ

木造応用および実習Ⅱ RC構造物応用および実習Ⅰ 構造物強度設計および実習 建設積算Ⅰ 建築応用設計および実習Ⅵ

環境設計および実習B RC構造物応用および実習Ⅱ 新耐震設計法および演習 地震防災工学

建築応用設計および実習Ⅲ 建築応用設計および実習Ⅳ
ランドスケープ設計および実習

Ⅱ

環境調査測定および実習

西洋建築史

授業科目名

３年 ４年

　　　　　　基礎ゼミ 応用ゼミ Ｌゼミ

卒業研究および制作

建築士専門インターンシップ

測量専門インターンシップ

　　　　　　基礎ゼミ 応用ゼミ Ｌゼミ

卒業研究および制作

測量専門インターンシップ

　　　　　　基礎ゼミ 応用ゼミ Ｌゼミ

卒業研究および制作

測量専門インターンシップ

　　　　　　基礎ゼミ 応用ゼミ Ｌゼミ

卒業研究および制作

一般専門インターンシップ

建築士専門インターンシップ
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ⅡⅡ--55．．ナナンンババリリンンググ                                          
この表は、建設学科で開講される授業科目に番号を付して分類することで、学修の段階や順序等を示しています。カリキュラムツリ

ーとあわせて、履修の計画を立てる際の参考にしてください。 

  
B_Ⅱ.5 ナンバリング(2025 建設学科).xlsx の表が入ります 

  
  
  
  
  
  
  
  
    

灰色：必修科目

第3区分

コース
履修区
分

科目区
分

授業形態

必修：1 教養：1
講1,演2,講
義演習3

選択必
修：2 専門：2 実習実験4

選択：3 IS:3 講義実習5 必修 選択 選択必修

Fゼミ B 1 C 1 2 1 a01 1 1・4 2 2

基礎ゼミ B 2 C 1 2 1 a02 2 1,3,4 2 2

応用ゼミ B 3 C 1 2 1 a03 3 3,4 2 2

Lゼミ B 4 C 1 2 1 a04 4 通年 2 8

一般基礎インターンシップ B 2 C 1 3 4 a11 2 2 40日 8

建築士基礎インターンシップ B 2 C 1 3 4 a12 2 2 40日 8

測量基礎インターンシップ B 2 C 1 3 4 a13 2 2 40日 8

一般専門インターンシップ B 4 C 3 3 4 a21 4 1～3 40日 8

建築士専門インターンシップ B 4 C 3 3 4 a22 4 1～3 40日 8

測量専門インターンシップ B 4 C 3 3 4 a23 4 1～3 40日 8

卒業研究および制作 B 4 C 1 2 4 a31 4 通年 4Q分 12

建設概論 B 1 C 3 2 1 b01 1 3 1 1

住宅論 B 2 T 3 2 1 b02 2 3 1 1

西洋建築史 B 3 C 3 2 1 b03 3 2 1 1

日本建築史 B 3 C 3 2 1 b04 3 1 1 1

近現代建築史 B 3 C 3 2 1 b05 3 3 1 1

保全・保存修復学 B 3 C 3 2 1 b06 3 4 1 1

ｓ B 1 C 1 2 1 b11 1 3 1 1

建築計画Ⅱ B 2 D 3 2 1 b12 2 3 1 1

人間工学 B 2 F 3 2 1 b13 2 3 1 1

景観計画 B 3 D 3 2 1 b14 3 2 1 1

建築観察学 B 3 D 3 2 1 b15 3 3 1 1

基礎設計製図および実習Ⅰ B 1 D 3 2 5 c01 1 1 2 1.5

基礎設計製図および実習Ⅱ B 1 D 3 2 5 c02 1 2 2 1.5

基礎設計製図および実習Ⅲ B 1 D 1 2 5 c03 1 3 2 1.5

基礎設計製図および実習Ⅳ B 1 D 3 2 5 c04 1 4 2 1.5

基礎設計製図および実習Ⅴ B 2 D 3 2 5 c05 2 1 2 1.5

建築応用設計および実習Ⅰ B 2 D 3 2 5 c06 2 3 2 1.5

建築応用設計および実習Ⅱ B 2 D 3 2 5 c07 2 4 2 1.5

建築応用設計および実習Ⅲ B 3 D 3 2 5 c08 3 1 2 1.5

建築応用設計および実習Ⅳ B 3 D 3 2 5 c09 3 2 2 1.5

建築応用設計および実習Ⅴ B 3 D 3 2 5 c10 3 3 2 1.5

建築応用設計および実習Ⅵ B 3 D 3 2 5 c11 3 4 2 1.5

ユニバーサルデザイン設計および実習 B 3 D 3 2 5 c12 3 4 2 1.5

インテリア計画 B 2 F 3 2 1 d01 2 4 1 1

インテリア設計および実習 B 3 F 3 2 5 d02 3 1 2 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅰ B 2 C 3 2 5 e01 2 1 2 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅱ B 3 D 3 2 5 e02 3 1 2 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅲ B 3 D 3 2 5 e03 3 2 2 1.5

建築環境工学Ａ B 2 C 1 2 1 f01 2 3 1 1

建築環境工学Ｂ B 2 C 3 2 1 f02 2 3 1 1

環境設計および実習A B 2 D 3 2 5 f03 2 4 2 1.5

環境設計および実習B B 3 D 3 2 5 f04 3 1 2 1.5

環境調査測定および実習 B 3 D 3 2 5 f05 3 2 2 1.5

第1区分 第2区分

授業科目の名称
（正式名称案）

学科 学年

共通
C

木道T
都市S
,F,D

分野
コード

当年 クォータ 時間数

単位数
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灰色：必修科目

コース
履修区
分

科目区
分

授業形態

必修：1 教養：1
講1,演2,講
義演習3

選択必
修：2 専門：2 実習実験4

選択：3 IS:3 講義実習5 必修 選択 選択必修

授業科目の名称
（正式名称案）

学科 学年

共通
C

木道T
都市S
,F,D

分野
コード

当年 クォータ 時間数

単位数

建築設備工学A B 2 C 3 2 1 f11 2 4 1 1

建築設備工学B B 3 C 3 2 1 f12 3 1 1 1

建築設備設計および実習I B 3 D 3 2 5 f13 3 3 2 1.5

建築設備および実習 B 3 D 3 2 5 f14 3 3 2 1.5

建築設備設計および実習II B 3 D 3 2 5 f15 3 4 2 1.5

建築法規Ⅰ B 3 C 1 2 1 g01 3 1 1 1

建築法規Ⅱ B 3 C 3 2 1 g02 3 2 1 1

建築法規Ⅲ B 3 C 3 2 1 g03 3 3 1 1

基礎数学Ⅰ B 1 C 3 2 1 h01 1 1 1 1

基礎数学Ⅱ B 1 C 3 2 1 h02 1 2 1 1

構造力学Ⅰ B 1 C 1 2 1 h03 1 3 1 1

構造力学Ⅱ B 1 C 3 2 1 h04 1 4 1 1

材料力学Ⅰ B 2 C 3 2 1 h05 2 1 1 1

材料力学Ⅱ B 2 C 3 2 1 h06 2 3 1 1

応用力学 B 2 C 3 2 1 h07 2 4 1 1

新耐震設計法および演習 B 3 S 3 2 3 h08 3 3 2 2

地震防災工学 B 3 S 3 2 1 h09 3 4 1 1

構工法Ⅰ B 1 C 3 2 1 i01 1 1 1 1

構工法Ⅱ B 1 C 3 2 1 i02 1 2 1 1

建築施工 B 2 C 3 2 1 i03 2 1 1 1

建築生産 B 2 C 3 2 1 i04 2 4 1 1

建築構法 B 3 S 3 2 1 i05 3 3 1 1

安全工学 B 1 C 3 2 1 i11 1 2 1 1

工程計画Ⅰ B 2 C 3 2 1 i12 2 1 1 1

工程計画Ⅱ B 3 C 3 2 1 i13 3 1 1 1

建設積算Ⅰ B 3 C 3 2 1 i21 3 3 1 1

建設積算Ⅱ B 3 C 3 2 1 i22 3 4 1 1

木造基礎および実習Ⅰ B 1 T 3 2 5 m01 1 1 2 1.5

木造基礎および実習Ⅱ B 1 T 3 2 5 m02 1 2 2 1.5

木造基礎および実習Ⅲ B 1 T 3 2 5 m03 1 3 2 1.5

木造基礎および実習Ⅳ B 1 T 3 2 5 m04 1 4 2 1.5

木造基礎および実習Ⅴ B 2 T 3 2 5 m05 2 1 2 1.5

木造応用および実習Ⅰ B 2 T 3 2 5 m06 2 4 2 1.5

木造応用および実習Ⅱ B 2 T 3 2 5 m07 2 4 2 1.5

木割と規矩 B 2 T 3 2 1 m08 2 4 1 1

木造応用および実習Ⅲ B 3 T 3 2 5 m09 3 1 2 1.5

木造応用および実習Ⅳ B 3 T 3 2 5 m10 3 1 2 1.5

木造応用および実習Ⅴ B 3 T 3 2 5 m11 3 2 2 1.5

木造応用および実習Ⅵ B 3 T 3 2 5 m12 3 2 2 1.5

木造応用および実習Ⅶ B 3 T 3 2 5 m13 3 3 2 1.5

木造応用および実習Ⅷ B 3 T 3 2 5 m14 3 3 2 1.5

木造軸組工法 B 3 T 3 2 1 m21 3 1 1 1

木質構造新工法 B 3 T 3 2 1 m22 3 2 1 1

木質構造設計演習Ⅰ B 3 T 3 2 2 m31 3 3 1 1

木質構造設計演習Ⅱ B 3 T 3 2 2 m32 3 4 1 1

木質構造および実験Ⅰ B 3 T 3 2 5 m33 3 3 2 1.5

木質構造および実験Ⅱ B 3 T 3 2 5 m34 3 4 2 1.5

木造住宅設計および実習Ⅰ B 3 T 3 2 5 m41 3 2 2 1.5

木造住宅設計および実習Ⅱ B 3 T 3 2 5 m42 3 3 2 1.5

木造住宅設計および実習Ⅲ B 3 T 3 2 5 m43 3 4 2 1.5

木材基礎 B 1 C 3 2 1 k01 1 2 1 1

木質材料および木材乾燥 B 1 C 3 2 1 k02 1 4 1 1

木材工学 B 3 F 3 2 1 k03 3 1 1 1

木材加工法 B 3 F 3 2 1 k04 3 2 1 1

－ 75 －



灰色：必修科目

コース
履修区
分

科目区
分

授業形態

必修：1 教養：1
講1,演2,講
義演習3

選択必
修：2 専門：2 実習実験4

選択：3 IS:3 講義実習5 必修 選択 選択必修

授業科目の名称
（正式名称案）

学科 学年

共通
C

木道T
都市S
,F,D

分野
コード

当年 クォータ 時間数

単位数

家具技能および実習Ⅰ B 3 F 3 2 5 k05 3 2 2 1.5

家具技能および実習Ⅱ B 3 F 3 2 5 k06 3 3 2 1.5

家具技能および実習Ⅲ B 3 F 3 2 5 k07 3 3 2 1.5

家具技能および実習Ⅳ B 3 F 3 2 5 k08 3 4 2 1.5

家具技能および実習Ⅴ B 3 F 3 2 5 k09 3 4 2 1.5

仕上基礎および実習I B 1 F 3 2 5 m01 1 1 2 1.5

仕上基礎および実習II B 1 F 3 2 5 m02 1 2 2 1.5

仕上基礎および実習Ⅲ B 1 F 3 2 5 m03 1 3 2 1.5

仕上基礎および実習Ⅳ B 1 F 3 2 5 m04 1 4 2 1.5

仕上基礎および実習Ⅴ B 2 F 3 2 5 m05 2 1 2 1.5

仕上材料学 B 2 C 3 2 1 m06 2 1 1 1

湿式仕上技能および実習 B 2 F 3 2 5 m07 2 3 2 1.5

乾式仕上技能および実習 B 2 F 3 2 5 m08 2 4 2 1.5

仕上げ・下地・乾式・湿式 B 3 F 3 2 1 m09 3 3 1 1

外装仕上および実習Ⅰ B 3 F 3 2 5 m10 3 4 2 1.5

外装仕上および実習Ⅱ B 3 F 3 2 5 m11 3 4 2 1.5

構造基礎および実習Ⅰ B 1 S 3 2 5 n01 1 1 2 1.5

構造基礎および実習Ⅱ B 1 S 3 2 5 n02 1 2 2 1.5

構造基礎および実習Ⅲ B 1 S 3 2 5 n03 1 3 2 1.5

構造基礎および実習Ⅳ B 1 S 3 2 5 n04 1 4 2 1.5

構造基礎および実習Ⅴ B 2 S 3 2 5 n05 2 1 2 1.5

鋼構造物応用および実習 B 2 S 3 2 5 n06 2 3 2 1.5

鋼構造 B 2 S 3 2 1 n07 2 4 1 1

RC構造物応用および実習Ⅰ B 3 S 3 2 5 n08 3 1 2 1.5

ＲＣ施工 B 3 S 3 2 1 n09 3 1 1 1

鉄筋コンクリート構造 B 3 S 3 2 1 n10 3 1 1 1

RC構造物応用および実習Ⅱ B 3 S 3 2 5 n11 3 2 2 1.5

伝統構法構造物および実習Ⅰ B 2 S 3 2 5 n21 2 3 2 1.5

伝統構法構造物および実習Ⅱ B 2 S 3 2 5 n22 2 3 2 1.5

測量基礎および実習 B 1 C 3 2 5 p01 1 1 2 1.5

測量Ⅰ B 2 C 3 2 1 p02 2 3 1 1

測量および実習Ⅰ B 2 C 3 2 5 p03 2 3 2 1.5

測量Ⅱ B 2 C 3 2 1 p04 2 4 1 1

測量および実習Ⅱ B 2 C 3 2 5 p05 2 4 2 1.5

地盤工学 B 1 C 3 2 1 p11 1 4 1 1

地盤調査土質実験および実習 B 3 S 3 2 5 p12 3 1 2 1.5

水理・土質工学 B 3 S 3 2 1 p13 3 2 1 1

水防工学 B 3 S 3 2 1 p14 3 2 1 1

社会基盤 B 1 C 3 2 1 p21 1 4 1 1

都市計画 B 1 C 3 2 1 p22 1 4 1 1

都市インフラおよび実習 B 3 S 3 2 5 p23 3 1 2 1.5

自然・都市 B 3 S 3 2 1 p24 3 2 1 1

建設マネジメント B 3 S 3 2 1 p25 3 4 1 1

構造物強度設計および実習 B 3 S 3 2 5 p31 3 2 2 1.5

RC構造物診断および実習 B 3 S 3 2 5 p32 3 4 2 1.5

鉄筋コンクリート構造物設計および実習 B 3 S 3 2 5 p33 3 4 2 1.5

ランドスケープ設計および実習Ⅰ B 3 F 3 2 5 そ01 3 2 2 1.5

ランドスケープ設計および実習Ⅱ B 3 F 3 2 5 そ02 3 3 2 1.5

造園・ガーデニング技法 B 3 F 3 2 1 そ03 3 1 1 1

ものつくり・ひとつくり総合講義A B 1 C 2 1 1 u01 1 2 2 2

ものつくり・ひとつくり総合講義B B 3 C 2 1 1 u02 3 1 1 1

スポーツ・コミュニケーション B 1 C 2 1 1 u11 1 3 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅰ B 1 C 2 1 1 u21 1 通年 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅱ B 2 C 1 1 1 u22 2 1,3,4 1 1
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灰色：必修科目

コース
履修区
分

科目区
分

授業形態

必修：1 教養：1
講1,演2,講
義演習3

選択必
修：2 専門：2 実習実験4

選択：3 IS:3 講義実習5 必修 選択 選択必修

授業科目の名称
（正式名称案）

学科 学年

共通
C

木道T
都市S
,F,D

分野
コード

当年 クォータ 時間数

単位数

社会人基礎力育成講座Ⅲ B 3 C 2 1 1 u23 3 通年 1 1

社会人基礎力育成講座Ⅳ B 4 C 2 1 1 u24 4 通年 1 1

安全衛生 B 1 C 1 1 1 t01 1 1 1 1

救命衛生法 B 2 C 2 1 1 t02 2 1 1 1

創作実習A B 1 C 2 1 4 t11 1 2（夏季集中） 1 1

創作実習B B 1 C 2 1 4 t12 1 2（夏季集中） 1 1

ICT基礎および実習I B 1 C 1 1 5 t21 1 1 2 1.5

データリテラシー・AI基礎 B 1 C 1 1 5 t22 1 2 1 1

ICT基礎および実習II B 1 C 2 1 5 t23 1 3 2 1.5

デザイン思考 B 1 C 2 1 1 t31 1 4 1 1

英語Ⅰ B 1 C 2 1 1 v01 1 3 2 2

英語Ⅱ B 1 C 2 1 1 v02 1 4 2 2

英語Ⅲ B 2 C 2 1 1 v03 2 1 2 2

SDGs-A B 2 C 2 1 1 v11 2 3 1 1

SDGs-B B 2 C 2 1 1 v12 2 4 1 1

言語と文化 B 3 C 2 1 1 v21 3 2 1 1

日本文化論 B 3 C 2 1 1 v31 3 3 1 1

梅原猛で学ぶ学問と世界 B 4 C 2 1 1 v32 4 1 1 1

文明と社会 B 3 C 2 1 1 v41 3 4 1 1

Druckerで学ぶマネジメント B 4 C 2 1 1 v42 4 2 1 1

留学生日本語Ⅰ B 1 C 2 1 1 v51 1 1 2 2

留学生日本語Ⅱ B 2 C 2 1 1 v52 2 1 1 1
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ⅢⅢ．．資資格格関関連連指指定定科科目目    
 
 

   施工管理技士（※）の受験資格取得のための指定科目はありません。卒業

後、定められた実務経験を経て受験が可能となります。 

   なお、二級の第一次検定に関しては、在学中に受験することができます。

第一次検定に合格すると施工管理技士補の資格が取得できます。 

（※建築・土木・建設機械・電気工事・管工事・造園） 

 
 

・建築士資格試験指定科目一覧表  ･･････････････････ 80 
・測量士補の資格取得に必要な単位 ･･････････････････ 83 
・商業施設士補指定科目一覧表   ･･････････････････ 84 
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建築士資格試験　指定科目一覧表

二二級級・・木木造造 一一級級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

①建築設計製図 ①①建建築築設設計計製製図図 基礎設計製図および実習Ⅱ 1 選択 1.5

実務0～2年 （（77単単位位以以上上）） 基礎設計製図および実習Ⅲ 1 必修 1.5

（3単位以上） 基礎設計製図および実習Ⅳ 1 選択 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅰ 2 選択 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅱ 3 選択 1.5

基礎設計製図および実習Ⅴ 2 選択 1.5

建築応用設計および実習Ⅰ 2 選択 1.5

建築応用設計および実習Ⅱ 2 選択 1.5

木造住宅設計および実習Ⅰ 3 選択 1.5

木造住宅設計および実習Ⅱ 3 選択 1.5

木造住宅設計および実習Ⅲ 3 選択 1.5

インテリア設計および実習 3 選択 1.5

建築応用設計および実習Ⅲ 3 選択 1.5

建築応用設計および実習Ⅳ 3 選択 1.5

建築応用設計および実習Ⅴ 3 選択 1.5

単位数小計 単単位位数数小小計計 建築応用設計および実習Ⅵ 3 選択 1.5

24 2244

②～④ ②②建建築築計計画画 西洋建築史 3 選択 1

 建築計画、 （（77単単位位以以上上）） 建築計画Ⅰ 1 必修 1

 建築環境工学、 近現代建築史 3 選択 1

 建築設備 人間工学 2 選択 1

実務0～2年 インテリア計画 2 選択 1

（2単位以上） 日本建築史 3 選択 1

住宅論 2 選択 1

保全・保存修復学 3 選択 1

景観計画 3 選択 1

建築観察学 3 選択 1

単単位位数数小小計計 建築計画Ⅱ 2 選択 1

1111

③③建建築築環環境境工工学学 建築環境工学Ａ 2 必修 1

（（22単単位位以以上上）） 建築環境工学Ｂ 2 選択 1

環境調査測定および実習 3 選択 1.5

単単位位数数小小計計 環境設計および実習A 2 選択 1.5

55
④④建建築築設設備備 建築設備工学A 2 選択 1

（（22単単位位以以上上）） 建築設備工学B 3 選択 1

建築設備設計および実習Ⅰ 3 選択 1.5

建築設備設計および実習Ⅱ 3 選択 1.5

単位数小計 単単位位数数小小計計 環境設計および実習B 3 選択 1.5

22.5 66..55

⑤～⑦ ⑤⑤構構造造力力学学 材料力学Ⅰ 2 選択 1

 構造力学、 （（44単単位位以以上上）） 構造力学Ⅰ 1 必修 1

 建築一般構造、 構造力学Ⅱ 1 選択 1

 建築材料 材料力学Ⅱ 2 選択 1

実務0～2年 応用力学 2 選択 1

（3単位以上） 地震防災工学 3 選択 1

水理・土質工学 3 選択 1

単単位位数数小小計計 新耐震設計法および演習 3 選択 2

99

指定科目の分類
（単位数）

指定科目として承認された開講科目

建築士資格試験　指定科目一覧表

二二級級・・木木造造 一一級級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

指定科目の分類
（単位数）

指定科目として承認された開講科目

⑥⑥建建築築一一般般構構造造 構工法Ⅰ 1 選択 1

（（33単単位位以以上上）） 構工法Ⅱ 1 選択 1

木造軸組工法 3 選択 1

木質構造新工法 3 選択 1

木質構造設計演習Ⅰ 3 選択 1

木質構造設計演習Ⅱ 3 選択 1

鉄筋コンクリート構造 3 選択 1

鋼構造 2 選択 1

単単位位数数小小計計 木質構造および実験Ⅱ 3 選択 1.5

99..55

⑦⑦建建築築材材料料 構造基礎および実習Ⅱ 1 選択 1.5

（（22単単位位以以上上）） 仕上材料学 2 選択 1

木材基礎 1 選択 1

木質材料および木材乾燥 1 選択 1

木材工学 3 選択 1

仕上げ・下地・乾式・湿式 3 選択 1

単位数小計 単単位位数数小小計計 木質構造および実験Ⅰ 3 選択 1.5

26.5 88

⑧建築生産 ⑧⑧建建築築生生産産 社会基盤 1 選択 1

実務0～2年 （（22単単位位以以上上）） 木造基礎および実習Ⅱ 1 選択 1.5

（1単位以上） 構造基礎および実習Ⅰ 1 選択 1.5

構造基礎および実習Ⅳ 1 選択 1.5

構造基礎および実習Ⅲ 1 選択 1.5

仕上基礎および実習Ⅳ 1 選択 1.5

建築生産 2 選択 1

工程計画Ⅰ 2 選択 1

工程計画Ⅱ 3 選択 1

仕上基礎および実習Ⅱ 1 選択 1.5

仕上基礎および実習Ⅲ 1 選択 1.5

仕上基礎および実習Ⅴ 2 選択 1.5

構造基礎および実習Ⅴ 2 選択 1.5

鋼構造物応用および実習 2 選択 1.5

ＲＣ施工 3 選択 1

建設マネジメント 3 選択 1

建設積算Ⅰ 3 選択 1

建設積算Ⅱ 3 選択 1

木造応用および実習Ⅰ 2 選択 1.5

木造応用および実習Ⅱ 2 選択 1.5

木造応用および実習Ⅲ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅳ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅴ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅵ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅶ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅷ 3 選択 1.5

RC構造物応用および実習Ⅰ 3 選択 1.5

RC構造物応用および実習Ⅱ 3 選択 1.5

RC構造物診断および実習 3 選択 1.5

湿式仕上技能および実習 2 選択 1.5

乾式仕上技能および実習 2 選択 1.5

外装仕上および実習Ⅰ 3 選択 1.5

単位数小計 単単位位数数小小計計 外装仕上および実習Ⅱ 3 選択 1.5

45.5 4455..55

－ 80 －



建築士資格試験　指定科目一覧表

二二級級・・木木造造 一一級級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

指定科目の分類
（単位数）

指定科目として承認された開講科目

⑥⑥建建築築一一般般構構造造 構工法Ⅰ 1 選択 1

（（33単単位位以以上上）） 構工法Ⅱ 1 選択 1

木造軸組工法 3 選択 1

木質構造新工法 3 選択 1

木質構造設計演習Ⅰ 3 選択 1

木質構造設計演習Ⅱ 3 選択 1

鉄筋コンクリート構造 3 選択 1

鋼構造 2 選択 1

単単位位数数小小計計 木質構造および実験Ⅱ 3 選択 1.5

99..55

⑦⑦建建築築材材料料 構造基礎および実習Ⅱ 1 選択 1.5

（（22単単位位以以上上）） 仕上材料学 2 選択 1

木材基礎 1 選択 1

木質材料および木材乾燥 1 選択 1

木材工学 3 選択 1

仕上げ・下地・乾式・湿式 3 選択 1

単位数小計 単単位位数数小小計計 木質構造および実験Ⅰ 3 選択 1.5

26.5 88

⑧建築生産 ⑧⑧建建築築生生産産 社会基盤 1 選択 1

実務0～2年 （（22単単位位以以上上）） 木造基礎および実習Ⅱ 1 選択 1.5

（1単位以上） 構造基礎および実習Ⅰ 1 選択 1.5

構造基礎および実習Ⅳ 1 選択 1.5

構造基礎および実習Ⅲ 1 選択 1.5

仕上基礎および実習Ⅳ 1 選択 1.5

建築生産 2 選択 1

工程計画Ⅰ 2 選択 1

工程計画Ⅱ 3 選択 1

仕上基礎および実習Ⅱ 1 選択 1.5

仕上基礎および実習Ⅲ 1 選択 1.5

仕上基礎および実習Ⅴ 2 選択 1.5

構造基礎および実習Ⅴ 2 選択 1.5

鋼構造物応用および実習 2 選択 1.5

ＲＣ施工 3 選択 1

建設マネジメント 3 選択 1

建設積算Ⅰ 3 選択 1

建設積算Ⅱ 3 選択 1

木造応用および実習Ⅰ 2 選択 1.5

木造応用および実習Ⅱ 2 選択 1.5

木造応用および実習Ⅲ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅳ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅴ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅵ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅶ 3 選択 1.5

木造応用および実習Ⅷ 3 選択 1.5

RC構造物応用および実習Ⅰ 3 選択 1.5

RC構造物応用および実習Ⅱ 3 選択 1.5

RC構造物診断および実習 3 選択 1.5

湿式仕上技能および実習 2 選択 1.5

乾式仕上技能および実習 2 選択 1.5

外装仕上および実習Ⅰ 3 選択 1.5

単位数小計 単単位位数数小小計計 外装仕上および実習Ⅱ 3 選択 1.5

45.5 4455..55
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建築士資格試験　指定科目一覧表

二二級級・・木木造造 一一級級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

指定科目の分類
（単位数）

指定科目として承認された開講科目

⑨建築法規 ⑨⑨建建築築法法規規 建築法規Ⅰ 3 必修 1

実務0～2年 （（11単単位位以以上上）） 建築法規Ⅱ 3 選択 1

（1単位以上） 建築法規Ⅲ 3 選択 1

単位数小計 単単位位数数小小計計

3 33

⑩その他 ⑩⑩そそのの他他 基礎設計製図および実習Ⅰ 1 選択 1.5

（適宜） （（適適宜宜）） 木造基礎および実習Ⅲ 1 選択 1.5

測量基礎および実習 1 選択 1.5

安全工学 1 選択 1

都市計画 1 選択 1

測量Ⅰ 2 選択 1

建設ＣＡＤおよび実習Ⅲ 3 選択 1.5

測量および実習Ⅰ 2 選択 1.5

木造基礎および実習Ⅴ 2 選択 1.5

建築士基礎インターンシップ 2 必修 8

木割と規矩 2 選択 1

ランドスケープ設計および実習Ⅰ 3 選択 1.5

ランドスケープ設計および実習Ⅱ 3 選択 1.5

造園・ガーデニング技法 3 選択 1

建築構法 3 選択 1

伝統構法構造物および実習Ⅰ 2 選択 1.5

伝統構法構造物および実習Ⅱ 2 選択 1.5

建築設備および実習 3 選択 1.5

地盤調査土質実験および実習 3 選択 1.5

単位数小計 単単位位数数小小計計 建築士専門インターンシップ 4 選択 8

40 4400

121.5 112211..55

161.5 116611..55

①～⑨の単位数合計

総単位数（①～⑩の単位数合計）

建築⼠試験別、指定科⽬にかかる必要単位数と必要な建築実務の経験年数
【学校種別：⼤卒】

指指定定科科目目

①　建築設計製図

②　建築計画

③　建築環境工学

④　建築設備

⑤　構造力学

⑥　建築一般構造

⑦　建築材料

⑧　建築生産

⑨　建築法規

①～⑨の計 （a）

⑩　その他 （b）

（（aa））++（（bb）） 6600単単位位 5500単単位位 4400単単位位 4400単単位位 3300単単位位 2200単単位位

受受験験資資格格

免免許許登登録録にに必必要要なな
実実務務経経験験年年数数

卒卒業業後後22年年 卒卒業業後後33年年 卒卒業業後後44年年 卒卒業業後後00年年 卒卒業業後後11年年 卒卒業業後後22年年

卒卒業業後後00年年 卒卒業業後後00年年

2単位 1単位

1単位 1単位

30単位 10単位

4単位

3単位3単位

2単位

適宜 適宜

一一級級建建築築士士試試験験 二二級級・・木木造造建建築築士士試試験験

7単位 3単位

7単位

2単位2単位

2単位
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科目名 配当年次 単位数

（（必必修修科科目目）） 構造力学Ⅰ 1 1.0

（27.5単位） 基礎数学Ⅰ 1 1.0

基礎数学Ⅱ 1 1.0

構造力学Ⅱ 1 1.0

地盤工学 1 1.0

測量基礎および実習 1 1.5

都市計画 1 1.0

材料力学Ⅰ 2 1.0

測量Ⅰ 2 1.0

測量Ⅱ 2 1.0

測量および実習Ⅰ 2 1.5

測量および実習Ⅱ 2 1.5

測量基礎インターンシップ 2 8.0

水理・土質工学 3 1.0

自然・都市 3 1.0

構造物強度設計および実習 3 1.5

地盤調査土質実験および実習 3 1.5

建設マネジメント 3 1.0

単位数小計 27.5

（（選選択択科科目目）） 社会基盤 1 1.0

（15.5単位の中から2.5単位以上） 材料力学Ⅱ 2 1.0

応用力学 2 1.0

鋼構造 2 1.0

鉄筋コンクリート構造 3 1.0

水防工学 3 1.0

都市インフラおよび実習 3 1.5

測量専門インターンシップ 4 8.0

単位数小計 15.5

測量士補の資格取得に必要な単位

建設学科（ＧＳコース） ※必修科目27.5単位と選択科目2.5単位以上を取得し、かつ卒業条件を満たすこと。

指定科目の分類
指定科目一覧
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Ａ群（学科試験に準拠）

区分 内容/考えられる科目の一例 充当する教科名 単位数

建設マネジメント 1.0

日本文化論 1.0

単位数小計 2.0

A-2　業態計画 商業施設の構成に関する科目

単位数小計

都市計画 1.0

人間工学 1.0

日本建築史 1.0

西洋建築史 1.0

近現代建築史 1.0

インテリア計画 1.0

景観計画 1.0

安全工学 1.0

建築環境工学Ｂ 1.0

建築設備工学B 1.0

自然・都市 1.0

単位数小計 11.0

工程計画Ⅰ 1.0

工程計画Ⅱ 1.0

建築法規Ⅱ 1.0

建築法規Ⅲ 1.0

建設積算Ⅰ 1.0

建設積算Ⅱ 1.0

建築構法 1.0

鉄筋コンクリート構造 1.0

鋼構造 1.0

構工法Ⅱ 1.0

木材基礎 1.0

木質材料および木材乾燥 1.0

木材工学 1.0

単位数小計 13.0

仕上材料学 1.0

仕上げ・下地・乾式・湿式 1.0

ＲＣ施工 1.0

仕上基礎および実習Ⅴ 1.5

測量基礎および実習 1.5

木質構造新工法 1.0

木造応用および実習Ⅰ 1.5

木造応用および実習Ⅱ 1.5

木造応用および実習Ⅲ 1.5

木造応用および実習Ⅳ 1.5

木造応用および実習Ⅴ 1.5

木造応用および実習Ⅵ 1.5

木造応用および実習Ⅶ 1.5

木造応用および実習Ⅷ 1.5

木質構造および実験Ⅰ 1.5

木質構造および実験Ⅱ 1.5

木造基礎および実習Ⅰ 1.5

木造基礎および実習Ⅱ 1.5

A-4　施設計画 建築一般に関する科目

A-5　監理・施工
商空間の工事監理・施工に関する科

目

A-3　計画一般
商業施設の企画、商業施設の計
画、法規、安全計画、展示・装置
計画、設計に関する科目

商業施設士補　指定科目一覧表

A-1　商業一般 商業一般に関する科目
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木造基礎および実習Ⅲ 1.5

木造基礎および実習Ⅳ 1.5

構造基礎および実習Ⅰ 1.5

構造基礎および実習Ⅱ 1.5

構造基礎および実習Ⅲ 1.5

湿式仕上技能および実習 1.5

乾式仕上技能および実習 1.5

家具技能および実習Ⅰ 1.5

家具技能および実習Ⅱ 1.5

家具技能および実習Ⅲ 1.5

家具技能および実習Ⅳ 1.5

家具技能および実習Ⅴ 1.5

構造力学Ⅰ 1.0

構造力学Ⅱ 1.0

材料力学Ⅱ 1.0

建築設備および実習 1.5

地盤調査土質実験および実習 1.5

RC構造物応用および実習Ⅰ 1.5

RC構造物応用および実習Ⅱ 1.5

伝統構法構造物および実習Ⅰ 1.5

伝統構法構造物および実習Ⅱ 1.5

単位小計 55.0

Ａ群の単位数合計 81.0

B群（構想表現（実技）試験に準拠）

区分 内容/考えられる科目の一例 充当する教科名 単位数

木質構造設計演習Ⅰ 1.0

木質構造設計演習Ⅱ 1.0

基礎設計製図および実習Ⅰ 1.5

基礎設計製図および実習Ⅱ 1.5

基礎設計製図および実習Ⅲ 1.5

基礎設計製図および実習Ⅳ 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅰ 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅱ 1.5

建設ＣＡＤおよび実習Ⅲ 1.5

建築応用設計および実習Ⅰ 1.5

建築応用設計および実習Ⅱ 1.5

建築応用設計および実習Ⅲ 1.5

建築応用設計および実習Ⅳ 1.5

建築応用設計および実習Ⅴ 1.5

建築応用設計および実習Ⅵ 1.5

インテリア設計および実習 1.5

ランドスケープ設計および実習Ⅰ 1.5

木造住宅設計および実習Ⅰ 1.5

木造住宅設計および実習Ⅱ 1.5

木造住宅設計および実習Ⅲ 1.5

単位小計 29.0

B-2　文章表現 プレゼン・マーケティング・コンサルにより、商業施設を構想し表現する
ことに関する科目

単位小計

Ｂ群の単位数合計 29.0

総単位数(Ａ群とＢ群の合計) 110.0

※A群から計30単位以上＋B群から4単位以上修得し、指定された商業施設に係る科目を修得し、商業施設士補講習会を受講修了すること

B-1　図案表現
設計・製図・ＣＡＤ・ＣＧなどにより、
商業施設を構想し表現することに
関する科目
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DD．．教教養養教教育育  
    （（22002255 年年度度入入学学者者適適用用））  

  

  

ⅠⅠ．．カカリリキキュュララムム（（教教育育課課程程））  
ⅡⅡ．．授授業業科科目目  

  
  
  
※※授授業業にに関関ししててはは毎毎年年、、一一部部変変更更がが生生じじるるここととがが

ああるるたためめ、、ＷＷＥＥＢＢシシララババススににてて常常にに最最新新情情報報をを

入入手手ののううええ、、履履修修計計画画をを作作成成ししててくくだだささいい。。  
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ⅠⅠ．．カカリリキキュュララムム（（教教育育課課程程））  
 
 
 

Ⅰ-1．ディプロマ・ポリシー           ･･････････････････ 91 

Ⅰ-2．カリキュラム・ポリシー           ････････････････ 93 
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ⅠⅠ--11．．デディィププロロママ・・ポポリリシシーー((学学位位授授与与のの方方針針))          
 
 本学を卒業するテクノロジストには、ものづくりへの誇りと真摯さを身につけ、自らに一流の

仕事を要求し、常に基準を高く定め、ものづくりにアプローチすることが期待されている。 そ

のために、テクノロジストとして必要な基礎学力、専門的知識、技術技能に合わせ、知識人とし

ての教養教育を身につけさせて専門教育と両輪で育成する。 

①ものづくりを実践することから得られる創意工夫する力 (現場力)  

②課題を見出しチームで協力したりリーダーとなって解決する力 (課題設定･解決力、マネージ

メント力) 

③困難に向き合い乗り越える力 （耐力、胆力）  

④異文化など多様性を受容、尊重でき、科学技術、社会経済のグローバル化に対応できる力 （協

調力）  

⑤価値観の異なる相手とも双方向で真摯に学び合える力 （コミュニケーション力） 

 

ディプロマ・ポリシーとの関連 
群 授業科目 配当年次 ① ② ③ ④ ➄ 

も
の
づ
く
り
系
科
目
群 

安全衛生 1 〇 〇 〇 〇 〇 

データリテラシー・AI 基礎 1 〇 〇    

ICT 基礎および実習Ⅰ 1 〇     

ICT 基礎および実習Ⅱ 1 〇     

創作実習 A(夏期) 1 〇  〇   

創作実習 B(夏期) 1 〇  〇   

デザイン思考 1  〇  〇 〇 

救命衛生法 2 〇 〇 〇 〇 〇 

ひ
と
づ
く
り
系
科
目
群 

ものつくり・ひとつくり総合講義 A 1   〇 〇 〇 

ものつくり・ひとつくり総合講義 B 3   〇 〇 〇 

社会人基礎力育成講座Ⅰ 1   〇  〇 

社会人基礎力育成講座Ⅱ 2  〇 〇  〇 

社会人基礎力育成講座Ⅲ 3  〇 〇 〇  

社会人基礎力育成講座Ⅳ 4  〇 〇 〇 〇 

スポーツ・コミュニケーション 1 〇 〇 〇 〇 〇 

 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
系
科
目
群 

留学生日本語Ⅰ 1    〇 〇 

英語Ⅰ 1    〇 〇 

英語Ⅱ 1    〇 〇 

留学生日本語Ⅱ 2    〇 〇 

英語Ⅲ 2    〇 〇 

SDGs-A 2   〇 〇 〇 

SDGs-B 2   〇 〇 〇 

言語と文化 3    〇 〇 

日本文化論 3   〇 〇 〇 

文明と社会 3   〇 〇  

梅原猛で学ぶ学問と世界 4    〇 〇 

Drucker で学ぶマネジメント 4    〇 〇 
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ⅠⅠ--11．．デディィププロロママ・・ポポリリシシーー((学学位位授授与与のの方方針針))          
 
 本学を卒業するテクノロジストには、ものづくりへの誇りと真摯さを身につけ、自らに一流の

仕事を要求し、常に基準を高く定め、ものづくりにアプローチすることが期待されている。 そ

のために、テクノロジストとして必要な基礎学力、専門的知識、技術技能に合わせ、知識人とし

ての教養教育を身につけさせて専門教育と両輪で育成する。 

①ものづくりを実践することから得られる創意工夫する力 (現場力)  

②課題を見出しチームで協力したりリーダーとなって解決する力 (課題設定･解決力、マネージ

メント力) 

③困難に向き合い乗り越える力 （耐力、胆力）  

④異文化など多様性を受容、尊重でき、科学技術、社会経済のグローバル化に対応できる力 （協

調力）  

⑤価値観の異なる相手とも双方向で真摯に学び合える力 （コミュニケーション力） 

 

ディプロマ・ポリシーとの関連 
群 授業科目 配当年次 ① ② ③ ④ ➄ 

も
の
づ
く
り
系
科
目
群 

安全衛生 1 〇 〇 〇 〇 〇 

データリテラシー・AI 基礎 1 〇 〇    

ICT 基礎および実習Ⅰ 1 〇     

ICT 基礎および実習Ⅱ 1 〇     

創作実習 A(夏期) 1 〇  〇   

創作実習 B(夏期) 1 〇  〇   

デザイン思考 1  〇  〇 〇 

救命衛生法 2 〇 〇 〇 〇 〇 

ひ
と
づ
く
り
系
科
目
群 

ものつくり・ひとつくり総合講義 A 1   〇 〇 〇 

ものつくり・ひとつくり総合講義 B 3   〇 〇 〇 

社会人基礎力育成講座Ⅰ 1   〇  〇 

社会人基礎力育成講座Ⅱ 2  〇 〇  〇 

社会人基礎力育成講座Ⅲ 3  〇 〇 〇  

社会人基礎力育成講座Ⅳ 4  〇 〇 〇 〇 

スポーツ・コミュニケーション 1 〇 〇 〇 〇 〇 

 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
系
科
目
群 

留学生日本語Ⅰ 1    〇 〇 

英語Ⅰ 1    〇 〇 

英語Ⅱ 1    〇 〇 

留学生日本語Ⅱ 2    〇 〇 

英語Ⅲ 2    〇 〇 

SDGs-A 2   〇 〇 〇 

SDGs-B 2   〇 〇 〇 

言語と文化 3    〇 〇 

日本文化論 3   〇 〇 〇 

文明と社会 3   〇 〇  

梅原猛で学ぶ学問と世界 4    〇 〇 

Drucker で学ぶマネジメント 4    〇 〇 
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ⅠⅠ--22．．カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー                    
 
 本学の「基本理念」と「ディプロマ・ポリシー」に掲げる、高度なものづくりに対応できるテ

クノロジストを育成するため、技能工芸学部では以下の方針に基づいてカリキュラムを編成す

る。 
 
①入学から卒業までの教育課程を三段階に分け、4 学期制（quarter 制度）の下で１年１学期か

ら 2 年 2 学期までを「基礎課程」、2 年 3 学期から 3 年 4 学期までを「応用課程」、そし

て 4 年 1 学期から 4 年 4 学期までを「専門研究課程」とし、各学科において段階的に高度

な実践力が身に付く科目配当とする。 
②基礎課程では基礎的な専門知識を学び、基礎インターンシップにて実務を体験し、応用課程で

は創意工夫が行える総合的な実践力を修得し、専門研究課程では卒業研究により即戦力とし

て社会に貢献できる技術・技能を養うものとする。詳細は各学科が定めるカリキュラム・ポリ

シーや各専門コースのエデュケーショナル・ポリシーを基軸に、カリキュラムを編成する。 
③上掲の基礎課程から専門研究課程の段階を通じ、本学が標榜するテクノロジスト育成に必要

不可欠となる教養科目もカリキュラムに配当する。基礎課程の初年次教育に始まり、応用課程

では人文・社会科学さらに自然科学を学び、専門研究課程では本学設立に寄与した梅原猛とピ

ーター・ドラッカーの思想的営為を理解することで、社会に巣立つテクノロジストとしての社

会性・倫理性を身に付ける。 
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ⅡⅡ--11．．カカリリキキュュララムムツツリリーー                      
この図は、教養教育の授業科目間の関連を学習内容の概要と共に示しています。 

必修科目を含め 12 単位以上を修得することが求められています。 

「ものづくり系科目群」「ひとづくり科目群」「リベラルアーツ科目群」からバランスよく履修計画を立てる際の参考にしてく

ださい。 

  
2025_教養科目ツリー.xlsx の表が入ります 

 
 

学年 １年１Ｑ

課程

((11)) ((11))社社会会人人基基礎礎力力育育成成講講座座ⅡⅡ

基基
礎礎
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
　　
　　
　　
88
単単
位位

基礎課程

１年２Ｑ １年３Ｑ １年４Ｑ ２年１Ｑ ２年２Ｑ ２年３Ｑ ２年４Ｑ

リベラル
アーツ系
科目群

ものづくり系
科目群

ひとづくり系
科目群

社社会会人人基基礎礎力力育育成成講講座座ⅠⅠ

(1)安全衛生

(1.5)ICT基礎および実習Ⅰ

(2)
ものつくり・ひと

つくり総合講義A

(2)英語Ⅰ

(1)ICT基礎および実習Ⅱ

(1)創作実習A（夏期）

(1)創作実習B（夏期）

(2)英語Ⅱ (2)英語Ⅲ

(1)
スポーツコミュニ

ケーション

(1)デザイン思考

(1)救命衛生法

(1)SDGs-A (1)SDGs-B

⼤学での実習・実験
時の安全衛⽣の確保、
企業⽣活における安
全衛⽣と健康の確保
について、基礎知
識・基本ルールを理
解させます。

コンピュータリテラ
シの素養を⾝につけ
ることを主なねらい
としている。メール
の基本操作、ネット
ワークの理解、Word
を⽤いた⽂書作成、
Excelを⽤いた表計算、
データサイエンスの
⼊⾨としてMATLABを
⽤いたデータ処理の
演習を⾏う。また、
Google Classroom、
Google カレンダー、
Google drive,Google 
Formsなどの操作習得
も含めて遠隔授業に
も対応できる総合的
な演習を⾏います。

材料の加⼯特性を理解し、道具を⽤いて基本技法の体験を⾏い、テーマに沿った作
品の製作を⾏う。陶芸、鍛⾦、彫⾦、ガラス⼯芸の実習を⾏う予定です。

グラフィックス系ソフトウエアを習得して、WEBページ素材、
ポスター、リーフレットなどの制作⽅法を学ばせます。

IT機器やネットワーク環境の進化により⼈々の⽣活様式が劇的に変化していることに伴い、社会に存在する様々な
課題やニーズを発⾒し、新しい「もの」や「サービス」のデザインを通じて解決策を創造することができる「デザ
イン思考」を駆使できる⼈材が求められています。
本授業ではワークショップ形式を中⼼に、課題解決のためのデザインプロセスを体験し、その⽅法論を修得させ

ます。
さらに、近代、現代のデザインの歴史や事例を学び、社会のニーズを発⾒して「ものづくり」を通じて課題解決

に取り組むことができる「デザインテクノロ
ジスト」を⽬指す姿勢を獲得させて⾏きます。
本授業で⾝に付けた、デザインによる課題解決の思考⽅法は情報メカトロニクス学科、建設学科、それぞれのデ

ザイン系授業において応⽤展開を図ります。

スマホによる⾃撮り動画
作成など⽇常的作業を通
して、学び⽅を学ぶ授業
です。なぜ学ぶべきかを
振り出しとして、特につ
まづきを取り返すスキル
を⾝につけます。これま
での「教育」「学習」に
ついての思い込みを崩し、
各⾃の学び⽅をカスタマ
イズします。

スポーツ・eスポーツ
などの実践を通じて、
⾃⾝の体⼒の程度を知
るとともに、チームプ
レイをモデルに、共同
によってそれぞれの得
意な⼒を発揮して相互
に協⼒することや、そ
のために必要な情報を
的確に伝え、また役割
分担をすることなどを
学びます。

⽇常場⾯の英語表現を
学び、総合的な英語コ
ミュニケーション能⼒
を向上させます。また、
TOEIC受験のための演習
も⾏います。英語圏の
⽂化や習慣に関する知
識を深め異⽂化につい
て知り、さらに⽇本語
とは異なる英語の構造
について理解させてい
きます。⽇常的によく
ある場⾯の会話表現を
使えるよう練習をしま
す。また、指定された
テーマについて調査し、
英語でのプレゼンテー
ションを通じ、⾃分の
考えを英語で話す機会
を多く持つようにしま
す。

SDGsの概論です。指
定教科書の講読を通
して、その成⽴経緯
や基本概念などを概
観した上で、具体的
事例を取り上げます。

インターンシップに備え、⼼肺蘇⽣法、AEDの使い⽅、⽌⾎法、外傷の⼿当、傷病者の
管理、搬送法などの⼿技について学ぶ。また，それらを学ぶ上で重要な⼈体の解剖⽣理
学的な事象やメカニズムについても理解させます。

◆グローバルなテーマ
についての英⽂を読み、
映像を⾒て、リスニン
グ・スピーキングを中
⼼に4技能のコミュニ
ケーション能⼒を総合
的に伸ばします。
◆グローバルな問題に
ついて、論理的に英語
で⾃分の意⾒を述べら
れるようになり、国際
⼈として活躍できる素
地を作ります。
◆⼈前で英語を使い効
果的にプレゼンができ
るように練習して⾏き
ます。

技術分野の英語を学習し、４技能
（Listening, Speaking, Reading, Writing）
のコミュニケーション能⼒を総合的に
伸ばします。特に、技術分野の基本的
な語彙を⾝につけ、技術分野の⽂章の
特徴を学び、読む練習を⾏います。ま
た、技術分野のテーマを題材に英語で
⼝頭発表を⾏う練習をします。

SDGsの概論を踏まえ、
受講⽣が⼊学前に学ん
だ理科・社会その他の
知識を更新し、理解を
深めます。環境・開
発・国際理解・市⺠性
育成など、⼈間⽣活に
関連する多領域へ関わ
るSDGsは、専⾨的知識
以上に、これまで蓄積
した知識の更新が不可
⽋です。SDGsの前提知
識をおさらいするのみ
ならず、知識更新のス
キルを⾝につけること
ができます。

※※経済産業省が定める社会⼈基礎⼒
前に踏み出す⼒（主体性・働きかけ⼒・実⾏⼒）・考え抜く⼒（課題発⾒⼒・計画⼒・創造⼒）・チームで働く⼒（発信⼒・傾聴⼒・柔軟性・状況
把握⼒・規律性・ストレスコントロール⼒）の3つの能⼒・12の能⼒要素

経済産業省が取りまとめたを⼤学⽣活を通じて
⾝につけ、学業を⾃分から取組む姿勢を⾝につ
けることを⽬的としています。
2年次2Q開講の必修科⽬であるインターンシッ
プを履修する上で必要となる社会⼈基礎⼒を⾝
に付け、⼤学と異なる場所で学ぶために必要な
能⼒を習得することも⽬的としています。
2年次は、主に3つの能⼒要素「傾聴⼒」「柔軟
性」「規律性」を付け、⼈を⾒る⼒（⼈から学
ぶ⼒）・⼈に伝える⼒を養いながら、1年次に
⾝に付けた社会⼈基礎⼒を活かしながら、規律
を守った⾏動や反省から次に繋げる学び⽅を学
びます。

経済産業省が取りまとめた社会⼈基礎⼒を⼤学の授業と重ねながら学び、社会⼈基礎⼒を⾝に付けるこ
とを⽬的としています。
1年次は、、主に3つの能⼒要素「主体性」「⾏動⼒」「発信⼒」に加えて「コミュニケーション⼒」を
付け、⼈を⾒る⼒（⼈から学ぶ⼒）・⼈に伝える⼒を養いながら、ものつくり⼤学で学ぶ意味と⽬指す
⼈物像を理解しながら、次年度のインターンシップに備え、社会で⽣活する上での「マナー」「コミュ
ニケーション」を鍛えるとともに、忍耐⼒やストレスコントロール⼒も鍛えていきます。

(1)
データリテラシー・

AI基礎

情報社会におけるデータサイエンス・AIの活⽤状況を理解し、
リテラシーレベルの知識を⾝に付けさせます。

(2)留学生日本語Ⅰ

キャリアや仕事に関す
る⽇本語を学びながら、
コミュニケーションの
運⽤⼒を⾼めることで、
総合的な⽇本語能⼒を
養います。適宜、中級
（JLPTのN2レベル相
当）の⽇本語の⽂法や
語彙を復習しながら進
めていきます。

(1)留学生日本語Ⅱ

⽇本のビジネス場⾯から、社会⽂化的な
背景を学び、⾃⾝の国や⽂化との⽐較を
⾏うことで、異⽂化対応スキルを養いま
す。適宜、中上級（JLPTのN2・N1）レベ
ルの⽇本語の語彙や⽂法を復習しながら
進めていきます。
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３年３Ｑ ３年４Ｑ ４年１Ｑ ４年２Ｑ ４年３Ｑ ４年４Ｑ

((11)) ((11))社社会会人人基基礎礎力力育育成成講講座座ⅣⅣ

  (  ) ;  単位数

応用課程 専門研究課程

３年２Ｑ３年１Ｑ

社社会会人人基基礎礎力力育育成成講講座座ⅢⅢ

(1)
ものつくり・ひと

つくり総合講義B

(1)言語と文化 (1)日本文化論

(1)文明と社会

(1)梅原猛で学ぶ学問と

世界

(1)
Druckerで学ぶマネ

ジメント

本授業では、⾔葉や⽂
化ということを題材に、
異⽂化理解の観点から、
⼈⽂科学を学びます。
また、グローバルな視
点や国際性を学ぶこと
を⽬的とします。1つ
の問題を特定の分野に
限らず、さまざまな視
点から多⾓的に認識す
ることの重要性を学び、
学際性・国際性のある
視点から他者と議論す
る姿勢を⾝につけ、⾃
分の考えをしっかり表
すことを学びます。

この講義では、学び⽅の中でも、いか
に「問い」を⽴てるかについて、学び
ます。より専⾨的に学びを深めるため、
知らず識らずに⾝につけてしまった学
び⽅をチューニングし直します。受講
⽣同⼠の⽇常的⾏為を反省的に捉え直
し、特に⽇常的⾏為としての「読む」
「書く」を鍛え直します。

アカデミック寄りの
⼀般書をテキストと
して、それを理解す
るための前提を概観
し、⽇本⽂化論につ
いて理解を深めます。
上級学年で開講され
る本学独⾃講義「梅
原猛で学ぶ学問と世
界」をより深く学ぶ
ためにも、押さえて
おくべき科⽬です。

アカデミック寄りの⼀
般書をテキストとして、
それを理解するための
前提を概観し、社会科
学系統の⼀般教養につ
いて理解を深めます。
上級学年で開講される
本学独⾃講義「Drucker
で学ぶマネジメント」
をより深く学ぶために
も、押さえておくべき
科⽬です。

本学の命名者・梅原
猛が着⼿した広⼤な
諸領域を概観しつつ、
世界⽂明における本
学（卒業⽣含む）の
使命を学びます。

個々の働き⼿の能⼒
とやる気を引き出し、
⼈間の可能性を開花
させるとともに、社
会的存在としての組
織の⽬的の実現に個
⼈が協同して成果を
あげる、というド
ラッカーのマネジメ
ント論の原理を理解
します。

教養科⽬コース

前半

◇スタディスキルの習得を
中軸に学びの姿勢を体得

基
礎
イ
ン
タ
�
シ
�
プ

後半

◇⼀般教養を包摂

◇リベラルアーツ教育を
積み上げ

２年2Ｑ

社会⼈基礎⼒育成講座

インターシップ前後での教育積み上げ

専門を活かす能力＝『教養』を培う

＜教養教育のねらい＞

経済産業省が取りまとめた社会⼈基礎⼒を確認し、⾝につけることを⽬的としています。

4年次は、3年間学んで来た「⼈を⾒る⼒（⼈から学ぶ⼒）・⼈に伝える⼒」「⾃ら考える
⼒・⾏動する⼒」「課題・⽬標の設定の仕⽅」を通して社会⼈基礎⼒を振り返りながら、将
来への確かな経験へと繋げる準備をさらに進め、⼤学を卒業後に必要な社会⼈⼒の修得を⽬
指します。

経済産業省が取りまとめた社会⼈基礎⼒を⼤学⽣活を通じて⾝につけ、学業を⾃分
から取組む姿勢を⾝につけることを⽬的としています。
3年次は、、主に5つの能⼒要素「課題発⾒⼒」「計画⼒」「創造⼒」「状況把握
⼒」「ストレスコントロール⼒」を付け、⾃ら考える⼒・⾏動する⼒を養いながら、
将来への確かな経験へと繋げるための準備を進めていきます。
就職活動の開始時期と重なることも踏まえ、新しい環境に対応するための、忍耐⼒
やストレスコントロール⼒への理解をさらに、深めていきます。
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